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１．専攻科の概要 

 

１－１ 総説 

 専攻科は、高等専門学校を卒業した者に対して、「精深な程度において、特別の事項を教授し、そ

の研究を指導する」ことを目的として平成３年の学校教育法の改正により創設された新たな２年間の

専門課程です。 

 専攻科の修了者は、一定の要件を満たせば大学評価・学位授与機構に申請し、学士の学位を取得す

ることができ、同時に大学院への入学資格を得ることができます。 

 本校専攻科は、５年間の高専教育の基礎のうえに、さらに高度の専門的学術を教授研究し、創造的

専門学力、技術開発能力及び経営管理能力を有する開発型技術者を育成することを目的としています。     

 

 

１－２ 専攻科の沿革 

 

昭和38年 4月 1日 神戸市立六甲工業高等専門学校を設置 

（昭和41年4月1日神戸市立工業高等専門学校に名称変更） 

平成10年 4月 1日 専攻科（電気電子工学専攻・応用化学専攻）を設置 

平成12年 4月 1日 専攻科（機械システム工学専攻・都市工学専攻）を設置 

平成20年10月22日 専攻科設立10周年記念式典を挙行（記念誌の発刊） 

平成30年11月 2日 専攻科設立20周年記念講演会を開催（記念誌の発刊） 

令和 5年 4月 1日 神戸市公立大学法人の下、独立法人化 

 

 

１－３ 教育の特徴（カリキュラムポリシー概要） 

 

 神戸高専の専攻科課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編成

しています。一般教養科目において語学力や倫理観などを養うための科目を、専門科目においては工

学に関する基礎知識をさらに深めるための専門共通科目とそれぞれの専攻の基本方針のもとさらに高

度な専門的学術を培うための専門展開科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得す

るため、準学士課程との系統性を配慮した編成にしています。 

 

（１） 機械システム工学専攻 

機械システム工学専攻では、今後さらなる高度化や精密化を想定した場合に予想される機械工学的

な諸問題に対処するために必要な材料力学、熱力学、流体力学、計測・制御工学、ロボット工学、加

工技術に加え、生産管理や生産技術に関するより高度な技術を教授し、独創的で論理的な思考能力や

問題解決能力を有するとともに、これらの技術を活かして生産システムの構築ができる技術者の育成

を目指します。 

 

（２）電気電子工学専攻 

電気電子工学専攻では、今後ますます多様化、高度化していくと予想される電気エネルギーを基盤

とした高度産業システムやエレクトロニクス分野に対応するために、電磁気学、電気・電子回路論、

物性・電子デバイス、計測・制御工学、情報・通信工学、パワーエレクトロニクス等に関するより高

度で実践的な技術や知識を修得し、問題解決能力を有する実践的で創造性豊かな技術者の育成を目指

します。 

 

（３）応用化学専攻 

応用化学専攻では、今後も進んでいく新素材、新材料の開発やそれらの応用技術、環境問題等に対

応するために必要な有機化学・高分子化学、無機化学・分析化学、物理化学、化学工学、生物工学等
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に関するさらに高度な技術や知識を教授し、化学物質の可能性や潜在的な危険性も理解しながら分析

装置等を取扱うとともに設計装置の設計もできるような実践的で問題解決能力も有する技術者の育成

を目指します。 

 

（４）都市工学専攻 

都市工学専攻では、今後の暮らしの変化とそれに伴う自然環境の変化にも対応した人に優しい生活

環境をデザインするために必要な構造工学、水理学、地盤工学、コンクリート工学、維持管理工学、

計画学、環境保全、設計製図等のより高度な知識や技術を教授し、自然災害や環境問題の仕組みも理

解して施工できるような実践的で、かつ創造性や判断力も併せ持つ技術者の育成を目指します。 

 

 

１－４ 養成すべき技術者像（専攻科課程、専攻ごとの教育目的） 

 専門分野の知識・能力を持つと共に他分野の知識も有し、培われた教養教育のもとに、柔軟で複合

的視点に立った思考ができ、問題発見、問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（１）機械システム工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電気電子応用技術、加工技術、設計法等の専門技術を習得し、培

われた教養教育のもと、設計や製作において複合的視点で思考、問題発見、問題解決ができる創造性

豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（２）電気電子工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電磁気学、電気回路、エレクトロニクス、実験等により専門技術

を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問題解決が

できる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（３）応用化学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術に加え、物質の基本を十分に理解し、新しい物質作りに応用できる

専門学力を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問

題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（４）都市工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、構造力学、水理学、土質力学、計画、環境に関連する専門技術に

重点を置き、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問題解決

ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

 

１－５ 修了時に身につけるべき学力や資質・能力（学習・教育目標） 

 

(A) 工学に関する基礎知識と専門知識を身につける。 

(A1) 

 

 

(A2) 

 

(A3) 

 

(A4)  

数 学 

 

 

自 然 科 学 

 

情 報 技 術 

 

専 門 分 野 

 

工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル

解析、確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くこと

ができる。 

工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自

然科学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 

工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につ

け、活用することができる。 

各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活

用することができる。 
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(B) コミュニケーション能力を身につける。 

(B1) 

 

(B2) 

(B3) 

 

(B4)  

論 理 的 説 明 

 

質 疑 応 答 

日 常 英 語 

 

技 術 英 語 

 

技術的な内容について、図、表を用い、文章及び口頭で論理的に説明

することができる。 

自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 

日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解す

ることができる。 

英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明す

ることができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述

することができる。 

 

(C) 複合的な視点で問題を解決する能力や実践力を身につける。 

(C1) 

 

(C2) 

 

(C3) 

 

(C4)  

応 用 ・ 解 析 

 

複 合 ・ 解 決 

 

体 力 ・ 教 養 

 

協 調 ・ 報 告 

 

工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果

を的確に解析することができる。 

与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ

情報を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技

術・手法を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 

技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 

特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告

書を書くことができる。 

 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける。 

(D1) 

 

(D2)  

技 術 者 倫 理 

 

異 文 化 理 解 

工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫

理的責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 

異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することが

できる。 

 

 

※「(A4) 専門分野」の専攻別細目 

（１）機械システム工学専攻 

① 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識と発展的な知識を

身に付け、活用できる。 

 

② 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 

・熱流体に関する各種物理量の計測法を理解し、実際に計測し評価できる。 

・理想化された熱流体および実際の熱流体の移動を数式で表し、それを用いて熱流動現象を説明で

きる。 

・各種熱機関の特性を理解し、エネルギー変換技術における性能改善のための指針を提案できる。 

 

③ 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、活用で

きる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ活用できる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な計測の専門知識を身につけ活用できる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な制御の専門知識を身につけ活用できる。 
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④ 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・工業材料、先端材料の成形加工法に関する専門知識を習得し、材料加工や生産加工に活用できる。 

・切削加工に関する専門知識や先端加工技術を習得し、生産技術として応用できる。 

・生産に関する専門的かつ総合的な知識および技術を習得し、生産システムの構築ができる。 

 

（２）電気電子工学専攻 

① 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・電磁気学に関する理解を深め、応用力を養うことができる。 

・高電圧の発生方法ならびに測定方法を理解することができる。 

・集中・分布定数回路をコンピュータを用いて解析することができる。 

・離散フーリエ変換や逆離散フーリエ変換を理解し、応用することができる。 

 

② 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・光の波動的性質や光を導波する光ファイバの原理、特性、応用などを理解することができる。 

・光デバイスの原理や応用技術を理解することができる。 

・プラズマについての基礎特性や計測技術について理解することができる。 

 

③ 計測や制御に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・光センサの原理を理解し、具体的な課題に応用することができる。 

・計測や制御の手法を学び、具体的な課題に応用することができる。 

・最適制御、ロバスト制御などの設計理論を理解することができる。 

 

④ 情報や通信に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・ディジタル信号処理の基礎的な考え方を理解することができる。 

・一般的なアルゴリズムやそれを実現するためのデータ構造を理解することができる。 

・画像処理の基礎及びコンピュータグラフィクスの基礎を理解することができる。 

 

⑤ エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・電力変換装置や電力用デバイスの基礎を理解することができる。 

・現状のエネルギー変換の基本をなす熱力学について理解することができる。 

 

（３）応用化学専攻 

① 有機化学・高分子化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・有機反応機構を説明できるとともに、有機金属錯体の構造や反応を理論的に説明できる。 

・高分子化学の基本知識をより理解を深めるとともに、機能性高分子材料についても説明できる。 

 

② 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・無機物質の各種合成法の特徴を説明できる。 

・無機材料合成の基礎となる相平衡や錯体の合成法を説明できるとともに、無機物質の潜在危険性

を理解し安全に取り扱える。 

 

③ 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・原子・分子の電子状態に起因する現象、分光学等が定性的に理解できる。 

・化学反応の基礎理論を説明できるとともに、量子化学計算を用いて遷移状態の構造を予測できる。 

・電気化学反応の基礎理論を説明できるとともに、その応用例の概要を説明できる。 

 

④ 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・化学工学単位操作の基礎理論の理解を確実なものにするとともに、それを応用した各種装置の概
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要を説明でき、装置設計に活かせる。 

・熱力学のうち化学技術者に必要な分野に関する熱力学計算ができる。 

 

⑤ 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・生化学の基礎を理解しながら分子生物学と遺伝子工学の基礎と応用について理解できる。 

 

（４）都市工学専攻 

① 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・数理工学、数理統計に関する理論を理解し、設計に活用できる。 

・シミュレーションに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

② 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・構造力学、水理学、土質力学に関する理論を理解し、力学の応用的解析に活用できる。 

・数値流体力学に関する諸定理を理解し、応用的解析ができる。 

 

③ 施工や防災に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・コンクリートなどの建設材料に関する理論を理解し、施工技術を身につける。 

・基礎、耐震に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

・都市防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

 

④ 計画や環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・都市計画や交通計画、建築学に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

・環境保全に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

 

 

１－６ 教育課程 

 教育課程は単位制を基本とし、各科目の講義は原則として学期毎に完結するため、２年間の教育期

間は、１５週を単位とする４学期に分割されています。 

 

 

１－７ 学年・学期 

（１） 学 年    ４月１日 ～ 翌年３月３１日 

（２） 学 期  （前期）  ４月１日 ～ ９月３０日 

          （後期） １０月１日 ～ ３月３１日 

 

 

１－８ 休業日 

 （１） 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 （２） 日曜日及び土曜日 

 （３） 学年始休業     ４月 １日 ～ ４月 ７日 

 （４） 夏季休業      ８月１２日 ～ ９月２３日 

 （５） 冬季休業     １２月２５日 ～ １月 ７日 

 （６） 学年末休業     ３月２０日 ～ ３月３１日 

  

※年度により、変更されることがあります。 

 

 

１－９ 記念日 

 （１） 創立記念日     ６月 ３日 
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２．履修に関すること【注意！：詳細は必ず学則、履修規則を確認してください。】 

 

 専攻科では、一般の大学と同じように単位制を基本としています。専攻科を修了するためには６２

単位以上を修得する必要があります。そのため、本校では、約８０単位の科目（特別研究、実験を含

む）を開設しています。このうち、必修科目は専攻にかかわらず必ず履修しなければなりません。し

たがって、学生諸君は、修了するまでにどの科目を修得すべきかを選択しなければなりません。ま

た、選択した科目を受講するためには、受講申請を行う必要があります。 

以下にその概要と手続きについて述べます。 

 

２－１ 科目の単位と時間数 

 

 専攻科のカリキュラムは「一般教養科目」と、専門共通科目及び専門展開科目の「専門科目」から

成っています。各授業科目の履修は単位制により実施しており、講義、講義・演習、演習、実験、実

習により行われます。４５分を１単位時間、９０分を２単位時間、１３５分を３単位時間として、次

の基準により単位数を計算します。 

 

講 義 科 目  半期毎週２単位時間の授業で２単位 

講義・演習科目  （上記の講義以外に６０単位時間の自己学習が必要） 

          

 

演 習 科 目   半期毎週２単位時間の授業で１単位 

         （上記の講義以外に３０単位時間の自己学習が必要） 

 

実験・実習科目  半期毎週３単位時間の授業で１単位 

 

特 別 実 習   実習先が国内の場合については就労日数１０日以上かつ総就労時間 

７０時間以上をもって２単位。海外の場合については別途定める。 

 

 このように単位時間が科目によって異なるので注意してください。コミュニケーション英語、専攻

科ゼミナールⅠ、Ⅱ、及びメカニカルエンジニアリング演習は「演習科目」、専攻科特別実習、及び

エンジニアリングデザイン演習は「実験・実習科目」、専攻科特別研究Ⅰ、Ⅱは「研究」、他の科目

は「講義科目」あるいは「講義・演習科目」に区分します。専攻科特別実習(インターンシップ)は、

夏季休業中等に企業等に派遣し実施します。 

 

 

２－２ 受講手続 

 

 授業を履修するにはweb申請（学生ポータル上で実施）を指定する日時までに完了しなければなりま

せん。選択科目の中からどの科目を履修するかは、特別研究担当教員および専攻主任の指導に従い、

各自で責任をもって履修計画をたて決定してください。第１学年在籍者については、専門展開科目の

うち、第２学年配当必修科目の履修を認めません。また同一時間に開講している二つ以上の科目につ

いては、同時に履修することを認めません。なお、各授業科目はその内容に応じて、受講を制限する

場合や、教室の都合等により、受講人員を制限する場合があります。 

 

 

２－３ 試験と単位の認定 

 

試験は、原則として授業の終了する学期末に行われます。試験の実施期日・時間等は、そのつど校

内メ－ル及び担当教員から連絡します。成績が「可」以上に評価された授業科目の単位について、修

得を認定します。合格とならなかった科目のうち、修得する必要がある科目（必修科目）は、原則と
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して再受講しなければなりません。 授業科目の単位認定（試験等）については、授業科目担当教員

が行います。 

試験の遅刻について、学生の試験開始後30分以内の退室及び30分以降の入室は認めません。その他、

判断が難しい事案が生じた際は、事後に判断する旨を伝えたうえで試験を受けさせることがあります。 

 

 

２－４ GPAについて 

指定校推薦や校長推薦などには、「成績優秀であること」などの条件がつきます。 

「成績優秀であること」の基準については、本校専攻科では、「優（標語）」の割合やGPA

（Grade Point Average；成績平均値）などを用います。 

※GPAの算出方法について 

各科目のGP = (学業成績– 55) / 10 (ただし，学業成績 < 60点のときGP = 0) 

GPAの算出方法：(GP × 科目の単位数)の総和 / GPA対象単位総数 

ただし，GPA対象科目は別に定める。なお，GPAは学生に通知しないものとします。 

 

 

２－５ 専攻科修了要件【注意！：学位（学士号）取得の要件とは異なります】 

 

専攻科の修了認定は、次に定める各号のすべての項目に該当する者に対して、修了認定会議の審議

を経て、校長がこれを決定します。 

 

(1) 必修科目をすべて修得していること。 

(2) 総修得単位数が ６２単位 以上であること。 

(3) 一般教養科目の修得単位数が ８単位 以上であること。 

(4) 専門共通選択必修科目の修得単位数が ４単位 以上であること。 

(5) 専門科目の修得単位数が ４６単位 以上であること。 

 

なお他大学で修得した単位については、申請により３０単位（ただし、専攻に係る科目以外の科目

は８単位）を限度に本校専攻科での修得単位として認定されます。すなわち、この加算後の修得単位

数が６２単位以上あれば専攻科を修了することができます。 

また他専攻の専門展開科目を履修し、単位を取得することができます。ただし、当該専攻の修了要

件の単位に含めることができるのは６単位までです。 

 

 

２－６ 修業年限 

 

 専攻科の修業年限は２年で、４年を超えて在学することはできません。 

 

 

２－７ 休学 

 

専攻科の学生が休学できる期間は、１年以内です。ただし、校長が認める特別の理由があるとき

は、１年を限度として休学できる期間の延長を認めることができます。また、休学できる期間は、修

業年限及び在学期間に算入しません。 
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２－８ 学位（学士号）の取得 

 

 学位を取得するためには、本科（４、５年）と専攻科において、学士課程４年間に相当する学修を

体系的に履修し、かつ、大学改革支援・学位授与機構の定める修得単位に関する基準を満たしている

かを審査されます。 

→ 修得単位について審査されます。 

 

 学修総まとめ科目（特別研究Ⅱ）において、学士課程４年間に相当する学修の総括が行われ、学士

の学位の授与に値する学修の成果が得られているかを審査されます。 

→ 学修総まとめ科目の「履修計画書」および「成果の要旨」を提出します。 

 

 学位授与申請は、修了見込み年度の６月に必要書類一式と学位審査手数料を添えて大学改革支援・

学位授与機構に申請することになります。学修総まとめ科目の単位取得後、必要書類一式を再度大学

改革支援・学位授与機構に申請することになります。 

 なお、単位修得見込みで申請した科目については、修得後、速やかに単位修得証明書を提出しなけ

ればなりません。 

 取得できる学位は、「学士（工学）」です。 

 

 

＊１ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 

 

 ［抜 粋］ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構は、独立行政法人通則法及び独立行政法人

大学改革支援・学位授与機構法に基づき設立されています。機構は、大学等（大学、短期大学、高等

専門学校並びに大学共同利用機関をいう。以下同じ。）の教育研究活動の状況についての評価等を行

うことにより、その教育研究水準の向上を図るとともに、国立大学法人等（国立大学法人、大学共同

利用機関法人並びに独立行政法人国立高等専門学校機構をいう。以下同じ。）の施設の整備等に必要

な資金の貸付け及び交付を行うことにより、その教育研究環境の整備充実を図り、あわせて大学以外

で行われる高等教育段階での様々な学習の成果を評価して学位の授与を行うことにより、多様な学習

の成果が適切に評価される社会の実現を図り、もって我が国の高等教育の発展に資することを目的と

して、次の業務を行います。（引用元 https://www.niad.ac.jp/about/business.html） 

 

 

＊２ 学校教育法（昭和22年３月31日法律第26号）第104条 第７項第１号 

 

 ［抜 粋］ 短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）若しくは高等専門学校を卒業した者（専

門職大学の前期課程にあつては、修了した者）又はこれに準ずる者で、大学における一定の単位の修

得又はこれに相当するものとして文部科学大臣の定める学習を行い、大学を卒業した者と同等以上の

学力を有すると認める者 学士 

 

 

＊３ 学位規則（昭和28年４月１日文部省令第９号）第６条第１項                                                          

 

［抜 粋］ 法第百四条第四項の規定による同項第一号に掲げる者に対する学士の学位の授与は、

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の定めるところにより、短期大学若しくは高等専門学校を

卒業した者又は次の各号の一に該当する者で、大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）第

三十一条第一項の規定による単位等大学における一定の単位の修得又は短期大学若しくは高等専門学

校に置かれる専攻科のうち独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が定める要件を満たすものにお

ける一定の学修その他文部科学大臣が別に定める学修を行い、かつ、独立行政法人大学改革支援・学

位授与機構が行う審査に合格した者に対し行うものとする。 
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３．大学での科目の受講及び単位取得に関すること 

 

 専攻科を修了するためには、本校専攻科が開設した科目の中から６２単位以上を修得する必要があ

ります。その６２単位のうち、他の大学との交流を図り広く教養を身につける観点から、学園都市単

位互換講座で修得した単位についても、３０単位を限度に本校専攻科での修得単位として認定されま

す。ただし、専攻に係る科目以外の科目については、８単位を越えない範囲で認定されます。 

 

３－１ ユニティ単位互換講座の履修について 

 

 学園都市および周辺にある６つの大学等「流通科学大学、神戸市外国語大学、兵庫県立大学、神戸

芸術工科大学、神戸市看護大学、神戸市立工業高等専門学校」がお互いに提供した授業科目を学習し

たことについて、それぞれ所属する学校（神戸高専）における履修とみなし、単位の修得を認定する

制度です。 

ユニティ単位互換講座は、各大学等に行って履修します。なお、履修の可否については開設大学等

に権限がありますので、履修申請しても履修が許可されるとは限りません。 

 

Ⅰ．申込者の資格 

(1) 神戸研究学園都市大学連絡協議会に加入している大学及び高等専門学校専攻科に所属する学生

で所属大学等が許可すれば、誰でも受講資格があります。ただし、科目の性格から既履修科目

や学年等の条件がある場合があります。 

(2) 所属大学により、単位認定可能な講義の種類や単位数等が異なります。詳細は学生課に問い合

わせください。 
 
Ⅱ．出願方法等 

(1) 学生課の窓口で、毎年４月上旬の所定の期間に受け付けます。学生課の指示に従って手続きを

行ってください。 

(2) 提出書類は、「ユニティ単位互換講座科目履修出願票」のみです。１科目につき１枚記入して

ください。（２科目以上履修する方は、出願票をコピーしてください） 

(3) 受講料は無料です。 
 
Ⅲ．履修許可及び履修手続き 

(1) 科目開設大学等は、ユニティ単位互換講座科目履修出願票に基づき選考を行います。 

(2) 選考結果は、４月中旬に学生課を通じて連絡します。 

（※定員等の都合により許可されない場合があります。） 

(3) 前期については、履修者の確定が授業開始後になりますので、注意してください。 

(4) 科目によっては科目開設大学で別の手続きが必要な場合があります。この場合は、指示に従っ

て手続きを行ってください。 
 
Ⅳ．身分・成績等の取扱い 

(1) 講義を受ける時の注意や試験の実施方法等は、科目開設大学の指示に従ってください。 

(2) 単位の認定や成績は、学生課を通じて連絡します。 
 
Ⅴ．開講科目について 

 開講期間は、所属大学(神戸高専 専攻科)と異なりますので注意してください。 

 単位互換講座は、開講している大学のキャンパスで履修します。 

 講義の期間や時間、休講基準については、科目開設大学の規定によります。 

 提供科目・開講期間・時間割等は「大学コンソーシアムひょうご神戸」の単位互換検索システ

ム(https://consortium-hyogo-system.jp/tanigokan/search.php)及び ３月のガイダンス時に

配付した「単位互換講座時間割表」を参照してください。 

 本校開講科目は、専攻科での単位であり、大学での単位とは認定されませんので注意してくだ

さい。 

※単位互換講座 休講等の連絡は、専攻科棟掲示板・Ｅ-メール等で、また、科目開設大学の掲示板で

確認してください。

https://consortium-hyogo-system.jp/tanigokan/search.php
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４．学位授与申請に関すること 
 

４－１ 学位授与制度とは 

 

短期大学及び高等専門学校の卒業者など、高等教育機関において一定の学習を修め、その「まとま

りのある学修」の成果をもとに、さらに大学の科目等履修生制度などを利用して所定の単位を修得し、

かつ大学改革支援・学位授与機構が行う審査の結果、大学卒業者と同等以上の学力を有すると認めら

れた者に対して、学士の学位が授与されます。 

本校の専攻科は、大学教育に相当する水準の教育を行っていることを大学改革支援・学位授与機構

が認定した専攻科（認定専攻科）であり、当専攻科において修得した単位は基礎資格を有する者に該

当した後に修得した単位として使用することができます。ただし、ユニティ単位互換講座で履修・修

得した科目や他の専攻の専門展開科目は学位申請の単位として認定されていません。学位申請の単位

として認定されるのは、所属する専攻の科目表に記載された科目のみとなりますので、各自責任をも

って確認して下さい。 

なお、学位授与申請は、個人で必要書類を作成しますが、申請は学校から一括して行いますので、

期限を守ってください。学位授与に関する詳細な情報は、大学改革支援・学位授与機構のwebページ

(http://www.niad.ac.jp/)を参考にしてください。また、しおりの２－８ 学位（学士号）の取得を

参照して下さい。 

 

 

４－２ 学位授与までの主なスケジュール 

 

■専攻科２年 

３月下旬   第1回学位授与申請ガイダンス(１年時年度末) 

４月初旬   専攻科特別研究Ⅱ 履修 

   第2回学位授与申請ガイダンス 

６月中旬 学位授与電子申請（各自でWeb入力） 

       学修総まとめ科目履修計画書作成（A4 2ページ 2400～3000文字程度） 

７月初旬 学位授与申請書送付（学校一括で郵送） 

２月初旬 学修総まとめ科目成果の要旨作成（A4 3ページ 3600～4500文字程度） 

２月中旬 専攻科特別研究Ⅱ 単位取得 

成績証明書等送付（学校一括で郵送） 

３月中旬 学位記授与（修了式） 

 

【注意！】「履修計画書」と「成果の要旨」および本校で発行している「専攻科特別研

究論文集」の研究題目名（テーマ名）は一致させてください。 
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５．学生生活に関すること 

 

５－１ 専攻科生の学生生活に関する注意点 

(1) 専攻科に関する諸規定は本科に準ずることを原則とします。(※校則違反者は特別指導の対象） 

 

(2) 自動車、自動二輪車、原動機付自転車による通学は原則禁止です。 

 

(3) 校内での喫煙は禁止です。学校周辺での喫煙も控えてください。 

 

(4) クラブ、同好会及び研究会に加入することができます。ただし、加入届を顧問へ提出すること。 

 

(5) 新たに必要となる規程や運用上の問題については、専攻科運営委員会で検討・策定します。 

 

 

５－２ 専攻科生の研究活動に関する注意点 

(1) 校内における時間外（平日17：35以降および休日（休業期間中の平日を含む））の研究活動を希望

する場合は、「施設・設備 時間外利用 許可願」を提出してください。指導教員不在での居残り

はできません。なお、活動可能な時間帯は以下の通りです。 

授業期間中の平日：9：00～18：45（活動可能時間帯）、19：00（完全下校） 

休日・休業期間中：9：00～16：45（活動可能時間帯）、17：00（完全下校） 

 

(2) 指導教員の付き添いなしで校外での研究活動を希望する学生は、「学外実習届（研究用）」を提

出し、所定の手続きをとってください。 

 

(3) 専攻科において研究活動を実施するためには、専攻科生向けの研究コンプライアンス研修（e-ラ

ーニング形式）を受講する必要があります。（４月上旬ごろに実施予定） 

 

 

６．情報資産の取り扱いについて（総合情報センター） 
 

 学会発表や研究会参加など、研究活動においてパソコンやメモリーを持ち出す場合は、以下のこと

を厳守するようにしてください。 

 

(1) 情報資産を持ち出す場合は、事前に指導教員の許可を得る。 

 

(2) 情報資産が含まれているパソコンやメモリー、書類等は、盗難や紛失を絶対にしないよう細心の

注意を払う。 

 

(3) 持ち出すパソコンやメモリー、書類等に含まれる情報は、必要最小限の情報に限定する。（研究

活動において、不必要な情報は削除しておく。） 

 

(4) パソコンやメモリーには、必ずパスワードをかけて他者が自由に閲覧できないようにする。 

 

(5) パソコンやメモリーを持ち出す際、及び、持ち出しを終えた後には、必ずウィルスチェックを行

う。 

 

(6) 本校で管理していないメモリー等を研究活動において使用する際は、ウィルスチェックを行った

あとに使用する。 

 

(7) パソコン等を紛失した場合、盗難された場合は、速やかに指導教員に連絡する。 
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７．神戸市立工業高等専門学校専攻科特別実習要項 
（専攻科の授業科目の履修等に関する規定第2条関係） 

 
１.目的 
特別実習は、企業、官公庁又は大学において技術体験を通じて実践的技術感覚を体得させるととも
に、技術体験で得た学修成果を専攻科の修学に生かすことを目的とする。 

 
２.計画・実施 
特別実習は、専攻主任を中心に計画し、校長の許可を得て実施するものとする。なお受け入れ先決

定後、速やかに特別実習届(様式１)を事務室学生課に提出しなければならない。 
 
３.実施の期間 
特別実習は４月から２月末までとする。実習時間は実習先が70時間を必要とする。この実習時間は
企業研究，書類作成，および実習報告会（準備を含む）など学内の活動を10時間まで認める。実習
先が１か所の場合，原則連続10日以上（60時間以上）の実習期間を必要とする。実習先が２か所の
場合，同一の実習先での実習期間は原則連続５日以上（１か所あたり30時間以上）とする。実習期
間中に学会発表などが重複し，実習を中断する場合，その旨を特別実習報告書に記載すること。な
お年度を超えての実習は認めない。実習先が海外の場合は、別途定める。 

 
４.経費 
特別実習に要する費用は、原則、特別実習を行う学生(以下「特別実習生」という)の負担とする。 

 
５.実施責任者 
特別実習を円滑に実施するため、専攻主任を実施責任者とする。 

 
６.実施責任者の業務 
実施責任者は指導教員の協力のもとに、次の業務にあたる。 
(1) 特別実習生の受入先事業所等の選定 
(2) 特別実習生の受入先事業所等の実習指導者の指定 
(3) 特別実習生の受入先事業所等への配属 
(4) 特別実習内容、テーマ等に関する指導・助言 
(5) 特別実習における安全管理（傷害保険への加入指導を含む。）、就業心得等の事前指導 
(6) 特別実習中に発生した事故又は異常事態の処置及び報告 
(7) 特別実習生の受入先事業所等との連絡調整 
(8) その他必要な事項 

 
７.実地指導 
専攻主任又は指導教員は、必要に応じ特別実習生に対し、受入先事業所等において実地指導を行う
ものとする。 

 
８.報告 
特別実習生は、特別実習修了後直ちに、次に掲げる書類を指導教員、専攻主任及び専攻科長を経て
校長に提出しなければならない。 
(1) 特別実習証明書（様式２） 
(2) 特別実習報告書（様式３）又は事業所等の書式により事業所等に提出した報告書の写 
(3) 特別実習日誌（様式４） 
様式２～４は(http://www2/senkouka/jisshu.html)でダウンロードできます。 
特別実習生は、専攻科が行う特別実習報告会において特別実習内容を発表しなければならない 

 
９.成績評価及び単位の認定 
特別実習の成績の評価は、次によるものとする。ただし、第３条に定める特別実習期間を満了しな
い場合は、この限りでない。 
(1) 成績は実習報告会20%，実習証明書50%，実習報告書30%として評価する。100点満点で60点以上

を単位認定する。学外実習届，実習証明書，実習報告書，および実習日誌の提出がない場合, 
ならびに実習報告会未実施の場合は単位認定しない。 

(2) 評価は、合格又は不合格とし、合格の場合は、特別実習の単位を認定する。 
 
１０.履修辞退について 
受け入れ先が決定しなかった等の不測の事態が生じた際に限り、特別実習の履修辞退を認める。そ
の際には速やかに履修辞退届を提出しなければならない。 

 
１１.改訂 

この要項に定めるもののほか、特別実習に関し必要な要項は、専攻科長と専攻主任との協議を経

て、校長が定めるものとする。 



 

 

 

 

 

専攻別シラバス 



学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 現代思想文化論 山本 舜 講師 2 前期 AE-1
1年 選択 時事英語 上垣 宗明 教授 2 後期 AE-3
1年 選択 英語講読 平野 洋平 教授 2 前期 AE-5
1年 必修 コミュニケーション英語 PILEGGI MARK 教授 1 後期 AE-7
2年 選択 地域学 八百 俊介 教授 2 前期 AE-9
2年 選択 応用倫理学 山本 舜 講師 2 後期 AE-11
2年 選択 手話言語学 今里 典子 教授 2 前期 AE-13

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 シミュレーション工学 藤本 健司 教授, 朝倉 義裕 教授 2 後期 AE-15
1年 選択 数理工学Ⅰ 菅野 聡子 教授 2 後期 AE-17
1年 選択 数理統計 遠藤 優介 非常勤講師 2 前期 AE-19
1年 選択 量子物理 九鬼 導隆 教授 2 前期 AE-21
1年 選択 技術英語 清水 俊彦 准教授 2 後期 AE-23
2年 必修 工学倫理 伊藤 均 非常勤講師 2 前期 AE-25
2年 選択 数理工学Ⅱ 加藤 真嗣 教授 2 前期 AE-27
2年 選択 数値流体力学 辻本 剛三 非常勤講師 2 後期 AE-29

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 専攻科ゼミナールⅠ 西 敬生 教授, 藤本 健司 教授, 
赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 教授, 
中村 佳敬 教授, 河合 孝太郎 
准教授, 木場 隼介 准教授 
【実務経験者担当科目】

2 前期 AE-31

1年 必修 専攻科特別研究Ⅰ 津吉 彰 特任教授, 佐藤 徹哉 
教授, 道平 雅一 教授, 赤松 浩 
教授, 橋本 好幸 教授, 西 敬生 
教授, 小矢 美晴 教授, 藤本 健司 
教授, 加藤 真嗣 教授, 中村 佳敬 
教授, 尾山 匡浩 教授, 酒井 昌彦 
准教授, 河合 孝太郎 准教授, 木場 
隼介 准教授, 髙田 崚介 准教授, 
田原 熙昻 講師

7 通年 AE-33

1年 選択 電磁解析 [前期] 酒井 昌彦 准教授 
【実務経験者担当科目】

2 前期 AE-35

1年 選択 高電圧工学 赤松 浩 教授 2 前期 AE-37
1年 選択 光波電子工学 河合 孝太郎 准教授 2 前期 AE-39
1年 選択 光物性工学 西 敬生 教授 2 前期 AE-41
1年 選択 先端半導体デバイス 木場 隼介 准教授 2 後期 AE-43
1年 選択 光応用計測 河合 孝太郎 准教授 2 後期 AE-45
1年 選択 システム制御工学 [後期] 田原 熙昻 講師 2 後期 AE-47
1年 選択 応用電気回路学 秋山 肇 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】
2 後期 AE-49

1年 選択 ディジタル信号処理 小矢 美晴 教授 2 前期 AE-51
1年 選択 アルゴリズムとデータ構造 尾山 匡浩 教授 2 後期 AE-53
1年 選択 コンピュータグラフィクス 髙田 崚介 准教授 2 後期 AE-55
1年 選択 応用パワーエレクトロニクス 糀 芳信 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】
2 後期 AE-57

1年 選択 専攻科特別実習 髙田 崚介 准教授 
【実務経験者担当科目】

2 通年 AE-59

2年 必修 エンジニアリングデザイン演習 西田 真之 特任教授, 熊野 智之 
教授, 津吉 彰 特任教授, 尾山 
匡浩 教授, 増田 興司 准教授, 
高科 豊 特任准教授 
【実務経験者担当科目】

1 後期 AE-61

■一般教養科目

■専門共通科目

■専門展開科目



2年 必修 専攻科ゼミナールⅡ 橋本 好幸 教授, 髙田 崚介 
准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 
昌彦 准教授, 田原 熙昻 講師 
【実務経験者担当科目】

2 前期 AE-63

2年 必修 専攻科特別研究Ⅱ 津吉 彰 特任教授, 佐藤 徹哉 
教授, 道平 雅一 教授, 赤松 浩 
教授, 加藤 真嗣 教授, 中村 佳敬 
教授, 酒井 昌彦 准教授, 河合 
孝太郎 准教授, 西 敬生 教授, 
小矢 美晴 教授, 藤本 健司 教授, 
尾山 匡浩 教授, 木場 隼介 
准教授, 髙田 崚介 准教授, 田原 

8 通年 AE-65

2年 選択 プラズマ工学 橋本 好幸 教授 2 前期 AE-67
2年 選択 エネルギー工学 津吉 彰 特任教授 2 前期 AE-69



科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%) (a)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 基本�ノー�講��予�しているが�スライ"講�となる可能'もある．

参考書 授業-.紹0する．また�適5プリン�9参考資=�配?する．

関連科目 応用倫理学

神戸市立工業高等専門学校 2026年Qシラバス

現代思想文化論 (A Study of Modern Thinking and Culture)

全専攻・1年・前期・必修・2単位【講�】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講�で��現代がzえるさまざまな問�9現代�ÄきるÇで重Ñな事Ü��歴史・環äã観çかè考êしたり�íì思想・
文化ã内ï�検óしたりする-で�哲学ô.考öしていì．そã際�必Ñ.応じて特�ã哲学ü9思想†�参°する．

【D2】現代がzえる諸問�9現代�ÄきるÇで重Ñな論çã所§�理解
し�そã歴史ô・思想ô由ßかè問��考え�矛©なì意´�展≠すること
ができる．

問�ã歴史ô・思想ô由ß�把∞し�自≤ã´解�矛©なì展≠しているか�
授業内課�およ∂発表�レポー�で総合ô.評æする．

【D2】哲学ôな思考ø.¿れて自¬.√する考え�ƒめ�批判ô.思考
することができる．

批判ô思考.基づいて問��≤…できるか�授業内課�およ∂発表�レポー�
で総合ô.評æする．

成À��レポー�30%　授業内課�30%　発表40%　として評æする．現代思想文化論�現Œã様–な問�.√応する
ためã≤—であるため�ペーパーテス�で�なì�個–ã´解�総合ô.判�できる÷発表」.評æã比重�Ÿìこととする．
また�100ç満çで60ç以Ç�合‹とする．

履修:�
注意事項

適5�個›でãワーfl9グループでã意´交„�Œ‰するほか�授業ã後Áで�思想・文化ã諸問�.Ëするグループ
単位でã発表�課す．詳Í�授業ã-で説Ïする．また�受講üã内ï理解9進Ô.応じて�スケジュール9内ï�多少
変ˆする可能'がある．
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授4計画（現代思想文化論）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ガイダンス

2 ÷教育・教養」�考える ¸き˝きガイダンス�˛いつつ�÷教育」9÷教養」ã意�9意��考える．

3 ÷認識・真理」�考える ポス�・�ゥルースとしてã現代.おいて÷真理」と��か�それ�存§するãか�考える．

4 ÷社会・政治」�考える ÷社会・政治」とい�テー
.�って正�9幸�といった概��考える．

5 ÷善悪・æ値」�考える ÷善悪」とい�テー
.�って˛�ã選�と善悪ã問��考える．

6 ÷自¬」とい�テー
.�って再帰'9論理ô矛©�問�.する．

7 前�ã˝きとして�精神≤…9自¬認識ã構 .Ëする説Ï�おこな�．

8 ÷科学・客観'」�考える ÷科学」とい�テー
.�ってそã客観'9理論形成�≤$など�問い&す．

9 ÷言葉」とい�テー
.�ってそã限*9+づけã問��概観する．

10 前�ã˝きとして�外国語教育9詩ô言語表象�言語哲学など�幅íì3り4�．

11 思想・文化�主�とするグループã発表�Œ‰し�全6で検óする．7状9.応じて発表準;.<てる可能'がある）

12 前�.¸き˝き�発表・検ó会�おこな�．

13 前�.¸き˝き�発表・検ó会�おこな�．

14 前�.¸き˝き�発表・検ó会�おこな�．

15 全6ã総括 発表・検ó会ã˛?が終Aした段Cで�全6ã総括�おこな�．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

現代ã思想文化�論じる.あたって÷考える」とい�ことã意�9意��考える．授業ã内ï9進め方�成À評æ�授業後Áでお
こな�発表等.Ëしても説Ïする．

÷自¬・矛©」�考える71）

÷自¬・矛©」�考える72）

÷言葉・意�」�考える71）

÷言葉・意�」�考える (2)

発表・検ó会71）

発表・検ó会72）

発表・検ó会73）

発表・検ó会74）

N
考

-間試Gおよ∂�期試G�Œ‰しない．
本科Hã修I.��30 時間ã授業ã受講と 60 時間ã事前・事後自¬学Kが必Ñである．授業内ï�事後ô.復KしてËMある個別問��調Pし�発表前ã事前学Kとして
発表準;.時間�Qìこと．
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科　目

担当教員 上垣 宗明 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 本科�は，こ�以��英語科!開#す%&て�科�(関*す%．

英和，和英辞./持1す%こと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Bシラバス

時事英語 (English in Current Topics)

&専攻・1年・後期・選択・2単位【#義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

英字新f/中h(，雑誌，www等/利mして，一般qr題tかv科学技術等�専門qr話題(z�，時事問題(|す%
関h/高め%．海�だけでrÇ国Ñ�ニュース(ついてä題tとしてãう．最é�科学(ついて�記事/êみ，自ì�研究
と社óと�つr!り(ついてôえ%学õ/úう．視聴覚機°/mい海��ニュース番£rど�f•¶り訓®äúう．

【B3】時事英語/ê©す%�(必´r幅≠い知Ø∞技±/≤(つけ%. 時事英語ê©(必´r知Ø∞技±!向上してい%か/定期試∑で評πす%.

【B3】必´とす%情ª/迅Ω(qæ(入¿で•%êみ¡/≤(つけ%． 英語�新f記事かv，必´r情ª/正æ(入¿す%êみ¡/マスターしてい
%か/定期試∑で評πす%．

【B3】オーセンティッ r英語(z�，必´r情ª/正æ(f•¶%こと!
で•%．

英語�f•¶り±À!向上してい%か/，海��ニュース番£rど/mい，定
期テスト，演õで評πす%．

【B3】記事(|して�自ì�意Œ!正æ(表–で•，他“と話し”い!で
•%．

自ì�意Œ/正æ(表–で•，そ�Ñ’(ついて他“と話し”い!で•%か
/，演õで評πす%．

成◊は，試∑80%　演õ20%　として評πす%．到達�標1～3/期末試∑80%，到達�標3・4/演õ20%で評πす
%．100点満点で60点以上/”·とす%．

「理工系大学Ê�ため�英語ハンドブッ 」：東京工業大学�国語教Ôセンター編（三省堂）　
「バーナード先Ê�ネイティブ発想・英熟語」： リストファ・バーナード（河出書房新社）

履修:�
注意事項
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授4計画（時事英語）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction シラバス等(ついて�説明/úう．

2 National 1

3 National 2 国Ñ�時事問題(関す%英	�記事/êみ，概´/把�す%ため�êみ¡であ%スキミン�(ついて�理©/�め%．

4

5 Technology 2 科学技術(関す%英	�記事/êみ，自ì�意Œ/記�す%．

6

7 World 2

8 Environment 1 環�(関す%英	�記事/êみ，段��つr!り(ついて理©す%．

9 Environment 2 環�(関す%英	�記事/êみ，自ì�意Œ/英語でまとめ%．

10 Language 1 「英語」(ついて�知Ø/�め，日本語と英語��い(ついて日本語で討 す%．

11 Language 2

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

国Ñ�時事問題(関す%英	�記事/êみ，必´r情ª/入¿す%êみ¡であ%スキャニン�(ついて�理©/�め%.

Technology 1， Listening Exercise 1 科学技術(関す%英	�記事/êみ，1段�中� 理展開(ついて学ぶ.また，f•¶り®õとして，海��ニュース番£み/¶
り上げ，Listening演õ/す%.

World 1， Listening Exercise 2 最é�世界qr問題(ついて�記事/êみ，そ�記事�理©/�め%．また，f•¶り®õとして，世界qr問題(関す%話題/
¶り上げ，Listening演õ/す%．

最é�世界qr問題(ついて�記事/êみ，自ì�意Œ/まとめ%.

第10回�で討 したÑ’/*(英	原,/作成す%．

洋画DVD視聴 オーセンティッ r英語(z�%ため(，洋画DVD/視聴す%．

洋画DVD視聴 第12回��2•．

Education 1，Listening Exercise 3 教Ô問題(ついて�記事/êみ，理©/�め%．また，f•¶り®õとして，教Ô(関す%話題/¶り上げ，Listening演õ/す%．

Education　2 第14回��記事(ついて，自ì�意Œ/まとめ，英語で記�す%．

J
考

後期定期試∑/実4す%．
本科��修6(は，30 時7�授業�受#と 60 時7�事前・事後自己学õ!必´であ%．事前学õとして，次<(学õす%プリント/配>す%�で，事前(英	/理©しておÇ．
事後学õとして，授業中(ãった題t(関して自ì�意Œ/まとめ%．

- AE–4 -



科　目

担当教員 平野 洋平 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 �に��げないが�日�か�英語� 日本語"多$なもの'()機+'"きるだ/多01つように5が/てほしい．

関連科目 本科;�こ=以?の英語科が開AするCての科;に関Eする．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Uシラバス

英語A( (English Reading)

C専攻・1年・前期・選択・2単位【A義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

$pな分野に関する英r'題tに�英rの論理wな(xy'学zしなが��英rのミクロ~語彙・語法・r法・構rÇÉマク
ロ~パラグラáの構造�情äのã=�論理展開Çにçする理é'èめる．また�各英rの内ïに関Eする動óの視ôö英r
エッセûの作†などに¢£§x�•につ/た(é¶'さ�なる英語活動に利™"きる¶'´う．

【B3】語彙・語法・r法・構r'把≠し�英r'Æし0(é"きる． 語彙・語法・r法・構r'把≠し�英r'Æし0(é"きるか'定期試±"評
≥する．

【B3】パラグラáの構造'把≠し�英r'Æし0(é"きる． パラグラáの構造'把≠し�英r'Æし0(é"きるか'定期試±"評≥する
．

【B3】情äのã=�論理展開'把≠し�英r'Æし0(é"きる． 情äのã=�論理展開'把≠し�英r'Æし0(é"きるか'定期試±"評≥
する．

【B3】学zした(é¶'さ�なる英語活動に利™するこÉが"きる． 学zした(é¶'さ�なる英語活動に利™するこÉが"きるか'定期試±お
よ 演z"評≥する．

†∂��試±75%　演z25%　Éして評≥する．到達;標1～4'試±�到達;標4'演z"評≥する．100点満点"60点
以¿が合格．

Reading Choice - Skills for Academic Success <New Edition> Lorraine C. Smith and Nancy Nici Mare
適◊ハンドアウ›'別途配·する．

履修:�
注意事項

履„'決定する前にリンクÊの教tサンプÈ'確Îしてお0こÉ~毎ÌこのレベÈの質・Òの英r'¢£Úう予定"あるÇ．
https://cengagejapan.com/elt/cgi-bin/details/?no=16646398411l6bc&f=1
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授4計画（英語講読）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 Introduction

2

3 Our Internal Clock: It's About Time

4 Is It OK to Be Late?

5 Technology Competes with Family Time

6 Sign Language for Everyone

7 Our Kids Are Growing Up Too Fast!

8 Loneliness: How Can We Overcome It?

9 Solving Crimes with Modern Technology

10 The Reliability of Eyewitnesses

11 Innocent until Proven Guilty

12 Saving Lives with New Organs

13 Objects from Space: Hits and Misses

14 Medicine Today: Improving Surgery with Robotics

15 Review このA義C
の�£�£'�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業;w・授業の実施y法・評≥の仕yについて説明．英語¶の確Î.

Structures: Sentence� Paragraph� and Essay rレベÈの英r構造の把≠の仕y�英rエッセûの基本wな構†�パラグラáの構†Éパラグラá�の関係�についての理é'
èめる．

「
内時計�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関
係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・ベン!'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「遅刻�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関係�
'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・áローチャー›'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「科学技0の進2É家4の時�Éの関係��に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá
内� パラグラá�の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・ベン!'™いた情ä整理・意見交&
'')練z問題に¢£§)．

「手話�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関係�
'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・アウ›ラûン'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「子8の†9する速U�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�
の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・;'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§
)．

「孤独>の克服�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情ä
の関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・áローチャー›'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢
£§)．

「科学技0'™いた犯罪é決�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグ
ラá�の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・C=Dグラá'™いた情ä整理・意見交&'')
練z問題に¢£§)．

「;撃Fの信頼��に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情
äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・アウ›ラûン'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢
£§)．

「推定無罪�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関
係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・áローチャー›'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§
)．

「再生医療�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情äの関
係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・Oグラá'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£§)．

「宇Qか�飛Sする物
�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�
の情äの関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・挿V'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢£
§)．

「医療™ロボッ›�に関する英r'(x�語彙の知�ör法・構rの理é'èめるÉÉもに�パラグラá内� パラグラá�の情ä
の関係�'把≠しなが�英r'Æし0理éする¶'´う．精(・C=Dグラá'™いた情ä整理・意見交&'')練z問題に¢
£§)．

K
考

前期定期試±'実施する．
本科;の„Xに��30 時�の授業の受AÉ 60 時�の事前・事後自己学zが必_"ある．自己学zの内ï：指定する英rの(éまた�指定するサû›ö動ó'閲覧・視ôした
¿"のレポー›作†．指定のテキス›'購hしていないFおよ &算欠課時lが授業lの1/3'mえたF�†∂'評≥しない．本科;'選択した学生の英語z熟U・状況等によ
って授業計ó'変tするこÉがある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 英
によ
基本��コミュニケーショ�ができ
かどうか!演#で評%す
．

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科*は，こ.以01英
科が開3す
すべて1科*に関7す
．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Hシラバス

コミュニケーショ�英
 (Communication EnglisY)

PILEGGI MARK 教授

全専攻・1年・後期・必修・1単位【演#】

JABEE基準

授4�
概6�方針

リスニ�pqスピーキ�p!tqしvコミュニケーショ�1能x!高め
授業．日常会話，さらにはディスカッショ�Ñプレゼ
�テーショ�1vめ1基礎x!養ãす
．

【B3】英
によ
基本��コミュニケーショ�ができ
．

【B3】さまざま�コミュニケーショ�場è1，英
話ê1発í!ìきî
こ
qができ
．

授業ï1質疑・応ô!öして，学õ1リスニ�p能x!演#úùï間試験・定
期試験で評%す
．

【B3】ペアワー•Ñpループワー•!öして基本��ディスカッショ�1仕
®!理™でき


ìきî´能x，¨きî´能x1ã≠!演#，úùï間試験・定期試験で評%
す


ãÆは，試験70%　演#30%　qして評%す
．到達*標 1 !演#で評%す
．到達*標 2，3!試験で評%す
．100点
満点で60点以µが合格．

「Coffee SYop Discussions: TYe Foundations of Good Discussion」： Alan Bossaer (南雲堂)

履修:�
注意事項

英和・和英辞¨（電子辞¨!Ãむ）!準–す
こq．Google Classroomに登“でき
環‘!準–す
こq．�お，テキス÷!
紙媒Ÿで購入（入手）してい�い場合，ãÆ!評%し�い．
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授4計画AコミュニケーショJ英語）

テーマ 内容A目標・準Qなど）

1

2 Unit2 Western-style Hotel vs Japanese Inn Part1

3 Unit3 Western-style Hotel vs Japanese Inn Part2

4 Unit4 e-Learning Part1

5 Unit5 e-Learning Part2

6 Unit6 Clubs and Circles Part1

7 Unit7 Clubs and Circles Part2

8 Midterm Discussion Exam

9 Unit8 Social Networking Part1

10 Unit9 Social Networking Part2

11 Unit10 Big City vs Small Town Part1

12 Unit11 Big City vs Small Town Part2

13 Unit14 Students Working Part-Time

14 Unit15 Students Working Part-Time

15 Final exam review + CatcY up day CatcYing up on any older materials not completed + review and practice for tYe final interviews.

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Orientation， Unit1 Welcome to Discussions class! Introduction to tYe class， self-intros and textbook introduction.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion. Listening Quiz. Review for tYe 
midterm.

Midterm discussion exam done privately in pairs wYere students will be evaluated on tYeir ability of 
discussions in EnglisY witY a random classmate.

Go over midterm exams. Explain difficult areas. TYen Introduce new key vocabulary， discussion topic， outline 
different points of view.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Introduce key vocabulary， discussion topic， outline different points of view. TYen， group work and 
discussions.

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion.

Q
考

後期ï間試験およù後期定期試験!実ıす
．
本科*1修ˆには，30 時間1授業1受3q 15 時間1事前・事後1自己学#が必˝であ
．本科*1修ˆには，30 時間1授業1受3q 15 時間1事前・事後1自己学#が
必˝であ
．TYere will be midterm and final oral discussion assessments done in class. Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. Any 
cYanges will be clearly discussed witY tYe students.
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

地域社会集�について�組織・運営・機#$社会的背'(関*+考-し�今0(課題・役4について検6する．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 授業@に提示

関連科目 なし

フィールドワーJ+KLレポート+課す

神戸市立工業高等専門学校 2026年]シラバス

地域学 (Regional Studiem)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

【C3】地域社会集�(組織・運営・機#$社会的背'(関*z理|でき
る

地域社会集�(組織・運営・機#$社会的背'(関*z理|できる�レポー
ト・定期試Çで評Ñする

【C3】地域社会(今0(課題・役4$対Üz提示できる 地域社会(今0(課題・役4$対Üz提示できる�レポート・定期試Çで評
Ñする

成àは�試Ç85%　レポート15%　$して評Ñする．100点満点$し�60点以è+合ë$する

履修:�
注意事項
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授4計画（地域学）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 地域社会集�(位íづけ 地域社会へ(帰属問題$性ö(変化�そ(背'+|ûする

2 地域社会(組織構造 地域社会集�(組織構造+|ûする

3 地域社会(機#分類 現§(地域社会集�z•たしている機#+分類する

4 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．外的要®

5 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．情´(欠如

6 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．人Ø(不足

7 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．加入促ª(方∑

8 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．役Ω(確µ

9 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．機#(拡大

10 地域社会集�(活¿+¡える場ƒ(確µについて検6する．現状分析

11 地域社会集�(活¿+¡える場ƒ(確µについて検6する．既存施 (利用

12 地域社会集�(活¿+¡える会Õについて考える．現状$問題点

13 地域社会集�(活¿+¡える会Õについて考える．収入拡大$問題点

14 今0(地域社会(課題$地域活性化(手∑

15 今0(地域社会(課題$地域活性化(手∑

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

機#(変化$要®1

機#(変化$要®2

機#(変化$要®3

組織再編-人(確µ1-

組織再編-人(確µ2-

組織再編-人(確µ3-

活¿$領域-場$空間1-

活¿$領域-場$空間2-

会Õ-財÷$◊い道1-

会Õ-財÷$◊い道2-

地域社会(課題1

地域社会(課題2

I
考

前期定期試Ç+実施する．
本科‹(修fiには�30 @間(授業(受講$ 60 @間(事前・事0自己学„z必要である．事前学„　予備知È$して(資Î+提示する(で内Ì+理|するこ$事0学„　単
Ôご$に考-課題+課す(で期Òまでに提Ûするこ$
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(50%), D1(50%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 応用倫理��諸問�について�理解!"授業内課�'評)する．

2 応用倫理��諸問�について�考察/"発12レポー6'評)する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業プリン6"使用する．

参考書

関連科目 工�倫理，現代思想文化論

神戸市立工業高等専門�校 2026年!シラバス

応用倫理� (Applied Ethic_)

全専攻・2年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講義'は，現代�さまざまp問�"生命倫理，環境倫理，技術者倫理，情報倫理といっ|応用倫理��諸分~"�じて
検Çする．そ�際，応用�観Üに十分寄âするようp主体形èê同íに視~にîめる．

【C3】ñしい科�技術�社会的応用には倫理的問��解úù不可†'
あること"理解する．

【D1】科�技術�諸問�"技術者�倫理的責§�問�として理解し，そ
れについて�自分�意®"矛™p´展≠'きる．

èØは，レポー630%　授業内課�30%　発140%　として評)する．応用倫理�は現±�様≥p問�に対応する|め
�分~'ある|め，ペーパーテス6'はp´，個≥�®解"総合的に判º'きるΩ発1」に評)�比¿"¡´こととする．ま|
，100Ü満Ü'60Ü以ƒ"合≈とする．

『教»として�応用倫理�』：浅®昇吾・盛永審一郎 編著（丸善出版）
『現代"€‹解´倫理� 応用倫理��すすめII』：加藤尚武 著（丸善ライブラリー）
『3STEPシリーズ5 倫理�』：神崎宣次・佐藤靜・寺本剛 編著（昭和堂）

履修:�
注意事項

適宜，個Ù'�ワーˆ2グループ'�意®交˙"±˚するほか，授業�後˛'は応用倫理��諸問�にˇするグループ
単位'�発1"課す（受講者�Ù�によっては単�'�発1êありうる）．ま|，受講者�内容理解2進�に応じて，スケジ
ュール2内容"多少変�する可能�ùある．
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授4計画（応用倫理学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス：応用倫理�とは�か？ 授業内容にˇする説明後，応用倫理��位¡づけ，種類，問��pど"�ぶ．

2 倫理��基礎理論" え，現代社会ùかかえる諸問�"概観する．

3 前$�%きとして，合意形è�問�として�応用倫理��論Ü"整理する．

4 応用倫理��端(として�生命倫理�"い´つか�具体的p問�"*まえて考察する．

5 前$�%きとして，高齢社会�問�"文�作-"手/きに考える．

6 応用倫理��基礎�として�情報倫理�"い´つか�具体的p問�"*まえて考察する．

7 前$�%きとして，技術"めぐる将来的p問�"検Çする．

8 前˛�総括 ここま'�内容"総括する．

9 世代間倫理2自6�権8pどについて�ぶ．

10 Ω9べること」pど"類;に，動物倫理について�ぶ．

11 発1準備 発1・検Ç会に@け|準備"グループ'おこpう．（状Cに応じてこ�$ê発1・検Ç会にDてる）

12 応用倫理�"主�とするグループ�発1"±˚し，全体'検Çする．

13 前$に/き%き，発1・検Ç会"おこpう．

14 前$に/き%き，発1・検Ç会"おこpう．

15 全体�総括 発1・検Ç会�行Fù終Hし|段J'，全体�総括"おこpう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Ù間と現代社会�諸問�（1）

Ù間と現代社会�諸問�（2）

生命と倫理（1）

生命と倫理（2）

情報・技術と倫理（1）

情報・技術と倫理（2）

環境と倫理（1）

環境と倫理（2）

発1・検Ç会（1）

発1・検Ç会（2）

発1・検Ç会（3）

K
考

中間試MおよNº期試Mは±˚しpい．
本科O�修Qには，30 í間�授業�受講と 60 í間�事前・事後自己�Tù必V'ある．授業内容"事後的に復TしてˇXある個別問�"調[し，発1前�事前�Tとして
発1準備にí間"\´こと．
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 日本手��特��言語��視 か"説$できるか�(レポー,で評.する．

2

3 日本手��利2し4コミュニケーショ<ができるかどうか�演Aで評.する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリ<,

参考書 講義GH随時指Lする．

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2026年Zシラバス

手�言語� (Sign Language Linguistics)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義・演A】

JABEE基準

授4�
概6�方針

日本固t�言語であるv日本手�(JSL)」とはいかなるvことば」な�だろうかÅ言語��視 か"(手�言語と(日本語や
英語など�身Öな音声言語�比âしそ�構åや特���ぶ．同時H少数言語使2íとして�ろうíへ�理ñ�óめる．さ
"H手��使っ4基礎ùなコミュニケーショ<が可üHなること†目指す．

【C3】日本手��特��言語��視 か"説$できる．

【D2】手�サイナーとして�ろうíと社¶と�関®Hついて説$できる． 手�サイナーとして�ろうíと社¶と�関®Hついて説$できるかどうか�(レ
ポー,で評.する.

【C3】日本手��使っ4コミュニケーショ<ができる．

成¨は(レポー,50%　演A50%　として評.する．演A方Ø�評.方∞Hついては講義GH±し≤ñ説する．

本≥�手�言語�Iおよ∑手�言語�IIと関∏する．

履修:�
注意事項

授業では積極ùH発言するºと( 倫理æ�問¿H留¬するºが√め"れる．≈∆基本ù手�表»�A…する≈ がある
．なお(本講義は日本手��A�経験/レベœがvゼロ“”≤と†半期程Zまで」であること�想ÿしており(履修希望í数
(他大�か"�希望í�‡む)が20‚�„える場Êは初�í�優Èすることがある．本講義は2年開講講義である．
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授4計画（手話言語学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダ<ス 手��A�注¬º項説$(ア<ケー,�実施．手�単語と指文Û�ÙいHついて�Aする．

2 ıこえ�メカニズム

3 少数言語サイナー

4 手�言語�A…

5 ジェスチャーと手�

6 世ˇ�手�

7 音韻論

8 形態論

9 統語論

10 手�表»�まとめ

11

12

13

14 手�ゲーム 手�ゲームH参�し基本ùな手��使って¬思疎���う．　　

15 �A�総括

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

音声言語Hおける発声とıこえ�メカニズム��Aする．v指文Û1＋JSL語彙1」��Aする．

少数言語サイナーとして�ろうíHついて�Aする．v指文Û2＋JSL語彙2」」��Aする．

ろうíと聴í�手�A…�パタ<Hついて�Aする. v指文Û3＋JSL語彙3」」��Aする．

ホームサイ<か"手�言語へ�発�Hついて�Aする. v指文4＋JSL語彙4」」��Aする．

世ˇ�手�言語�語族関®Hついて�Aする. v指文Û5＋JSL語彙5」」��Aする．

JSL�音韻Hついて�Aする．v指文Û6＋JSL語彙6」」��Aする．

JSL�形態Hついて�Aする．vJSL語彙7＋手�表»1」」��Aする．

JSL�文∞Hついて�Aする．vJSL語彙8＋手�表»2」」��Aする．

ここまでH�Aし4手��復Aし発表��う.

情報保障1 ろうíへ�情報保障�手 Hついて社¶・技"�分$か"�ぶ．v手�表»3」」��Aする．

情報保障2 ろうíへ�情報保障�手 Hついて医療・福(�分$か"�ぶ.v手�表»4」」��Aする．

情報保障3 ろうíへ�情報保障�手 Hついて芸"�分$か"�ぶ.v手�表»5」」��Aする．

授業全*�総括��いJSLH+する理ñ�óめる．

K
考

G間試験およ∑ÿ期試験は実施しない．
本≥目�修…Hは(30 時間�授業�受講と 60 時間�º前・º後自己�Aが≈ である．º前・º後�自己�AHは(�A内3H関する調査報6や関∏する指ÿされ4動画
�視聴レポー,等�‡む．実技H関する�Aは授業内で指Lする．�9�A熟Z・状況等Hよって授業計画�変?することがある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), A3(50%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 授��最����課�レポー��内��よ�評!"#う．

2

3

4 プレゼンテーション�資料，内�，討0�よ�評!�る．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工�高等専門学校 2026年@シラバス

シミュレーション工学 (Simulation Engineering)

藤本 健司 教授, 朝倉 義裕 教授

全専攻・1年・�期・必修・2単位【講義・演習】

JABEE基準

授4�
概6�方針

シミュレーションは，対kと�る現k"定量p�解rし，そ�現k"利vしwデバイスzシステ{�解析，設~�役立てるこ
と"目p�してお�，対k�理解�Öづいw数学pモデä�作成，シミュレーション技é�修èê必ëである．本講義では，
汎v言ñなど"実ö�õいなêúシミュレーション�ついて学ぶ．

【A2】シミュレーション�概†"理解し，シミュレーション"適¢�#う£ê
できる．

【A2】数学z，物理学�有ßな£k，現k�対してシミュレーション"#い
解析�る£êできる．

数学z，物理学�有ßな£k，現k�対してシミュレーション"#えているか
課�レポー��内�で評!�る．

【A3】各´でテー¨"設定し，そ�テー¨�対してシミュレーション"#い解
析�る£êできる．

´≠�研究≠∞�おいてテー¨"設定し，シミュレーション"#えるかどうか，
´由課�レポー�で評!"#う．

【A3】´≠�研究≠∞�≤して�シミュレーション結¥�説r，∂∑討0
êできる．

成∏は，レポー�30%　プレゼンテーション40%　´由課�レポー��内�30%　として評!�る．100点満点で60点以
Ω"合øと�る．なお，本講義は，シミュレーション"#い，発¡�ること"目pとしているw¬試ƒは#わず，レポー�と13週
目�提��る´由課�レポー�，プレゼンテーションで評!"#うことと�る．

配 プリン�
配 教材

河村 哲也 (著)， 桑ß 杏奈 (著)， Python�よる数値~算入門 (実践Pythonライブラリ)
橋本洋志(著)， 牧∞浩二(著)， Pythonコンピュータシミュレーション入門 人文・´然・社会科学�数理モデä
小高 知宏 (著)， Python�よる数値~算とシミュレーション

本科�おいてM，E，C，S科は情報処理，D科はプログラミングI， II�知¯"˘�つけている£ê重ëである．

履修:�
注意事項

今年@はAM1とAS1"合˝しw1グäープと，AE1とAC1"合˝しw1グäープ�2つ�グäープ�≠け授�"#う．AE1
とAC1�グäープ"藤本ê，AM1，AS1�グäープ"朝倉ê担ˇ�る．本科目は，最終p�各学�ê´≠´˘でテー¨"
設定し，シミュレーション"#い，発¡�ること"目pとしているw¬試ƒは#わず，レポー�と´由課�レポー�，プレゼンテ
ーションで評!"#うことと�る．

- AE–15 -



授4計画AシミュレーショH工学）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 シミュレーション�概ë シミュレーション技��歴�zシミュレーション�定義，そして，ど�よう�õvされているか�ついて説r"#う．

2 シミュレーション�目pと手順 シミュレーション"#う目pとシミュレーション"#うΩで�利v方éz解析方é�ついて説r�る．

3 確率pモデä（モンテカäロé） 確率pモデä�代¡でもあるモンテカäロé�ついて簡単な�"��説r"#う．

4 各�シミュレータ�よる£�紹介 各�シミュレータ�よるシミュレーション�£�"紹介�る．

5

6

7

8

9

10

11 各´�研究≠∞�密�な現k�ついて各´テー¨"設定し，シミュレーション"#い，結¥"まと¬る．

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Python�学習1（簡単な~算，グラフィック） Pythonとそ�外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週では簡単な~算zグラフィック�¡示方é�ついて学習�る．

Python�学習2（方程$�解é，微≠，積≠） 第5週�(き，Pythonと外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週では方程$�解é，微≠，積≠�解é�ついて学習�る．

Python�学習3（微≠方程$�解é） 第5，6週�(き，Pythonと外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週では微≠方程$�解é�ついて学習�る．

Python�学習4（ベク�ä，#列） 第5，6，7週�(き，Pythonと外!ライブラリ�õい方"学習�る．こ�週ではベク�äz#列�,い方�ついて学習"#う．

Python�学習5（-�.しと≠岐，≤数） 第5，6，7，8週�(き，Python�õい方"学習�る．こ�週では-�.しと≠岐，∂∑≤数�概†�ついて学習"#う．

Python�よるシミュレーション ランダ{ウォークなど"����，実ö�各´でPython"õvしてシミュレーション"#う．

´由課��プログラミング1

´由課��プログラミング2 第11週�(き.

プレゼンテーション1 第11週と第12週�#っwシミュレーション�結¥�ついて3週�6ってプレゼンテーション"#う．

プレゼンテーション2 第13週と˝じ

プレゼンテーション3 第13，14週と˝じ

N
考

中間試ƒおよ∑定期試ƒは実:しない．
本科目�修è�は，30 時間�授��受講と 60 時間�£前・£�´己学習ê必ëである．・レポー�課��提�，およ∑，プレゼン"#う・£前学習は，次@�学習内��ついて
テキス�など"õvして予習"#う．£�学習ではレポー�課�等�よ�理解�程@"確Cし，学習内��理解"D¬る．(機Fシステ{工学専攻・都市工学専攻　担ˇ：朝倉 義
裕)(電気電子工学専攻・応v化学専攻　担ˇ：藤本 健司）　
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科　目

担当教員 菅野 聡子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 全微分方程���けるか�試��評!する．

2

3

4 波動方程���けるか�試��評!する．

5 熱伝導方程���けるか�試��評!する．

6 ラプラ+方程���けるか�試��評!する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

試�-筆記用1のみ�456み7とし:;う．

神戸市立工業高等専門学校 2026年Lシラバ+

数理工学Ⅰ (Mathematical Engineering I)

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講義�-l導mとし:全微分方程�および3重積分につい:�wしx後l偏微分方程�につい:講義する．物理現|�
}に偏微分方程��導~しlそれらの�Çについ:講義する．まxl偏微分方程���Ñ演Ü�;う．

【A1】全微分方程���ける．

【A1】1階偏微分方程���ける． 1階偏微分方程���けるか�試�およびレポーã�評!する．

【A1】簡単な2階線形偏微分方程���ける． 簡単な2階線形偏微分方程���けるか�試�およびレポーã�評!する．

【A1】波動方程���ける．

【A1】熱伝導方程���ける．

【A1】ラプラ+方程���ける．

成ë-l試�90%　レポーã10%　とし:評!する．試�成ë-中間試�と定期試�の平均òとする．100ò満ò�60
ò以õ�合ùとする．

「物理数学コー+ 偏微分方程�」：渋谷 仙吉l内田 伏一 共著（裳華房）
プリンã

「フーリ¥�µ」：大石 進一 著（岩波書店）
「フーリ¥�µの基Ωと応用」：倉田 和浩 著（数理工学社）
「演Ü 微分方程�」：寺田 文; 他 著（サイ¥ン+社）
「キーポインã 偏微分方程�」：河村 哲也 著（岩波書店）
「工学Õのxめの偏微分方程�」：小~ 眞路 著 （森北~版）

本’�の数学Il数学IIl応用数学Il応用数学II

履修:�
注意事項
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授4計画（数理工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダン+l復Ü 常微分方程�に⁄する復Ü�;う．

2 全微分方程� 全微分方程�につい:理�しl全微分方程���Ñ．

3 多変数⁄数の積分

4 偏微分方程�とその�Ç 簡単な偏微分方程��変数変›によfi�Ñ．

5

6

7 演Ü

8 中間試� 中間試��;う．

9 試�返却l波動方程�（変数分離Ç） 中間試�の答„�返却しl�答��wする．まxl波動方程�の変数分離��‰める．

10 波動方程�（一般�） 波動方程�の一般��‰める．

11 有ÁのËにおける熱伝導方程���Ñ．

12 無ÁÍおよび半無ÁÍのËにおける熱伝導方程���Ñ．

13 ラプラ+方程� ラプラ+方程���Ñ．

14 演Ü 波動方程�l熱伝導方程�lラプラ+方程�に⁄する演Ü�;う．

15 連立偏微分方程� 連立偏微分方程���Ñ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

2重積分に⁄する復Ü�;いl3重積分の計算練Ü�;う．

1階偏微分方程� 1階偏微分方程�の�Ç�理�しl1階偏微分方程���Ñ．

2階線形偏微分方程� 簡単な2階線形偏微分方程��‰積Ç等によfi�Ñ．

1階偏微分方程�および2階線形偏微分方程�に⁄する演Ü�;う．

熱伝導方程�（I）

熱伝導方程�（II）

K
考

後期中間試�および後期定期試��実Òする．
本’Úの修Ùに-l30 時間の授業の受講と 60 時間の事前・事後自己学Ü�必¸�ある．事前学Ü�-lテキ+ãの該当部分��ん�おÑ．事後学Ü�-lテキ+ãの練Ü問題
��Ñ．その他l1体�な内	につい:授業中に言�すること�ある．
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科　目

担当教員 遠藤 優介 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年$シラバス

数理統計 (Mathematical Statistics)

全専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

工学C様EF場HでCデーLC分NO必QF統計C基礎理TOついてC知YZ[め]統計解NC手`Oついて修bす
る．また]調iC企画設計]調iC実施]統計手`Zoいた評qFど]一tCプロセスZxうことで]理解Z[める．

【A1】デーLと実践的統計学C基~Z理解する． デーLC属性]標~と誤差]デーLC分ÑFどC意Üá理解できているか]試
ãおよé課題研íとそCプレゼンテーションで評qする．

【A1】基~統計ôと様EF確率分ÑOついて理解する． 基~統計ôOついてC基礎理TúéそれぞれC利o手`Oついて理解でき
ているか]試ãおよé課題研íとそCプレゼンテーションで評qする．

【A1】推測統計学C基~]FらéO]推£§検£Oついて理解する． 確率分Ñ]仮説検£]推£]回帰分N等Oついて理解できているか]試ãおよ
é課題研íとそCプレゼンテーションで評qする．

成´は]試ã60%　レポート20%　課題研í20%　として評qする．総合成´100点満点で60点以µZ合∂とする．レポ
ートおよé課題研íá未提πC場合は評qしFい．

「統計学基礎」：日~統計学会（東京図書）
授業で配«するプリント

「統計学」：日~統計学会（東京図書）
「統計学入門」：東京大学教養学部統計学教室（東京大学π版会）

確率・統計（~科4年共通科目）]土木計画（都市工学科4年科目）

履修:�
注意事項

全専攻学生共通で~科4年ŸC確率・統計C内€Z理解・修bしていることá前提とFる．関数電fiZ使oするCで各自
準„Zすること．
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授4計画（数理統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 統計とデーL 統計学§統計C基~]記述統計手`Oついて解説する．

2 確率CÊÁË§確率分ÑOついて解説する．

3 確率変数C特性Oついて解説する．

4 統計的推£Oついて解説する．

5 統計的推£Oついて解説する．

6 統計的検£Oついて解説する．

7 統計的検£Oついて解説する．

8 回帰分NOついて解説する．

9 相関とそC検£Oついて解説する．

10 相関とそC検£Oついて解説する．

11 試ã

12 課題OÏする調iC企画・設計Zxう．

13 統計解NC手`ZoいてデーLC収集]整理]集計]分NZxう．

14 統計解NC手`ZoいてデーLC収集]整理]集計]分NZxい]成果報告書Z作成する．

15 課題研íC成果報告Zプレゼンテーション形ıでxう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

確率統計(1)

確率統計(2)

推£(1)

推£(2)

検£(1)

検£(2)

記述統計(1)

記述統計(2)

ROよる統計解N

1～10週目までC内€C理解$Z試ãで˘う．

課題研í(1)

課題研í(2)

課題研í(3)

課題研í(4)

J
考

前期中間試ãZ実施する．
~科目C修bOは]30 時間C授業C受講と 60 時間C事前・事後自己学�á必Qである．事前学�は]Ÿ回C学�内€Oついて教科書§配Ñ資料等Oよる復�ZおこFう．事
後学�ではレポート課題等Oよ�理解C程$Z確
し]学�内€C理解Z[める．
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「量子力学入�ノート 第二版増補版」：九鬼導隆 著（神戸高専生協）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専�学校 2026年6シラバス

量子物理 (Quantum Physics)

全専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

量子力学U現代物理学X基礎理[X\つでありa我cX生de見gしてもa半導lm代nされq電子部tu新素xXみ
ならずa蛍光�u白熱ÇといったもXまでもがきわめて量子åな現çXémèり立っていqê本講義でUa量子力学X基礎
e解ìすqとともma変分法・摂動[といった近似法mも言ùしa\ûりX量子力学入�eüうê

【A2】黒l輻£と比熱理[a光電効¶と電子線回折等からa古典物理学X
限界aエネルギーが離散åであqことa波動と粒子X二重性等mついてì
∫できqê

中間試æとレポートでa黒l輻£a比熱理[a光電効¶a電子線回折等eì∫
させa古典物理学X限界aエネルギーが離散åであqことa波動と粒子X二重
性等mついてå¬mì∫できqかどうかで評≈すqê

【A2】ハイゼンベルÀX不¬定性原理aボルンX¬率解釈aシュレディンガ
ー方程ÿX解X性Ÿu境界条‹とエネルギーX関fie定性åmì∫で
きqê

中間試æとレポートでa不¬定性原理uボルンX¬率解釈eflむaシュレディ
ンガー方程ÿX解X性Ÿ等eì∫させaå¬mì∫できqかどうかで評≈す
qê

【A2】基本åな系（井戸„ポテンシャルu調和振動子等）X厳密解がÎめ
られaまたa零Ìエネルギーuトンネル効¶等a量子力学特ÔX現çeì∫
できqê

中間試æと定期試æaレポートでaえられた基本åな系X厳密解がÎめられ
qかどうかで評≈すqê

【A2】水素„原子X主量子数a方位量子数a磁気量子数X意¯eì∫で
きqê

定期試æとレポートでa水素„原子中X電子X軌˙mついてì∫させa量子
数X意¯と電子X軌˙X˚がå¬mì∫できqかどうかで評≈すqê

【A2】摂動[X基本原理eì∫できqê 定期試æとレポートでa摂動エネルギーが指示ûりÎめられqかどうかで評≈
すqê

【A2】変分法X基本原理e理解しaハートリー近似X意¯eì∫できqê 定期試æとレポートでa変分法かハートリー近似mついてì∫させaå¬mì
∫できqかどうかで評≈すqê

èˇUa試æ90%　レポート10%　として評≈すqê中間・定期X2回X試æX単純平�e試æèˇとすqê総合èˇ
100Ì満Ì中60Ì以ée合	とすqê

「物理X
え方4　量子力学X
え方」：砂川重信 著（岩波書店）
「物理テキストシリーズ6　量子力学入�」：阿部龍蔵 著（岩波書店）
「初等量子力学（改訂版）」：原島鮮 著（裳華房）
「岩波基礎物理シリーズ6 量子力学」：原康夫 著（岩波書店）
「量子力学」：砂川重信 著（岩波書店）

本科1～3年X物理a 数学a 本科4～5年X応用物理a 応用数学a 本科4年X¬率・統計

履修:�
注意事項

量子[U古典物理学X限界e)り*えqためm発,してきた学-であqêそれゆえa物理学全般a数学全般mわたq理解
e必2とすqê本科1～3年X物理u数学Xみならずa3～4年X応用物理u応用数学a¬率・統計eしっかり復4しておくこ
とが7ましいê特ma物理でいえ8古典力学u振動・波動現ça数学でいえ8いわゆq解析学u線˚代数学a¬率[と関
わりが:いXでaこれらX分;eしっかりと理解しておくことが7ましいê

- AE–21 -



授4計画（量子物理）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 量子力学前夜a量子力学X意¯

2

3

4 シュレディンガー方程ÿX導出

5 ボルンX¬率解釈・不¬定性原理

6 量子力学X\般原理（重>合わせX原理と状@ベÀトル）

7 シュレディンガー方程ÿX特Aと波動関数X性Ÿ

8 中間試æ

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

量子力学が誕生すq直前X20世Em入った8かりX物理学界X状Fe解ìしつつa量子力学発見X歴史å経Ju量子力学
X必2性e解ìすqê

古典力学X破Lと前期量子[1：黒l輻£a固lX比熱等
黒l輻£mおけqレイリー-ジーンズX法Qと紫外部X破LおよUプランÀX輻£ÿaまたa固lX比熱mおけqデュロン-プティ
X法QとアインシュタインX比熱理[e解ìしaプランÀX量子仮ì（エネルギーが離散åであqこと）X発見過程およUそX意
¯e講義すqê

古典力学X破Lと前期量子[2：光電効¶a電子線回折
光電効¶X実æとアインシュタインX解釈e解ìしa電磁波（波動）が光子（粒子）としてX性Ÿe]つことaまたa電子線回折X
実æよりa電子（粒子）が波動としてX性Ÿe]つこととド・ブロイX物Ÿ波mついて解ìしa波動と粒子X二重性mついて講義す
qê

プランÀX量子仮ìとド・ブロイX物Ÿ波よりa粒子Xエネルギーu運動量e波動としてn現して波動関数（波e記bすq関数）
m代入しa非定常状@Xシュレディンガー方程ÿe導出すqêさらma非定常状@Xシュレディンガー方程ÿe変数分離してa定常
状@Xシュレディンガー方程ÿe導出すqê

電子線回折等X実æよりaド・ブロイ波が¬率振eであqことe示しaボルンX¬率解釈mついて解ìすqêさらmaド・ブロイ波と
粒子X運動量X関fia波動関数が¬率振eであqことからハイゼンベルÀX不¬定性原理e解ìすqê

注gしていq物理系がa定常状@Xシュレディンガー方程ÿX解が˚èすqヒルベルト空間jで状@ベÀトルとして記bされa
物理系X時間発,がa非定常状@Xシュレディンガー方程ÿよりa状@ベÀトルX運動として記bできqle解ìすqê

シュレディンガー方程ÿX特AとそX解であq波動関数X性Ÿ（\≈・Ô界・連続）e解ìしa特m波動関数X連続条‹（境界条
‹）からエネルギーが離散åmなqことe講義すqê

1週gから7週gまでXjqで中間試æeüうê

厳密m解けq系1：1次元井戸„ポテンシャルa中間試æX解答・解ì
量子力学X基本でありかつ近似法等X応用X基本となq厳密m解けq系mついて解ìすqê1次元X井戸„ポテンシャルe取
りéげaまずaポテンシャルがÔ界X場合e解ìしa極限移üでポテンシャルe無限{としaポテンシャルが無限{X系でXエネル
ギー波動関数X厳密解eÎめqêまたa中間試æX解ìもüうê

厳密m解けq系2：散乱-題（\次元箱˚ポテンシャル） 1次元X箱˚ポテンシャルm衝Äすq粒子e取りéげa散乱-題X基本e解ìしa粒子X反£fi数と透過fi数eÎめaトンネル効
¶mついてもì∫すqê

厳密m解けq系3：1次元調和振動子 1次元調和振動子e取りéげaû常X微分方程ÿe解く解き方でUなくa場X量子[X基礎ともなq生è・消滅演算子e用いた
代数åな解法で調和振動子XエネルギーeÎめqê

水素„原子中X電子X軌˙a4つX量子数 中心力場m拘äされた粒子e取りéげaそX解法e定性åmì∫しa主量子数a方位量子数a磁気量子数とそX意¯mついて解
ìしa水素„原子X電子X軌˙mついて講義すqê

近似法1：摂動[1 代nåな近似法X\つであq摂動法mついて解ìすqêもともと古典力学で用いられていた摂動,ãua摂動,ãX概çeì
∫しaハミルトニアンe基本系と摂動ハミルトニアンm分離しa摂動パラメータで,ãすqê

摂動[2 摂動パラメータmよq,ãe用いてa2次X摂動までX近似エネルギーeÎめqê

近似法2：変分原理と変分法
代nåな近似法X\つであq変分法mついて解ìすqê近似系XエネルギーU厳密解X基底状@Xエネルギーよりも必ず高く
なq（変分原理）ことe証∫しaエネルギーが停留ñeとqという条‹よりシュレディンガー方程ÿが導出できaさらma試ü関数e
制限すqことでハートリー方程ÿが導出できqことe示すê

K
考

前期中間試æおよU前期定期試æe実òすqê
本科gX修ömUa30 時間X授業X受講と 60 時間Xl前・l後自己学4が必2であqêl前m教科書X該当箇¢e£んでaわかq部分とわからない部分eUっきりさせておく
êl後mU教科書と授業ノートで復4しaまたaこちらが配ßすq演4-題e解くê
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科　目

担当教員 清水 俊彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(40%), B4(40%), D1(20%) (b),(d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー���プリン�講義

参考書 「科学英文技法」：兵藤申一（東京大学出版会）

関連科目 本科9英語各教科，英語演習，時事英語， 工業英語

本科C講義されていH英語科IJKすH基本NO知QR必TとすH．

神戸市立工業高等専門学校 2026年bシラバス

技術英語 (Technical English)

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義・演習】

JABEE基準

授4�
概6�方針

理工系分Å9英文RÇÉÑきすHÜCáà重TOことは，頻出すHçJはまっê構文と語íJ習ìすHことCあH．本講
義Cは，理工系9英語文ïJ頻出すH「構文と語í」R体系NJ学�，国際NJ通öすH英語9ÇÉÑき能úRùう．

【B3】技術NO話†JてöられH英語9語íやそ9基本文§R学習すH
ことJより，基本英語úR高めH．

技術NO話†JてöられH英語9語íやそ9基本文§®理©CきていHか，
´テス�およ�レポー�Jよって評±すH．

【B4】工学・技術Ü9英語文ïJよ≤öいられH専門ö語や単位9あらわ
¥方，表現方法R学習¥，Ç©úや表現úR高めH．

工学・技術Ü9英語文ïJよ≤öいられH専門ö語や単位9あらわ¥方，表
現方法R，´テス�およ�レポー�Jよって評±すH．

【D1】先端技術，環境技術，およ�医療福祉技術JKすH�ピッ¬à√う．こ
れJよって学ƒ9視ÅR∆げ，さらJ技術»と¥て9役 JついてàÃえ
させ，技術»意QR高めH．

内—®把”CきていHか，´テス�Jて評±すHととàJ，‘ら®’んC◊ÿ知
ろうと¥ていHか，´テス�およ�レポー�Jよって評±すH．

成€は，レポー�30%　´テス�70%　と¥て評±すH．試fi9flわりJ，原則´テス�R実„すH．総合成€は，100点満
点C60点以ÜR合ÈとすH．

履修:�
注意事項
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授4計画（技術英語）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 技術英語9学習法，英語論文全体9構造

2 英語論文RÑ≤êめJ，論文CÏわれていH文法OどR復習¥ます．

3 英語論文RÑ≤時J，Ô≤Oり®ちO文Ò9Ú¥いÛり方R学ぶ

4 英語論文RÑ≤時J，ど9öJ文ÒRıHÿきか，まêは段˜9つO®り方R学ぶ．

5 英語論文RÑ≤時J，冗Ô表現9˘¥方R学ぶ．

6 英語論文RÑ≤時J，英語C9曖˚O表現R勉˝¥，˛いˇ¥方R学ぶ．

7 英語論文RÑ≤時J，英語C9曖˚O表現R勉˝¥，˛いˇ¥方R学ぶ．

8 英語論文RÑ≤時J，引öと参Ã文ï9Ñき方とそれぞれ9結�R明�JÑ≤事R学ぶ．

9 英語論文RÑ≤時J，‘分9結�9�せ方，˝◊9やり方R学ぶ．

10 英語論文C9タイ��9Ñき方R�か≤勉˝すH．

11 英語論文C9アブス�ラ¬�9Ñき方R�か≤勉˝すH．

12 英語論文C9イン�ロダ¬ション9Ñき方R�か≤勉˝すH．

13 英語論文C9メソッ�9Ñき方R�か≤勉˝すH．

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業9’め方R説明¥，専攻科修了»®習�すÿき技術英語9水�R�す．英語論文9査Çシステム，まêは英語論文Rı成
すHêめ9技術R紹�¥，授業C9勉˝9仕方R つJ分けH: 英語C9文Òúと英語論文9各段˜9�かい©説．

英語C9文Òú 1: ˛#9順番

英語C9文Òú 2: Ôい文Ñ9Ûり方

英語C9文Òú 3: 段˜や文Ò9構造 - ´テス� 1

英語C9文Òú 4: 手'C冗Ô表現9(け方

英語C9文Òú 5: 曖˚さ9(け方 - ´テス� 2

英語C9文Òú 5: 曖˚さ9(け方

英語C9文Òú 6: *®+R¥ま¥êか?

英語C9文Òú 7: ‘分9成�R˝◊すH

英語論文9各段˜9�かい©説 1: タイ��  - ´テス� 3

英語論文9各段˜9�かい©説 2: アブス�ラ¬�

英語論文9各段˜9�かい©説 3: イン�ロダ¬ション

英語論文9各段˜9�かい©説 4: メソッ�  - ´テス� 4

英語論文9各段˜9�かい©説 5: Ã察，結論，まとめ 英語論文C9Ã察，結論，まとめセ¬ション9区別，まêはÚ¥いÏい方R学ぶ．それから，それら9セ¬ション9Ñき方R�か≤勉
˝すH．

英語論文9各段˜9�かい©説 5: Ã察，結論，まとめ  - ´テス� 5 英語論文C9Ã察，結論，まとめセ¬ション9区別，まêはÚ¥いÏい方R学ぶ．それから，それら9セ¬ション9Ñき方R�か≤勉
˝すH．

K
考

中間試fiおよ�定期試fiは実„¥Oい．
本科I9修�Jは，30 時間9授業9受講と 60 時間9事前・事後‘己学習®必TCあH．事前学習Cは，本科C学習¥ê内—およ�前79授業内—JついてIR通¥てお≤．
事後学習Cは，学習内—R復習¥ノー�R整理¥てお≤．原則´テス�R実„すH．
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科　目

担当教員 伊藤 均 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D1(100%) (b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 内部告発���して�授業中適宜 !課#$提&させて評*する．

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 一般教養科目

神戸市立工業高�専門学校 2026年Bシラバス

工学倫理 (Engineering EthicR)

全専攻・2年・前期・必修・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

技術aは�高B�発cしd科学技術$適e�運gしていi責k$�社m�nしてoっている．こr授業では�こr責kが�具
体w�どrよ!z内{|特~$�するか�それ$ÉdすÑ�どrよ!z困Üがáじ!るか�こr困Ü$克äするdめ�どr
よ!z手çが存èし�まd必ëか�$�さまざまz具体w事î$#ïとしzがら�多角w�考õし�技術aro!倫理w責k
�nする理ú$ùめていi．

【D1】技術ar業ûはどrよ!z特~$üつか�まdそれ�n°して�技術
aro!倫理w責kはどrよ!z内{rもrか$理úしている．

最近発áしd事故事î$¶べ�それ��わっていd技術aがどrよ!z責k
$oっていdか$考õするレポー¨�おいて�倫理w責k�nする理ú$評*
する．

【D1】技術aはそr日常業û�おいて�どrよ!z倫理w問#�直±する
可能¥があるか$理úしている．

科学技術rリスク�組π��わる問#�海ªでr技術活動���して�授業中
適宜 !課#$提&させて評*する．

【D1】技術a��ærある�とりわ¿上¬r問#�n√するÑ�重ëz社
m制B�はどrよ!zもrがあるか�ついて�十«z知…$ �À¿てい
る．

【D1】（1）～（3）r理ú|知…�–づいて�技術aが&m!典型wz倫理
問#�nして��‘zn√’$考÷できる能ÿ$ �À¿ている．

典型wz倫理問#$Ÿっdケーススタデ›$授業中適宜実flし�それ��して
まとめdレポー¨r提&�よって評*する．

成·は�授業中�適宜 !課#40%　前期„�提&するレポー¨60%　として評*する．100点満点で60点以上$合格
とする．本科目は�多角w�考õできる能ÿ�およÍ時事wz事î��する最Ïr情Ó$Ôら収Òし活gする能ÿr定着
B$評*するdめ��筆¬試ˆ�相¯するレポー¨$課す．

「はじめてr工学倫理」:齊藤了文�坂下浩司 編（昭和堂）

「�り高い技術a�zろ!」:黒田光太郎�戸田山和久�伊勢田哲治 編（名古屋大学&版m）
「第2版 科学技術ar倫理」：C. E. HarriR Jr.�M. S. Pritchard�M. J. RabinR 著�日本技術士m 訳（丸善株式m社）
「工学倫理入門」：R. Schinzinger�M. W. Martin 著�西原英晃 訳（丸善株式m社）
「技術倫理1」：C. Whitbeck 著�札野順�飯野弘之 訳（みす;書房）
「実践w工学倫理」：中村収三 著（化学同人）

履修:�
注意事項

授業では�ビデE|Ï聞¬事�$使gし�昨Ir事故|企業モラL��する事î$多iMり上げる．授業中�適宜参考資
料�も紹Sするrで�専門«野以ªrこと�もTi�U$üってMり組んでほしい．°g倫理学�r�連科目r講義内{
$参考�してほしい．
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授4計画（工学倫理）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 zY技術a倫理zrか

2

3

4

5

6

7

8 製造物責k法

9 知w財産

10

11

12

13

14 技術a倫理r射程

15 専門bとしてr技術aと倫理

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

技術a$cすもrがzY倫理$学d必ëがあるrか．技術aと倫理とrつzがり$�I日r社mw背f|�工学系学協m�よる
倫理綱jr制定�からkらか�し�I倫理�ついて学Í�考える意義$確oする．

チャレンジャー号事故1 技術a倫理�おいてもっとも�名z�スペースシャ¨L・チャレンジャー号r事故$Mり上げ�組π�お¿る技術ar判wと�経営
ar判w�ついてzべる．

チャレンジャー号事故2 前{�|いて�チャレンジャー号事故r事î$手}かりとして�組π�お¿るリスクマネジメン¨が�‘�機能するdめ��技術a
はどrよ!z責k$o!か$考える．

東海村JCO臨界事故1 JCOr臨界事故$Mり上げ�日本r製造業$Üえてきd改善活動r意義と�それが直±している課#�まdそれ�nして技術a
がどrよ!��わるべきか$考える．

東海村JCO臨界事故2 前{�|いて�JCO臨界事故$Mり上げ�Òàとしてr組πがâり|すいÒà思考�ついてzべ�安全|品ç$確éするdめ��
技術aはそれ�いか�n√すべきか$zべる．

内部告発1 近年導入されd公益通Óaé護制B��して�そr趣旨�現 法�nする批判�さら�はこr制Bと技術aとr�æ�ついてú
òする．

内部告発2 前{�ôき|き�内部告発$Mり上げる．コンプライアンス体制充実r一üとして�相談窓口�r設§$ !企業が増¶している．
こrよ!z動きが�組πと個人r�æ�とって�する意義$考õする．

技術a�とってもっとも�ærùい法®と©われる製造物責k法��して�そr内{$確oし�技術aがそれ$モ™づiりr思想
として定着させていiことが重ëであること$zべる．

特許制B|著作Æzどr制Bが�技術r開発��とって�する意義$確oするととも��情Ó技術r発c��よる�こr制Br
∞える課#�$考õする．

ボパーL事故1 史上最大r産業事故といわれる�インド・ボパーLでr農薬工場事故$Mり上げ�グローバL化r進ªととも�Iºますます増
¶するであろ!�海ªでr技術活動�Ω!問#�ついてzべる．

ボパーL事故2 前{r内{�–づいて�技術rª開�は�それ$Mりæi社mr諸条件�とりわ¿文化|歴史�思想�とr相互作gがùi�わっ
ていること�技術aは�それら$考ƒ�入れて技術活動$ !必ëがあること$考õする．

六本∆ヒL»{…ドア事故1 {…ドアr事故rº� われdドアプロジェク¨r活動$紹Sし�失敗学r考えÕ|意義�リスク管理�お¿るハインリッヒr法
則��ついてzべる．

六本∆ヒL»{…ドア事故2 前{r内{�–づいて�技術aもまd�それぞれが技術aとしてr文化$背f�üっていること�それ�起‘する問#$克äする
dめ�は�知…r伝÷$いか� !かが重ëであること$zべる．

技術a�よるÏdz技術開発は�情Ó社m|医ÿといっd«野�さまざまz影⁄$もdらしている．技術aは�これら€r«野r
倫理とどrよ!zかかわり$üつべきzrか$考õする．

これまでrまとめと�Iºr課#�ついて．現‹およÍこれからr時‹�おいて�技術aが専門bとしてr地位$確立することが�
社m全体�とって大きz意義$�すること�そして�そrdめr必ë条件r一つが工学倫理であること$úòする．

J
考

中間試ˆおよÍ定期試ˆは実flしzい．
本科目r修fl�は�30 時間r授業r受講と 60 時間r事前・事ºÔ己学‚が必ëである．中間試ˆ�定期試ˆは実flしzいが�授業中�適宜 !課#�前期„�レポー¨r提
&$課す．事前学‚では�シラバスr授業計‰r学‚内{$確oし�問#点$まとめておiこと．事º学‚では�授業内{r復‚$ い�Ô«zりr意Ê$まとめ�レポー¨作成�備
えること．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年'シラバス

数理工学Ⅱ (Mathematical Engineering II)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

グラJK物事NO関QR表TすV手Xとし[\うことができb最短経路問題b連結'b回路lm制oシステqO解析b通信
ネットワーzm交通lなどO最適�m信頼'O評価bプログラqO最適�など多ÖÜ応àされVã本講義でKそOような
多Öな問題Ü対応すVグラJO基礎íなìîïいÜつい[講義しb課題レポートR課すことよî実践ùûüÜつけVã

【A1】グラJÜàいられVà¢m定義がí§Ü説¶できVã グラJÜàいられVà¢m定義がí§Ü説¶できVことR前期定期試®およ
™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】グラJO基本íな問題が解けVã グラJO基本íな問題が解けVことR前期定期試®およ™レポートÜよî
60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】ネットワーzÜおけV信頼性b最大最小問題が解けVã ネットワーzÜおけV信頼性b最大最小問題が解けVことR前期定期試®およ
™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】電気回路lÜグラJR適àし[b解析すVµO導∑ができVã 電気回路lÜグラJR適àし[b解析すVµO導∑ができVことR前期定期
試®およ™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

【A1】交通lÜおけVターミナª容量b交通容量などO算定ができVã 交通lÜおけVターミナª容量b交通容量などO算定ができVことR前期定期
試®およ™レポートÜよî60%以上正解R合Øとし[評価すVã

成¿Kb試®75%　レポート25%　とし[評価すVã100点満点で60点以上R合ØとすVã

「グラJ理論入門»樋口龍雄監b佐藤公男著（日刊工業新聞社）
「例題で学⁄グラJ理論»安藤清・土屋守正・松井泰子（森北∑版株µ会社）
「グラJ理論ÜよV回路解析»服藤憲司（森北∑版株µ会社）

応à数学(本科4年)b§率・統計(本科4年)

履修:�
注意事項

履ÚÜあたっ[Kb本科O数学IIm応à数学などで学ˆすV行¯Oìîïいb§率・統計で学ˆすV§率O基本íìîï
いO知˙Rˆ˚し[おくことが˝ましいã事前学ˆとし[b事前Ü配�された資料等Üよî講義内容R予ˆし[おくことã事
後学ˆとし[b講義内容R復ˆすVととûÜb課された演ˆ問題で解けV問題R解い[おくこと
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授4計画（数理工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンスおよ™グラJO概念 本講義O�
�とグラJO概念Üつい[説¶すVã

2 グラJ理論ÜおけV基本à¢b点O次数b点と�O操�Üつい[説¶すVã

3 グラJO連結性bカットセットと分離集合b木b平�グラJÜつい[説¶すVã

4 演ˆ 予
講義�Ü�えたグラJO定義Ü関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

5 グラJOデータ構造 コンピュータ上でOグラJO表TXbつまî行¯Ràいた表TXÜつい[説¶すVã

6 演ˆ 予
講義�Ü�えたデータ構造Ü関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

7 ネットワーzO最大Jロー問題O解き�Üつい[説¶すVã

8 ネットワーzO最短経路問題O解き�Üつい[説¶すVã

9 数え上'問題O解き�Üつい[説¶すVã

10 電気回路l問題O解き�Üつい[説¶すVã

11 演ˆ 予
講義�Ü�えたネットワーzb数え上'b電気回路lÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

12 ネットワーzO信頼性 ネットワーzO故)と信頼性b連結'などO問題O解き�Üつい[説¶すVã

13 演ˆ 予
講義�Ü�えたネットワーzO故)と信頼性b連結'などÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

14 交通lとグラJ 交通lへOグラJO適àÜつい[bターミナª容量b交通容量などO問題O解き�Üつい[説¶すVã

15 演ˆ 予
�えた交通lÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

グラJO定義<1>

グラJO定義<2>

グラJO基本問題<1>

グラJO基本問題<2>

グラJO基本問題<3>

グラJO基本問題<4>

K
考

前期定期試®R実.すVã
本科/OÚ˚ÜKb30 時NO授業O受講と 60 時NO事前・事後自己学ˆが必4であVã
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科　目

担当教員 辻本 剛三 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

本講��水，空�など�流体運!"数値%&'くため�基礎-やそ�'0"説2し，具体%なテー7�課9"'く．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年Jシラバス

数値流体力学 (Numerical Fluid Dynamic\)

全専攻・2年・後期・選択・2単位【講�】

JABEE基準

授4�
概6�方針

【A2】流れ�現j"物理%観nかp理'し，数学%&方程-s表現sきる
．

流れ�現j"物理%観nかp理'し，数学%&方程-s表現sきるか定期
試yzレポー}s評�する．

【A2】テイラー展É"応Öし，微分方程-�'"àめるこzがsきる． テイラー展É"応Öし，微分方程-�'"àめるこzがsきるか定期試yzレ
ポー}s評�する．

【A2】有限差分0�基礎"理'し，有限差分0"Öいè偏微分方程-�
離散ìがsきる．

有限差分0�基礎"理'し，有限差分0"Öいè偏微分方程-�離散ì"
sきるか定期試yzレポー}s評�する．

【A2】有限差分0"Öいè完全流体�数値計ñがsきる. 有限差分0"Öいè完全流体�数値計ñ"sきるか定期試yzレポー}s
評�する．

【A2】有限差分0"Öいè粘性流体�数値計ñがsきる． 有限差分0"Öいè粘性流体�数値計ñ"sきるか定期試yzレポー}s
評�する．

成õ�，試y85%　レポー}15%　zしè評�する．総合評��100n満ns60n以¢"合£zする．総合評��レポー
}�比•�試y&比¶ßいが，レポー}が®ないわけs�ない．提出期限"超Æしたレポー}�評�しない．未提出�レポ
ー}がある場合�レポー}成õ"評�しない．

「工学基礎技¥zしè�物理数学I∂導入編」∂由比政年・前野賀彦¡ナカニシ≈出版）

「流体力学�数値計ñ0」∂藤井孝藏¡東京大学出版）
「流体力学」∂日野幹雄¡朝倉出版）
「2'水理学」∂日野幹夫¡丸善）

数学IおよびII，応Ö数学IおよびII，水理学I～III，そ�€�流体力学‹�科目

履修:�
注意事項

受講&あたっè�，水理学など�流体�力学"習‚しèいるこzが„ましい．9Â�土木工学・建築学&おける諸現j"
Îう．課9s�プログラミング"する必Ûがあるが，講�s�プログラÙ言ˆ&˜する基礎%な説2�しない．¯っè，受講
段˙sプログラÙ言ˆ"自由&Îえる必Ûがある．また，出˝�取Îい�本科&ˇずる．授業�進J�理'J&応じè調
�するこzがある．S科情報処理��設
�都合&より，受講者数"制限する場合がある．
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授4計画（数値流体力学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 数値流体力学�概Û，流体¡水理）現j�数学%記述 数値流体力学�概Û，流体�連続-，加速J，運!��保存則等�数学%記述&ついè学習する．

2 テイラー展É"Öいè複�な˜数�一!"簡単な˜数s局所%&近&し，®し'�近&値"予)する方0&ついè学習する．

3 テイラー展É"Öいè複�な˜数�一!"簡単な˜数s局所%&近&し，®し'�近&値"予)する方0&ついè学習する．

4 テイラー展É"利Öしè微分方程-"近&%¡数値%）&'く方0"学習する．

5 差分-&+する近&精J�評�，所定�精J"-つ近&-�誘導&ついè学習する．

6

7

8 前/�まzめz演習¡プログラミング）

9

10

11 完全流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

12 完全流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

13 粘性流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

14 粘性流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

15 後/�まzめz演習¡プログラミング）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

テイラー展Ézそ�応Ö(1)

テイラー展Ézそ�応Ö(2)

有限差分0(1)

有限差分0(2)

波!方程-�数値'析(1) 波�伝6"表す波!方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè波!方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

波!方程-�数値'析(2) 波�伝6"表す波!方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè波!方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

1～7?まs�まzめz演習"@う．

拡散方程-�数値'析(1) 拡散現j"表す拡散方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè拡散方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

拡散方程-�数値'析(2) 拡散現j"表す拡散方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè拡散方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

有限差分0"Öいた完全流体�数値'析(1)

有限差分0"Öいた完全流体�数値'析(2)

有限差分0"Öいた粘性流体�数値'析(1)

有限差分0"Öいた粘性流体�数値'析(2)

9～14?まs�まzめz演習¡プログラミング）"@う．

L
考

後期定期試y"実Eする．
本科目�修‚&�，30 時I�授業�受講z 60 時I�事前・事後自己学習が必Ûsある．換ñ˝課時数が授業数�1/3"超えた場合�成õ"評�しない(換ñ˝課時数�ñ
定0�本科�も�"ˇÖ)．事前学習s�，次?�授業範Q&ついè教科S"Tみ，理'sきないzころ"�理するこz．事後学習s�，レポー}作成や授業範Q�教科Sや講�
内Y"復習し，理'sきないzころがあれ[�理し，9\するこz．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B4(60%), C2(40%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 担当��学��発表内�をもと�評�する．

2 担当��学��発表内�� する質疑応答%か'評�する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各担当教+�必-�応じ/準1する．

参考書 各担当教+�必-�応じ/準1する．

関連科目 英語，工業英語7これ'�内�をさ'�研<�=>内��発?させたも�である．

事E�資G�配Iされる場K�ある�で，各教+と連MをNっ/おくこと．

神戸市立工業高%専門学校 2026年[シラバス

専攻aゼミナーfⅠ (Advanced Course Seminar I)

西 敬� 教授, 藤本 健司 教授, 赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 教授, 中村 佳敬 教授, 河K 孝太郎 准教授, 木場 隼介 准教
授 【実務経験�担当a目】

電気電子工学専攻・1年・E期・必修・2単位【演習】

授4�
概6�方針

専門工学� 連する外国語文§を輪¶する．担当部®�つ>/，そ�内�を説¨≠考Øを∞べるととも�討≥をゼミナー
f形µで∂う．幅π>工学®∫�ª≠>学ºをΩるととも�， 連する文§を調øすること�よ¡最ª技ƒ≈研<�手法
�つ>/実践…�学ぶ．

【B4】電気電子工学 連�英語�文§を，必-最小Ã�辞Œ�活–�よ
¡¶—≠，そ�内�を把”≠…‘�説¨すること�できる．

【C2】英語�≥文か'有–◊情Ÿを⁄き€≠研<��かす方法を›�付
ける．

成·は，担当��評�100%　と≠/評�する．担当�ごと�各学��発表，提€資G，質疑◊どをもと�100点満点で評
�≠，各担当��平均点（100点満点Îで評�する．60点以ÌをKÓとする．

履修:�
注意事項
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授4計画（専攻科ゼミナーHⅠ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

2 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

3 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

4 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

5 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

6 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

7 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

8 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

9 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

10 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

11 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

12 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

13 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

14 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

15 電気電子工学�応–� する英文 英文を輪¶≠，内�� ≠/質疑応答する．当Ôまで�担当する範ÚをÛ≠/おく．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

N
考

中間試験およˆ定期試験は実¯≠◊>．
本a目�修Ω�は，60 時間�授業�受˚と 30 時間�事E・事˝�自己学習�必-である．事E学習では，事E�配Iされた資Gで予習を≠/おくこと．事˝学習では，英文和
Û≠たŸ告Œ%を作成すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(15%), B2(15%), B4(5%), C2(65%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 研�テー�ごと�指�される．

参考書 研�テー�ごと�指�される．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年*シラバス

専攻科特別研�Ⅰ (Graduation Thesis for Advanced Course I)

津吉 彰 特任教授, 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 赤松 浩 教授, 橋本 好幸 教授, 西 敬生 教授, 小矢 美晴 教授, 藤
本 健司 教授, 加藤 真嗣 教授, 中村 佳敬 教授, 尾山 匡浩 教授, 酒井 昌彦 准教授, 河合 孝太郎 准教授, 木場 隼介 
准教授, 髙田 崚介 准教授, 田原 熙昻 講師

電気電子工学専攻・1年・通年・必修・7単位【研�】

授4�
概6�方針

本科è修êしí知îï技óò基öとして，さら�高*û専門工学分†°研�ò指導教£°§è•う．専門知î°総合化
�よ™研�開¨およÆデザイ≤能¥ò高める．研�課∑�おける問∑ò学生∫ら¨ªし，ºΩ視†òもって理論的・体系的
�問∑解«する能¥ò…う．研�課∑°設��あíってÃ研�°新規性，有用性，理論的検”ò重視する．研�°内÷ï
進捗状⁄ò確‹し，プレゼ≤テーショ≤能¥°向‚ò„るíめ¨表Âò実Áする．研�成Èò報告Ï�まとめ提Ôする．

【C2】設�しí研�テー��つΩて，専門知îòもと�研�遂•能¥ò…
う．

研�課∑°探�¥，実験計画¥，研�遂•¥ò日˜°研�活動実˙から，お
よÆ最˝°報告Ïから評ˇする．到達目標4と合わせて70�とする．

【B1】研�°経	ò整理して報告し，研�内÷ò簡��¨表する能¥ò身
��ける．

研�¨表Â30�（内÷と構成10�，¨表10�，質疑応答10��として評ˇ
する．

【B2】研�内÷��する質問��して的確�回答èきる． 研�¨表Â30�（内÷と構成10�，¨表10�，質疑応答10��として評ˇ
する．

【B4】∫ら°研�課∑と��しí英�°文献，論文ò !能¥ò身��け
る．

��しí英�論文ò∫ら°研��役立ててΩるか，日˜°研�活動状⁄ï¨
表Âè°引用実˙から評ˇする．

成˙Ã研�課∑°探求・実験計画・研�実˙およÆ最˝報告Ï°充実*è70%，特別研�¨表Â°充実*è30%とし
て評ˇし，100�満�è60�以‚ò合(とする.

専門的ûテー��つΩて，学Â¨表がèきる成Èò目指して研�ò•う°è，テー����°ある本科専門科目，ûらÆ�
卒業研��おΩて基öò身��けておくことが必.èある．

履修:�
注意事項

本教科内÷��してI，II°期間中�，最低1回°学外¨表（��学協Â�おける口5まíÃポスター¨表�ò義務�ける．
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授4計画（専攻科特�研FⅠ）

内容（テーマM目標M準Nなど）

研�Ã§:から1テー�ò;Æ担当教>°指導°もとè•うことò原?とする．（具体的ûテー�・内÷Ã担当教>と相B°‚
è«�する�

1) エネルギー°有効利用��する研� (津吉 彰 特任教授)
2) ICT技óò応用しíグローバル技ó者教LシステM開¨��する研� (佐藤 徹哉 教授)
3) 高周波電¥変換装S��する研� (道平 雅一 教授)
4) 高周波電¥変換装Sが生じる高調波解V��する研� (道平 雅一 教授)
5) パルスパワー技ó°応用��する研� (橋本 好幸 教授)
6) 大気Zプラズ�°生成と応用��する研� (赤松 浩 教授)
7) 低コスト・高信頼性ò有する駆動システMおよÆ¨電システM��する研� (加藤 真嗣 教授)
8) 半導体ï磁性体等°結eおよÆデバイス作gとそ°性能評ˇ (西 敬生 教授，木場 隼介 准教授)
9) 医用画kò用Ωí診断支oツール°開¨��する研� (小矢 美晴 教授)
10)生体信号処理とそ°応用��する研� (尾山 匡浩 教授)
11)コ≤ピュータビジョ≤��する研� (尾山 匡浩 教授)
12)リモートセ≤シ≤グ技óと応用��する研� (中村 佳敬 教授)
13)信号処理・画k処理��する研� (小矢 美晴 教授)
14)アクチュエータおよÆそ°応用システM��する研� (加藤 真嗣 教授)
15)ヒュー�≤コ≤ピュータイ≤タラクショ≤��する研� (尾山 匡浩 教授，髙田 崚介 准教授)
16)電磁アクチュエータò活用しíロボットおよÆ機電システM��する研� (酒井 昌彦 准教授)
17)光計Çとそ°応用��する研� (河合 孝太郎 准教授)
18)機械学Ñò用Ωí応用研�(藤本 健司 教授)
19)半導体デバイス°性能評ˇ・性能予Ç(木場 隼介 准教授)

N
考

中間試験およÆ�期試験Ã実ÁしûΩ．
本科目°修ê�Ã，210 時間°授業°受講と 105 時間°事前・事ã°∫己学Ñが必.èある．特別研�¨表Âò•Ω，複é°教>è評ˇする．
事前学Ñ：研�テー���êする幅ºΩ.素技óò事前�調べて∫己学Ñする．事ã学Ñ：最新論文等°調îèêí知îも活かして考ñò•う．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト プリン
配布

参考書 「電磁気����方」：砂川重信著（岩波書店）　

関連科目 本(における-電磁気�-応用数�-これに3ずる専門(78基:とし-プラズ?工�8応用(7とする．

本(においD履Fした-電磁気�-応用数�にHする知JK必Mとなる�でよQ復SしDおQこと．

神戸市立工業高等専門�校 2026年`シラバス

電磁解析 (Electromagnetic Analysis)

[前期] 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担当(7】

電気電子工�専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

電磁気�ê電気・電子工�における基:(7であり-そ��S7îê-?クスウェò�電磁方程ö8õQ理解し-工�î
応用ù8ûにつけることである．これまで本(で�SしDきた電磁気�に¢する理解8よりõめ-応用ù8§うために-数�
î¶りßい8重®した内™とする．演Sでê-¨�受講Æにわかりやすい解≤8≥める．なお本講義ê担当教¥�企業に
おける研究開発経験8∫ま�D教授する．

【A4-AE1】電位と電ª�Hº8≤ΩすることKでき-具体îな問¡に¢し
Dラプラス�方程ö8解QことKできる．

静電ª解析にHするレポー
課¡8«�-そ�課¡8黒…で解 する形ö�
演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼンテーション
で評“する．

【A4-AE1】ガウス�法’8≤ΩすることKでき-具体îな問¡8解Qこと
Kできる．

ガウス�法’�数�î表◊についDレポー
課¡8«�-そ�課¡8黒…で
解 する形ö�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プ
レゼンテーションで評“する．

【A4-AE1】静電エネòギーと静電ù8計‹することKできる．
静電ªにおけるエネòギーとùにHするレポー
課¡8«�-そ�課¡8黒…
で解 する形ö�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�
プレゼンテーションで評“する．

【A4-AE1】電気影像法8用いD静電ª�問¡8解QことKできる．
電気影像法にHするレポー
課¡8«�-そ�課¡8黒…で解 する形ö�
演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼンテーション
で評“する．

【A4-AE1】アンペア�法’8≤ΩすることKでき-具体îな問¡8解Qこ
とKできる．

アンペア�法’�数�î表◊についDレポー
課¡8«�-黒…で解 する
形ö�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼンテー
ションで評“する．

【A4-AE1】インダクタンス8計‹することKできる．
定常電流ªにおけるインダクタンスについDレポー
課¡8«�-黒…で解 
する形ö�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼン
テーションで評“する．

【A4-AE1】ファラデー�法’8≤ΩすることKでき-具体îな問¡8解Q
ことKできる．

ファラデー�法’�数�î表◊についDレポー
課¡8«�-黒…で解 す
る形ö�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼンテ
ーションで評“する．

【A4-AE1】電磁エネòギーと電磁ù8計‹することKできる．
電磁エネòギーと電磁ùについDレポー
課¡8«�-黒…で解 する形ö
�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼンテーショ
ンで評“する．

【A4-AE1】電磁ªにHする波動方程ö8≤ΩすることKでき-平面波�
解8≥めることKできる．

波動方程öと平面波にHするレポー
課¡8«�-黒…で解 する形ö�演
S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレゼンテーションで
評“する．

【A4-AE1】電磁波およÌポインティングベク
òについD≤ΩすることK
できる．

電磁ªにおけるポインティング�定理についDレポー
課¡8«�-黒…で解
 する形ö�演S8Ãう．講義内™に¢する試験-レポー
-演S内™�プレ
ゼンテーションで評“する．

成Úê-試験70%　レポー
15%　プレゼンテーション15%　としD評“する．レポー
�成Úê課¡全体�平ˆで評“
し-レポー
課¡に¢する解 8…書-解≤させることによっDプレゼンテーション�評“8Ãい-100点満点で60点以˝8
合ˇとする．

履修:�
注意事項
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授4計画（電磁解析）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンスおよÌベク
ò解析

2 ?クスウェò�方程ö

3 電磁材料

4 静電ª�演Sと静電™量

5 静電エネòギー-静電ù 静電エネòギー�定義およÌそ�‹出方法についD講義8Ãい-静電エネòギーにHする演S8Ãう．

6 電気影像法 電ªにおける境ª条��特	ならÌに電気影像法8用いた解析法についD講義8Ãい-電気影像法8用いた演S8Ãう．

7 静磁ª

8 定常電流によっD�られる磁ª 定常電流によっD�られる磁ªについD講義8Ãい-アンペア�法’8用いた解析法およÌこれにH�する演S8Ãう．

9 磁気回路 磁気回路についD講義8Ãい-磁気回路8用いた解析法にHする演S8Ãう．

10 インダクタンス インダクタンスについD講義8Ãう．各種形�におけるインダクタンス�導出8紹�した��インダクタンスにHする演S8Ãう．

11 電磁誘導

12 電磁エネòギー-電磁ù 電磁エネòギーと電磁ùについD講義8Ãい-電磁エネòギーと電磁ùにHする演S8Ãう．

13 波動方程öおよÌ電磁波�放射 電気磁気�における波動方程öならÌに電磁波にHする講義8Ãい-電磁波にHする演S8Ãう．

14 平面波とポインティングベク
ò

15 講義内™にHするプレゼンテーション

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験8実�する．

本(7�概�と講義方針-評“方法などについD≤Ωする．電磁気◊�8理解するため�数�î技法としD不可"なベク
ò
解析についD-本(で�Sした内™�復S8Ãう．

本(にD�Sした?クスウェò�方程ö8紹�し-電磁ª◊��基本となること8確$する．また登&する物理量・定数など8数
�îに整理し-次*についD+紹�する．

電気磁気�分-で¶りßう誘電体およÌ磁	体�構/と特	についD講義する．またBH¢応・EH¢応など�記3による4い
・表◊方法についD+紹�する．

電ª-電位-静電™量などについD講義8Ãう．またラプラス方程öなど8用いた解法8紹�した��静電&にHする演S8Ãう．

静磁ªにHする特	についD講義8Ãい-静磁ªについD«�られた課¡�演S8Ãう．またベク
òポテンシャòによる磁ª表
◊についD+紹�する．

電磁誘導とそ�応用についD講義8Ãい-電磁誘導にHする演S8Ãう．またフレミング�法’と�H�	などについD紹�す
る．

平面波�7�電磁波�特	ならÌにポインティングベク
òについD講義8Ãう．また平面波ならÌにポインティングベク
òに
Hする演S8Ãう．

講義内™にHする例¡8提:し-解法にHするプレゼンテーション8実�する．;いに質疑応 8Ãうことで-実践îな理解ù�
向˝8@る．

K
考
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

試��教科書�ノート�プリント�およ�電!"#$%み�禁(である．

神戸市立工業高等専門学校 2026年<シラバス

高電圧工学 (High Voltage Engineering)

電気電子工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

気体�液体�およ�固体"絶縁破壊現de説gした"$に�直流�交流�およ�インパルス高電圧"発生方te解説し�応用
分y"講義ezう．

【A4-AE1】気体"絶縁破壊理}~説gできる. 気体"絶縁破壊理}~説gできるかe前期中間試�およ�プレゼンテーシ
ョンで評âする．

【A4-AE1】液体"絶縁破壊理}~説gできる. 液体"絶縁破壊理}~説gできるかe前期中間試�およ�プレゼンテーシ
ョンで評âする．

【A4-AE1】固体"絶縁破壊理}~説gできる. 固体"絶縁破壊理}~説gできるかe前期中間試�およ�プレゼンテーシ
ョンで評âする．

【A4-AE1】直流高電圧"発生方t~説gできる． 直流高電圧"発生方tとして�整流回èe利用した方t~説gできるかe前
期定期試�およ�プレゼンテーションで評âする．

【A4-AE1】交流高電圧"発生方t~説gできる． 交流高電圧"発生方tとして�試�用変圧ìおよ�共振現de利用した方
t~説gできるかe前期定期試�およ�プレゼンテーションで評âする．

【A4-AE1】インパルス放電"発生方t~説gできる． インパルス放電"発生方t~説gできるかe前期定期試�およ�プレゼンテ
ーションで評âする．

【A4-AE1】直流�交流�インパルス電圧およ�電流"計測方t~説gでき
る．

直流�交流�インパルス電圧およ�電流"計測方t~説gできるかe前期定
期試�およ�プレゼンテーションで評âする．

【A4-AE1】高電圧機ìと安全対ùについて説gできる． 高電圧機ìとして�~いし†ブッシン£"特•e説gできるかe前期中間試
�およ�プレゼンテーションで評âする．

【A4-AE1】パルスパワー"発生回èおよ�特•について説gできる． パルスパワー"発生回èおよ�特•について説gできるかe前期定期試�
およ�プレゼンテーションで評âする．

成®��試�90%　プレゼンテーション10%　として評âする．総合評âe100点満点とし�60点以Øe合∞とする．

「高電圧パルスパワー工学 (実践的技術∑"ため"電気電子系教科書シリーズ)」：高木 浩一� 金澤 誠司� 猪原 哲� Ø
y 崇寿� 川崎 敏之� 高橋 克幸(理工図書))

「放電プラズ–工学」：z村建”オー’社）
「放電プラズ–工学」：八坂保能”森北出版）
「高電圧プラズ–工学」：林泉(丸善)
「プラズ–工学」：小越澄雄”電気書院）
「EE Text 高電圧パルスパワー工学」：秋山秀典(オー’社)

E3�D3：電気磁気学I�E4�D4：電気磁気学II�E4：放電現d(選択科目)�AE2：プラズ–工学

履修:�
注意事項
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授4計画（高電圧工学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3 液体中"放電現dと絶縁破壊 液体中で"導電と絶縁について説gできるようになる．

4 固体中"放電現dと絶縁破壊 固体中で"導電と絶縁について説gできるようになる．

5 沿面放電とそ"対ù 沿面放電"発生機˘およ�そ"対ùe説gできるようになる．

6 高電圧機ìと安全対ù ~いし†ブッシン£など"高電圧機ìについて説gできるようになる．

7 中間試� これまで"内ˇについて中間試�ezう．

8 試�返�およ�解説ezう．交流高電圧"発生方tについて説gできるようになる．

9 直流高電圧発生方tについて説gできるようになる．

10 インパルス電圧"発生方tについて説gできるようになる．

11 高電圧"計測方tについて説gできるようになる．

12 大電流"計測方tについて説gできるようになる．

13

14

15 演習 演習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

気体中"放電現dと絶縁破壊1 気体中で"絶縁現d"基�としてタウンゼント理}e説gできるようになる.

気体中"放電現dと絶縁破壊2 気体中で"絶縁現dについて�ストリー–理}e説gできるようになる.

試�返��高電圧"発生I

高電圧"発生II

高電圧"発生III

高電圧・大電流"計測I

高電圧・大電流"計測II

パルスパワー"発生I パルスパワーe発生する電気回èについて説gできるようになる.

パルスパワー"発生II パルスパワー発生回è"各˘成要�について説gできるようになる.

K
考

前期中間試�およ�前期定期試�e実
する．
本科目"修�に��30 時間"授業"受講と 60 時間"事前・事後自己学習~必要である．事前学習で��次回"授業範�について教科書e�み各自で理解できないところe
整理しておくこと．事後学習で�授業ノートe復習し�次回授業で"プレゼンでショート講義ezうこと.
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科　目

担当教員 河合 孝太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 必���じ�資��配布

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年.シラバス

光波電子工学 (Optical Wave ElectronicD)

電気電子工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

光波R媒質U�入WしYZ�[じ\光]材�_相互作c�主e]し，これら�利cしY光デバイスm光学設計理q_理
r�目t]す\．これら_原理�理rす\Yめ�，レン{m複屈折��Äす\媒体U（非等方�媒質UÖで_光波伝搬，偏
光変調特�，反W・屈折・干渉・回折など_幾何光学]波動光学�ベース]しY光学理q�つい�，数õ�úづいY定量
的理r�ú°]し，各現§_定�的理r•目t]す\．

【A4-AE2】幾何光学�úづいY光_反W屈折m平面波_伝搬]エネル
ギーなど，光波_ú°的な波動的�質�理rし，説≠でき\．

レン{_形∞m屈折±�依≥す\光波_伝搬_取µm平面波_伝搬]エネ
ルギーなど，光波_ú°的な波動的�質_理r.�U間試∏]レポー∫�よ
º評æす\．

【A4-AE2】等方媒質m非等方媒質Uで_光_伝搬_仕方�理rし，偏光
子m光ファイバなど�おけ\光_伝搬��cでき\．

光波_時間・空間的変∆�«す\フェルマー_原理m，直線偏光・円偏光な
ど_光_�質�理rし，種Œ_媒質Uで_光波_伝搬_定量的な取µ�«
す\理r.�U間試∏]レポー∫�よº評æす\．

【A4-AE2】光波_干渉現§�úづœコヒーレンス_r“�つい�理rし，
レー”干渉計m計‘�«’づけ�説≠でき\．

光_干渉]コヒーレンス÷_推定，光_回折現§]単スリッ∫，矩形開口，円形
開口など簡単な形_開口�よ\フラウンホーファ回折_計‡など_理r.�
定期試∏]レポー∫�よº評æす\．

【A4-AE2】光_粒子�m波動�など�«す\量子現§�つい�，ダブル
スリッ∫_実∏など�úづき説≠でき\ ．

光_量子現§�«Âす\物理現§�つい�，ダブルスリッ∫�cいY実∏]コ
ヒーレンス理q�«’づけY観Ëから_理r.�定期試∏]レポー∫�よº評
æす\．

成Îは，試∏85%　レポー∫15%　]し�評æす\．試∏成Îは，U間試∏]定期試∏_相加平�]\．60Ë以Ú�合
Û]し，小数Ë以ıはˆº˜�\．

「ヘク∫光学」：Eugene Hecht著（丸善出版Ö
「PrincipleD of OpticD」：Max Born， Emil Wolf 共著（CAMBRIDGE UNIVERSITY PRESSÖ
「光学」：谷田貝 豊彦 著（朝倉出版Ö
「物理光学ー媒質U_光波_伝搬ー」：黒田 和男 著（朝倉書店Ö
「�c光学I」：鶴田 匡夫 著（培風館Ö

光エレク∫ロニクス(電子工学科5年)，電気材�(電気工学科5年)，光�c計‘(専攻科1年)

履修:�
注意事項

°授業は，光波]材�_相互作c�«す\定量的な内容（数õµいÖR大1_内容�2め\．しYRっ�，光波_�cm
そ_定量的理q�5œ興7Rあ\，まYは光学m材�，そ_周辺�c分=_知?R必�であ\場合�Aっ�，履Cす\こ
]�推Dす\．まY，光�c計‘（専攻科1年Ö�履Cす\場合は，履Cし�おœこ]REましい．
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授4計画（光波電子工学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 光学_分F]位Gづけ，媒質_屈折±]位相変∆，反W]屈折現§

2

3

4

5

6

7

8 U間試∏ U間試∏まで_授業内容�«す\試∏�実Hす\．

9

10

11

12

13 量子光学：光_粒子�]波動�，光_量子現§

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

幾何光学・波動光学・量子光学・�c光学]いっY各分=_概�]光学_�cJなど�つい�説≠す\．光]材�_相互作c
_ú°]な\屈折±_定義]材�U_誘電分L�úづœ光波_位相変∆，反W]屈折現§�つい�説≠す\．

幾何光学I：フェルマー_原理�úづœ媒質U_光伝搬 光_伝搬]幾何光学_ú°原理であ\フェルマー_原理�つい�説≠し，°原理�úづい�，反W_法N]屈折_法N（スネ
ル_法NÖR導出でき\こ]�説≠す\．

幾何光学II：レン{_公õ，結像特� レン{_概�m種F�つい�説≠す\．球面レン{�おけ\レン{_公õ�cい�結像特�mカメラm顕微Xなどで_レン{設
計�ど_よう�cいられ\か説≠す\．

幾何光学III：”イデル5収[]色収[，収[補正，カメラ�c レン{�よº[じ\”イデル5収[]，屈折±_波÷分散特�（セルマイヤー分散方程õÖ�úづœ色収[�つい�説≠す\．cº
]収[，被写界深.]_«’，色収[補正_Yめ_異常分散材�，デジタルカメラ_光学系設計m撮像原理�つい�•nれ\．

幾何光学IV：光線追跡法（マ∫リクス光学Ö レン{m空間�2x2_行rで表現し，これら_行rt�よっ�光伝u�計‡でき，最終的な像[成m結像特�R評æでき\こ]
�説≠す\．

波動光学I：光波_複素振幅表示 マクスウェル_方程õから導かれ\波動方程õ_r�複素振幅表示で表現す\こ]�よº，光波]媒質_相互作c_取ºµい（
位相計‡ÖR簡|�な\こ]�説≠す\．

波動光学II：複素振幅表示で_偏光およ}偏光∞~_ベク∫ル取ºµ
い

完全偏光，部分偏光，非偏光それぞれ_定義�説≠す\．まY，完全JoneDベク∫ル�導入す\こ]で，完全偏光_偏光∞~�ベ
ク∫ル表現でき\こ]�示す．さら�，実Z_計‡�おい�簡単∆_Yめ�導入され\規Û∆JoneDベク∫ル�つい�説≠し，代表
偏光_表現方法�つい�•説≠す\．

試∏返却・波動光学III：光学媒体_JoneD行r表â]光波伝搬計‡，
回転検光子法�よ\偏光計‘

光学媒体�おい�[じ\振幅]位相_変∆�2x2_JoneD行rで表現でき\こ]�示し，これら_JoneD行r]JoneDベク∫ル_
t�よっ�，媒体U_光波伝搬R計‡でき\こ]�示す．まY，回転行r_導入方法m，光波_偏光∞~Rど_よう�計‘され\
か•説≠す\．

波動光学IV：1e・2e光学異方�媒体�おけ\常光/異常光屈折±，
光学異方�媒体U_光波伝搬

方rçm液晶材��代表され\光学的な非等方�材�（光学異方�媒体Ö]そ_屈折±定義，実効（Ä効Ö屈折±�つい�説
≠す\．光学異方�媒体U_伝搬�よ\偏光変調�r説し，液晶ディスプレイ_構î�JoneD計‡でâïしYÚで，表示原理�
つい�•説≠す\．

波動光学V：光波_干渉]偏光干渉_ú礎，時間的/空間的コヒーレン
ス]可干渉�

2光波干渉�よºòYな波動（干渉縞ÖR形成され\光波干渉�つい�，光波_複素振幅�2次元波数ベク∫ル�導入す\こ]で
計‡でき\こ]�示す．時間的/空間的コヒーレンス�つい�説≠し，可干渉��úづœ干渉光学系_設計指ù]ûコヒーレンス
干渉�cいY計‘�c�つい�説≠す\．

波動光学VI：光波_回折，振幅型/位相型回折Û子
単スリッ∫開口�よ\光波_回折現§�つい�，Fraunhofer回折理q�ベース]し�説≠す\．まY，開口«数_フーリエ変°R
Fraunhofer回折像_振幅分布�¢え\こ]�証≠し，それら_�cÚで_意義�r説す\．�c]し�振幅型/位相型回折Û
子�つい�説≠す\．

光電子効¶m物質波_�質�úづき，光_粒子的�質]波動的�質_二重��つい�説≠す\．ダブルスリッ∫�cいY実∏
]コヒーレンス理q�«’づけY観Ëから，光_量子現§�«Âす\物理現§�つい�説≠す\．

�c光学I：©_回º_光_�c 光通信，表示素子，光計‘，医c光学，分光・分析技術，]いっY光�cいY©_回º_技術�つい�，これまで学∞しY光学理q
�úづい�，原理m�c±�詳≥�説≠す\．

�c光学II：±端光�c技術 ホログラフィ，非線形光学，光変調，メタマテリアル，光量子計‡]いっY，近年研∫され�い\光�c技術_内容�原理]•�紹
ºす\．

L
考

前期U間試∏およ}前期定期試∏�実Hす\．
°科目_CΩ�は，30 時間_授業_受講] 60 時間_事前・事後自己学∞R必�であ\．事前学∞では，次回_授業範≈�つい�教科書等�∆«各自で理rできない]ころ
�整理し�おœこ].事後学∞では，授業U�説≠されY問題等_復∞�行う]共�，授業最後�課題R出されY場合は指定期œまで�レポー∫�提出す\こ].
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科　目

担当教員 西 敬生 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ����波��エネル��関�につい 中間試$%出'し)評+する．

2 /�導出1中間試$%出'し)評+する．

3 /�意3につい レポー78中間試$%出'し)評+する．

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配布資料

参考書

関連科目

授>に?電A1持C�こ�．

神戸市立工>高等専門学校 2026年Rシラバス

�物性工学 (Optical Properties of Materials)

電気電子工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

現v�キーテクノロジー�}1~めÄ�デバイス�原Ñ8応用技à1ÑâするÄめに)�吸ã�本ç8)半導体中���
伝搬)半導体í%�電子���相互作用など�基ôかõ学úする．

【A4-AE2】����波��エネル��関�1Ñâし)物ç�禁制帯†か
õそ�物ç���見£がつくようになる．

【A4-AE2】マクスウェル�方程/かõ波動方程/1導出するこ�が%きる
．

【A4-AE2】�吸ã�数)反射≤8屈折≤など�/1間単に説∂%きる．

【A4-AE2】半導体��吸ã�原Ñについ 簡単に説∂%きる． 半導体��吸ãについ ま�めÄレポー78)これに関する定期試$問'によ
º評+する．

【A4-AE2】半導体�発��原Ñについ 簡単に説∂%きる． 半導体�発�につい ま�めÄレポー78)これに関する定期試$問'によº
評+する．

【A4-AE2】分øなど�学現¿�微視的機≈につい 簡単に説∂%きる． 分ø8それに関する�学現¿�微視的機≈につい レポー78定期試$問
'によº評+する．

成«?)試$90%　レポー710%　�し 評+する．100点満点中60点以Ã1合Œ�する．試$点?2œ�試$�平—�
する．

「応用電子物性工学」 ：佐藤勝昭)越田信義 ‹コロfi社）
「機能性材料�Äめ�量子工学」：山田興治)佐藤勝昭)八木駿郎)伊藤彰義)澤木宜彦)佐宗哲郎‹講談社）
「半導体工学 第3版-半導体物性�基ô-」：高橋 清) 山田 陽一 ‹森北出版）
「�物性基ô」：工藤恵栄‹オーˇ社）

電子デバイス(本科電子工学科3年))電子工学(本科電気工学科3年))半導体工学(本科4年))電気材料(本科電気工学
科5年)

履修:�
注意事項
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授4計画（光物性工学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 �エレク7ロニクス�半導体

2 ��分類 電磁波・��分類)��単位)物ç��につい 説∂する．

3 波動方程/による��表現 マクスウェル�方程/かõ波動方程/1導出し)電磁波につい 説∂する．

4 ��強R�エネル� ��強R・エネル�につい �べる�
に)/によっ これõ1表現する．

5 反射�屈折�法則)反射≤�透過≤1説∂する��もに)/�導出1�う．

6 前œ��き1�う．

7 物ç中�電磁波�電気分ø

8 中間試$ これま%�í�につい 試$1�う．

9 試$â答â説)�学現¿�微視的機≈

10

11 先���き%バン�間吸ãについ 説∂する��もに)励起子吸ãについ も説∂する．

12

13 前œに�き�き)遷移元素不純物に関する吸ãについ "ºÃげる．

14 半導体�発�：ルミネッセンス�物Ñ 半導体�発�メカニズˇについ )吸ã�同様)電子�遷移過程1Äどºながõ)ど�ようなも�があるか説∂する．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

こ�講義�ガイダンス�現v��エレク7ロニクス�発/8�デバイス�応用分0などに関し 紹2する．まÄ半導体��物性
に関する導入41â説する．

��反射�屈折I

��反射�屈折II

物çに�が吸ãされる�?どういうこ�か)屈折≤�?7かについ 電気分ø��関�性�合わせ 説∂する��もに)物ç中1
伝搬する�1/%表現する．

中間試$�â説1�う．7œ;�分øについ 微視的な観点かõâ説する．

半導体��吸ãI：バン�間吸ã 半導体に�が照射されÄ�きに起こる吸ãについ 四�にわÄっ 説∂する．最@?バン�間吸ãについ )直接遷移C�間接
遷移C��Dいについ 説∂する．

半導体��吸ãII：バン�間吸ã�励起子吸ã

半導体��吸ãIII：遷移元素不純物に関する吸ã ルビーなど�宝G�着�?固体íに遷移元素が添Kされ)そ�遷移元素イオンによる吸ãが原L�なっ いる．これõ�吸ãに
つい 説∂する．

半導体��吸ãIII：遷移元素不純物に関する吸ã

半導体�発�：バン�端発��バン�-不純物間発�)D-A対発� 半導体におい v表的な発�機≈%あるバン�間発�)バン�不純物間発�)D-A対発�1"ºÃげ)それぞれについ 説∂す
る．

K
考

前期中間試$およR前期定期試$1実Tする．
本科;�修Vに?)30 時間�授>�受講� 60 時間�事前・事後自己学úが必^%ある．試$に?電A1持Cするこ�．事前学ú�し シラバス�各œに記aし いる文cに
つい 調eし おくこ�．事後学ú�し 授>�各œ%配布しÄ資料1よくfみ)出'されÄ演úについ â答するこ�．
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科　目

担当教員 木場 隼介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 資��配�する．

参考書

関連科目

関連科� 学"し$内&�理(しておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年;シラバス

先端半導Dデバイス (Advanced Semiconductor DeviceU)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

最先端f半導Dデバイスについてj材�jデバイス構造j新原理などf観sかu学"する．vめにjトランジス{f微細~f
現Äと問題sやj半導Df理Ñf基Ü�学"する．そf後j先端半導Dにàいuれるデバイスf新構造や新材�jま$現
在åんに研èされているような新技îや先端材�についてï学"する．

【A4-AE2】トランジス{f微細~f現Äと問題sについて説ó きる． トランジス{f微細~f現Äと問題sについて説ó きること�中間試験及
ûレポートによ¢評§する．

【A4-AE2】半導Df基Ü理Ñについて説ó きる． 半導Df理(f基Üとなる理Ñについて説ó きること�中間試験及ûレポ
ートによ¢評§する．

【A4-AE2】微細~f問題s�(•する$めf先端材�f優位ßについ
て説ó きる．

微細~f問題s�(•する$めf先端材�f優位ßについて説ó きるこ
と�中間試験及ûレポートによ¢評§する．

【A4-AE2】SOIやFinFET技î・新材�デバイスについて説ó きる． SOIやFinFET技îj新材�デバイスについて説ó きること�中間試験・定
期試験及ûレポートによ¢評§する．

【A4-AE2】単電子トランジス{などf先端技îについて説ó きる． 単電子トランジス{などf先端技îについて説ó きること�定期試験及û
レポートによ¢評§する．

【A4-AE2】既ÆfSi系太陽電≤と最新fHIT太陽電≤f¥いおよû
TFT技îについて簡単に説ó きる．

既ÆfSi系太陽電≤と最新fHIT太陽電≤f¥いおよûおよûTFT技îに
ついて簡単に説ó きること�定期試験及ûレポートによ¢評§する．

【A4-AE2】メ{マテリアªについて説ó きる． メ{マテリアªについて説ó きること�定期試験及ûレポートによ¢評§す
る．

成Ωはj試験90%　レポート10%　として評§する．試験90%¿はj中間試験と定期試験f相加平ƒ�とる．100s満s
 60s以«�合…とする．

「工学系f$めf量子力学」 ： «羽　弘 （森北出版）
「電子・物ß系f$めf量子力学　デバイスf本Ÿ�理(する」 ：小野　行徳（森北出版）
「半導Df物理[改訂版]」 ： 御子柴　宣夫（培風館）
「半導Dデバイス」 ： 松波　弘之j吉本　昌広（共立出版）
「集Òナノデバイス」 ：  平本　俊郎 編著（丸善）

電子デバイス(電子工学科3年)j電子工学(電気工学科3年)j半導D工学(電気工学科・電子工学科4年)j電気材�(電気
工学科5年)

履修:�
注意事項
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授4計画（先端半導Fデバイス）

テーマ 内容（目標・準Oなど）

1 ガイダンスと復" 本講義f概要説óおよû履�するにあ$って必要な知��復"する．

2 ムーアf法�とトランジス{f微細~f現Ä こf講義fガイダンスとjムーアf法�に�って行われてき$トランジス{f微細~f歴�と現Äについて説óする．

3 バン�理Ñ 先端半導Dデバイス�理(するにあ$って不可�となるバン�理Ñについてそf概要�理(する．

4 伝導f理Ñ 先端半導Dデバイス�理(するにあ$って不可�となる伝導f理Ñについてそf概要�理(する．

5 DIBL

6

7 HEMT

8 中間試験 前半部¿ 授業��け$内&�理( きているか�評§する．

9 中間試験f(�と(説 試験問題f(�と(説j採s基�f説ój試験範!f復"�行う．

10 低次元材�デバイス カーボンナノチューブjグラフェン�はじめとし$j炭素材�や低次元材��応àし$デバイスについて説óする．

11 パワーデバイス

12 有機半導Dデバイス そf物ßかu様6な応àにàいuれる有機半導Dデバイスについて説óする．

13 単電子トランジス{ è7f低消費電力デバイスといわれる単電子トランジス{について説óする．

14

15 メ{マテリアª メ{マテリアªf基Üとjそf期:される応à事<について説óする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

MOSFETf=チャネª~によって@じる�レイン誘起障壁低下（Drain-Induced Barrier Lowering; DIBL）について説óす
る．

SOIとFinFET LSIf高速ßと低消費電力~に寄KするSOI(Silicon on InUulator)技îとFinFET構造について説óする．

異種~合物半導D同Pおよû金RとfヘテT接触構造�有する高電子移動;トランジス{（HEMT）について説óする．

ワイ�ギャッ[半導DといわれるSiC�àい$トランジス{について説óする．

ヘテT接合太陽電≤・薄^トランジス{（TFT）技î ヘテT接合太陽電≤（HIT太陽電≤）について説óする．液`ディス[レイf駆動素子としてàいuれるアモªファスシリコン
TFTやポリシリコンTFTおよû結`~技îについて説óする．

O
考

後期中間試験およû後期定期試験�実hする．
本科�f�iにはj30 時間f授業f�講と 60 時間f事前・事後自己学"�必要 ある．事前学"はj授業範!について事前調査・予"�行い各自 理( きないところ�整
理しておくこと．事後学" はj授業 学んだことについて各自復"すること．ま$j授業 tされるレポートま$は提出不要f演"問題�実hすること．
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科　目

担当教員 河合 孝太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「光計測入門」：左貝潤一著（森北出版）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年6シラバス

光応用計測 (Optical Measurement)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

光Z[位相，強6，偏光，コヒーレンスe利用しh光計測技j[基lかn最p[応用事rまでe網vしw解yする|物理光
学[理�が，実Ç[産業ÑÖ研究開âにおいwど[ように高精6ë計測手ìとしw実ïされwいるかe理解することe目
öとする|õに，非接触・非破壊・高精6という光計測[利°e¢かしhõ徴§ëシステ¶設計e理解するhめに，計測原
理[理解と誤差要≠ëど[定量§評±に重°e≥いw解yする|

【A4-AE3】光計測[基l，光[õ徴，光学[基l事¥についw，理解し，y
∂できる|

光計測[基l，光[õ徴，光学[基l事¥についw，理解し，y∂できるかe
どうかe，定期試πで確ªする|

【A4-AE3】光学ºで[結像õ性，光計測[基本§ë手ìについw，理解
し，y∂できる|

光学ºで[結像õ性，光計測[基本§ë手ìについw，理解し，y∂できるか
e，定期試πで評±する|

【A4-AE3】干渉計測，レー√利用[光計測手ì，ƒさ・距∆[計測につい
w，理解し，y∂できる|

干渉計測，レー√利用[光計測手ì，ƒさ・距∆[計測についw，理解し，y∂
できるかe，定期試πで評±する|

【A4-AE3】形状・…さ[計測，変位・変形・振Ã[計測についw，理解し，y
∂できる|

形状・…さ[計測，変位・変形・振Ã[計測についw，理解し，y∂できるかe，
定期試πで評±する|

成Œは，試π85%　レポート15%　としw評±する|試π成Œは，中間試πと定期試π[相加平ÿeとる|60°以⁄e合
€とし，小数°以fiはfl‡·wる|

「ヘクト光学」：Eugene Hecht著（丸善出版）
「Principles of Optics」：Max Born， Emil Wolf 共著（CAMBRIDGE UNIVERSITY PRESS）
「応用光学 光計測入門」：谷田貝 豊彦 著（丸善出版）
「最p 光三次元計測」：吉澤 徹 著（朝倉書店）
「光計測ポケットブック」：日本光学測定機工業会 編（朝倉書店）

光エレクトロニクス(電子工学科5年)，電気材料(電気工学科5年)，光Z電子工学(専攻科1年)

履修:�
注意事項

本授業は，光Ze計測に応用する技jについw，定量§ë内���め講義する|応用�‡[内�にëっwいる一�で，基本
原理[理解には光学[基l理�[理解が不可 とëる|本授業内で�初歩§ë理�についwは#‡$うが，詳&ë光学
理�[習([hめに，光Z電子工学（専攻科1年）e履*しwおくことが,ましい|
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授4計画（光応用計測）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 光計測[定義と光[õ徴

2 光学[基l理�

3 光学ºで[結像õ性と計測精6

4 幾何学§光計測手ì（三角測量と光fl断ì） 球面反射5による結像õ性，レン6[収差，レン6とプリ6¶[位相変換作用e解yする|

5 精密焦°検出と顕微5計測

6

7 光[可干渉性（コヒーレンス）

8 中間試π 中間試πまで[授業内�にAする試πe実Bする|

9 位相シフト干渉ìによる高精6計測

10 光ヘテロダイン干渉ìと周Z数計測

11

12

13 偏光計測（エリプソメトリ）と材料評±

14 光ファイバ自KeセンMとしw用いるNみ・温6計測技jと，インフラモニタリンSへ[応用についwy∂する|

15 先端光計測技j[Ã向 近年研究されwいる光計測技jについw紹Zし，それn[原理についw最p�\ëどe引用しëがn解yする|

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

光計測[定義，光[4つ[õ性（強6・Zƒ・位相・偏光）と測定量[A^についw概yする|まh，計測目§に応じh適flë光[
õ性[選択指cについw�触れる|

光dと屈折率，光Z[複素振幅表示，干渉・回折・偏光[基lについwy∂する|õに光計測における光Z[「位相」[重要性に
ついwy∂する|

薄肉・厚肉レン6[結像公式，球面反射5，およt√イデル5収差についwy∂する|結像性wが計測精6（分解wÖNみ）に与
える影|と，計測用光学º設計[留意°についw解yする|

非°収差ì，臨Ñ角ì，オートコリメータによる微小変位計測についwy∂する|まh，共焦°レー√顕微5[原理と，回折限Ñe
Çえるhめ[光学§ë工Éについw解yする|

2光束干渉計測[基l
マイケルソン/マッハツェンダー/フィゾー等[各種干渉光学計[構成と，干渉è[形成原理についwy∂する|実環ëにおける
干渉è[安定性と振Ãノイ6[影|Ö精6についw�触れる|

時間§・空間§コヒーレンス[物理§ë意ñと，可干渉性が干渉è[コントラスト（可視6）に与える影|についw解yする|計
測目§に応じh光ò[スペクトル幅[選定�ìey∂する|

干渉è[強6分öかn位相情úe直接抽出する位相シフトì[原理とアルゴリ6¶についwy∂する|ピエゾ素子による走£と
，ナノメートルオーダー[面形状計測へ[応用についw解yする|

2つ[•ëる光周Z数e用いh光ヘテロダイン検Z[原理についwy∂する|位相情úe時間（ビート周Z数）に変換することで
(nれるÇ高精6ë計測手ìについwy∂する|

ßコヒーレンス干渉ìと光干渉断層計(OCT)
白色干渉計[原理と，医療分≠においw生K断層画像計測に用いnれるOptical Coherence Tomography (OCT)技jにつ
いwy∂する|分散補≥[重要性と，時間ゲートによるµさ分解w[実現�ìについw解yする|

回折€子・プリ6¶e用いh分光計測・FTIR 分光∏[基lと分光計測[応用と意義についwy∂する|さnに，分光∏[分解w，スリット幅と回折限Ñ[A^，応用[一つと
しwFTIRe解yする|

偏光状π[変∫e利用しw屈折率Ö膜厚e決定するエリプソメトリ[原理e学ぶ|Jones行¿e用いh偏光計測º[解¡と，光
学•�性材料[評±手ìについw解yする|

光ファイバセンM：FBG（ファイバーブラッSSレーティンS）と分ö型
計測

K
考

後期中間試πおよt後期定期試πe実Bする|
本科目[*(には，30 時間[授業[受講と 60 時間[事前・事後自己学習が必要である|事前学習では，次回[授業範…についw教科書等e み各自で理解できëいところ
e整理しwおくこと.事後学習では，授業中にy∂されh問題等[復習e行うと共に，授業最後に課題が出されh場合は指定期日までにレポートe提出すること.
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(30%), A4-AE3(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年�シラバス

システ#制御工学 (Systems Control Engineering)

[後期] 田原 熙昻 講師

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

制御対KLモデO化，線Sシステ#理UV基Xとし，ロバス\制御などL設計理UV学ぶ．また，シミュレーションソフ\とし
てMATLAB・Scilab・PythonVwいて，実z{シミュレーションV|い，制御設計L手~V習Äする．

【A4-AE3】動的線Sシステ#V状態方程式・出力方程式LSå表éし，
そL構造的性質(可制御性，可観測性など)V解òåきる．

簡単な線Sシステ#V状態方程式・出力方程式LSå表éし，システ#L性
質V評úåきるか，レポー\{て評úする．

【A4-AE3】簡単な集中定数£L物理システ#{ついてモデO化がåき，
状態方程式，出力方程式LS{整理åきる． 簡単なシステ#V®として，制御モデOV導出åきるか，レポー\{て評úする．

【A4-AE3】ロバス\制御{ついて，é代制御とL´いV説≠åきる． 不Øかさがある制御対K{対して，不ØかさV考≥したモデOV表éåきるか
，定期試µ{て評úする．

【A4-AE3】代表的なロバス\制御åあるH∞制御{ついてそL特πおよ
º構ΩV説≠åきる．

簡単な線Sシステ#{対してH∞制御問øV構Ω出¿るか，レポー\およº定
期試µ{て評úする．

【A3】シミュレーションソフ\（MATLAB，Scilab，Python等¬{より，モデO
V表éし，可制御性・安定性などV評úし，システ#L応答特性Vシミュレ
ーションåきる．

簡単なシステ#V®として制御モデOVMATLAB・Scilab・PythonLいずれ
かå記 し，可制御性・安定性などV評úし，応答特性Vシミュレーションåき
るか，レポー\{て評úする．

【A3】MATLAB・Scilab・Python{より，H∞制御Lコン\ローラV設計し，
そL効ÕVシミュレーション{よりØŒåきる．

簡単なシステ#V®として，H∞制御Lコン\ローラL設計およºそL効ÕV
MATLAB・Scilab・PythonLいずれか{よりシミュレーションåØŒåきる
か，レポー\{て評úする．

Ωœは，試µ70%　レポー\30%　として評úする．総合評úは100点満点とし，60点以÷å合◊とする．

「実Ÿロバス\制御」：平田光男著(コロ‡社)

「システ#制御理U入門」：小郷寛・美多勉共著(実教出版)
「®øå学ぶ é代制御L基X」：鈴木隆・板宮敬悦共著(森北出版)
「MATLAB{よる制御£設計」：野波健蔵編著(東京電機大学出版局)
「ロバス\最適制御」：劉康志・羅正華共著(コロ‡社)
「線Sロバス\制御」：劉康志著(コロ‡社)

電子工学�か	
んåきた学生：制御工学I，制御工学II，ソフ\ウェ�工学．電気工学�か	
んåきた学生：制御工学

履修:�
注意事項

システ#制御工学åは，制御工学L基X的な知�と実z{制御設計V|うため{簡単なコンピュータシミュレーションL
知�V前�としている．また，古典制御理U�線S代数Vよ�復習してお�こと．
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授4計画AシステC制御工学）

テーマ 内容A目標・準Lなど）

1 フィードバッ"制御とロバス\制御

2 線Sシステ#L表éと構造的性質　

3 システ#L安定性

4 状態フィードバッ"制御と最適制御

5 状態観測器（オブザーバ¬Vwいたフィードバッ"制御器

6 メカニカOシステ#Lモデリング

7

8 モデOL不ØかさL表é

9

10 小ゲイン定理とロバス\安定

11

12

13

14

15 総合演習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

フィードバッ"制御åは，安定，正Ø，俊0{制御V|うため{制御対KL特性V知り，適1なフィードバッ"V|わなければな	な
い．そLため{5正ØなモデOが必7となるが，必ずし5正ØなモデOがÄ	れるとは8	ない．モデO{不Øかさがあって5安
定性，制御性:V保<することV考えるLがロバス\制御åある．

線Sシステ#V対Kとし，状態方程式，出力方程式{よって表éする．これ	L方程式より，線Sシステ#L構造的性質(可制御性
，可観測性，極，零点など)L分ò方~V知る．

制御するということV考えるうえå，まず前�となることが，「安定」åある．ここåは，安定性{ついてL定義V|い，線Sシステ#
が安定åあるためL条Bおよº安定化~{ついて講義する．

状態フィードバッ"制御{よる安定化L方~と最適制御{よる制御設計{ついて学ぶ．最適制御はある評ú関数V最小とする制
御åあり，状態フィードバッ"å実éされる．最適制御{は，評ú関数V最小{するだけåはな�，位相余裕・ゲイン余裕Vある程�
Ø保åきるロバス\性V5つことV合わせて学ぶ．

一般化したフィードバッ"制御£L基本構ΩV紹Mするとと5{，NてL状態V観測することが出¿ない場合{は，状態観測器
(オブザーバ)Vwいて状態PV推定し，そL推定Påフィードバッ"制御£V構ΩすることがåきることV学ぶ．

実z{，RかV制御しようとする場合，制御対KV数学的{表éすることが必7となる．ここåは，メカニカOシステ#{ついて，ニ
ュー\ンL運動方程式あるいはラグランジュL運動方程式Vwいて物理モデOVUり，さ	{，制御モデOVUΩすることV学ぶ．

シミュレーションソフ\（MATLAB，Scilab，Python等¬{よるシミュレー
ション

制御£L設計V|う{は，CADツーOが不可Xåある．制御£LCADツーOとしてよ�Yわれる5L{
MATLAB，Scilab，Pythonなどがある.ここåは，制御£設計L一[L\れV，MATLAB・Scilab・PythonLいずれかVwいて
シミュレーションし，理解V]める．

実zL制御対Kåは，特性Lば	つきとか，モデOL複_さなど{より，正ØなモデOがÄ	れないことが多い．これ	V不Øかさ
として，`LSåモデO{abcむことV考える．

数学的な準備(ノO#)
制御性:，モデO化誤iなどV評úする{は，真kか	LずれPV定P的{評úする必7がある．大きさV測る尺�としてベ"\
OなどL大きさL概oV一般化したノO#がある(関数{対して5拡qされている)．ここåは，ノO#L概oおよº具体的な計算
方~{ついて学º，数学的な基XVu{つける．

不ØかさVvむ制御対K{対して，安定な制御器V構Ωする÷å，そL安定性V保<する定理が小ゲイン定理åある．こL定理
{ついて説≠し，不Øかさがあるシステ#åL安定性(ロバス\安定性)V保<する条BV導�．

H∞制御1：制御問øとH∞ノO# ロバス\制御条BL多�はH∞ノO#{関する不等式åwえ	れる．そL関xとH∞ノO#不等式V満yする制御器L設計~が
必7となって�る．ここåは，制御問øとH∞ノO#L関x{ついて説≠する．

H∞制御2：H∞制御問ø H∞制御問øV定義し，そL解~{ついて べる．解~{ついては，2つLRiccati方程式V解�方~とLMI(線S|列不等式)解
~L2つL方~が有~åあるが，ここåは2つLRiccati方程式V解�方~{ついて，Yい方V�として説≠する．

H∞制御3：H∞制御L具体® ロバス\制御L1つ{H∞制御があり，こL制御方~{ついて考え方L概7と，Yい方(解~)V®ø中Ä{説≠する．

MATLAB・Scilab・PythonVwいたロバス\制御LモデO化と制御
器L設計

MATLAB・Scilab・PythonLいずれかVwいて第13Ç{説≠した®øLシミュレーションV実|し，コン\ローラL特性，制御
器V実ÉしたときL応答特性VÑめ，理解V]める．

1Çか	6Ç，8Çか	13Çまå{習ったことV演習問øVÜしてさ	{理解V]める．

L
考

後期定期試µV実áする．
本�àL修Ä{は，30 時ãL授業L受講と 60 時ãL事前・事後自己学習が必7åある．事前学習åは，次íL授業範î{ついて教�書・資óVòb，各自å理解åきないと
ころV整理してお�こと．事後学習åは，授業最後{課øV配ùするLå，指定期üまå{レポー\V�出すること．
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科　目

担当教員 秋山 肇 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年2シラバス

応用電気回路学 (Applied Electric Circuit)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

電気回路Q電気・電子工学におけU基礎科目であり，そ]学習目_Q，定常・過渡現dにおけU様fg回路理ijkl理
mし，工学_応用ojpにつけUことであU．これまで本科で学習してきz電気回路学に{すU理mjよりkめ，応用oj
�う．演習でQ，わかりやすÖmÜjáめU．gお，本講義Q担当教â]企業におけU電気回路jãåシステé]開発経験
jëまえて教ìします．

【A4-AE1】直流回路理ij理mし，それにñすU基礎・応用問òjmlこ
とができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】交流回路理ij理mし，それにñすU基礎・応用問òjmlこ
とができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】回路網m析≥j理mし，それにñすU基礎・応用問òjmlこ
とができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】三相交流理ij理mし，それにñすU基礎・応用問òjmlこ
とができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】1端子{・2端子{回路理ij理mし，それにñすU基礎・応
用問òjmlことができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】過渡現dij理mし，それにñすU基礎・応用問òjmlこと
ができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】Laplace変∫j理mし，それにñすU基礎・応用問òjmlこ
とができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

【A4-AE1】分布定数回路]定常・過渡現dj理mし，それにñすU基礎・
応用問òjmlことができU．

到達目úに{応しz課òj黒üでmÜすU形°]演習j実¢し，同課ò]レ
ポートj評®すU．講義・課ò内™にñして定期試験で評®すU．70%以Æで
きUことがØましÖ．

成øQ，試験85%　レポート15%　として評®すU．100点満点で60点以Æj合≈とすU．

プリント
「詳m電気回路演習（Æ）」：大下眞二郎（共立出版）
「詳m電気回路演習（下）」：大下眞二郎（共立出版）

「基礎電気工学」，「電気回路I」，「電気回路II」，「電気回路III」

履修:�
注意事項

「基礎電気工学」，「電気回路I」，「電気回路II」，「電気回路III」]内™とñ連÷けてì業jすUzめそれら]科目]復習
が必要不可›とgU．事前学習として，シラバス]ì業計·]該当„]内™j確Âしておlこと．事後学習として，ì業で
Êっz演習問òjmlこと
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授4計画（応用電気回路学）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 ガイダンスおよÎ直流回路 本科目]概要と講義方針，評®方≥gどにつÖて説ÒすU．直流回路]諸現dにつÖて説ÒすU．

2 直流回路]演習と交流回路 直流回路につÖてÛえておÖz課ò演習]説ÒjÙう．フェー˜≥j中˘に交流回路m析≥につÖて説ÒすU．

3 交流回路につÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．回路網m析≥につÖて説ÒすU．

4 交流回路につÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．回路網m析≥につÖて説ÒすU．

5 三相交流におけU電˙]結線方°およÎ負˛]接続方≥につÖて説ÒすU．

6 不平衡三相交流回路]m析≥およÎ電oにつÖて説ÒすU．

7 二端子{回路網 二端子{回路網j表現すUzめ]各種Ù�とm析≥につÖて説ÒすU．

8 これまで]範	におけU演習

9

10

11

12 分布定数回路]定常現d]演習と分布定数回路]過渡現d 分布定数回路]定常現dにつÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．分布定数回路]過渡現dにつÖて説ÒすU．

13 分布定数回路]過渡現d]演習と中間試験以�]範	]復習 分布定数回路]過渡現dにつÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．まz，中間試験以�]範	]復習jÙう．

14 分布定数回路]過渡現d]演習と中間試験以�]範	]復習 中間試験以�]範	におけU試験形°]演習jÙÖ，応用oj�う．

15 全範	復習 到達2に応じ，弱点�j復習・演習すU．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

交流回路]演習と回路網m析(1)（閉路電流≥）

交流回路]演習と回路網m析(2)（節点電位≥）

三相交流(1)

三相交流(2)

第1回～第7回]範	におけU試験形°]演習jÙÖ，応用oj�う．

過渡現d]演習とLaplace変∫(1) 過渡現dにつÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．Laplace変∫j用Öz過渡現d問ò]m≥につÖて説ÒすU

過渡現d]演習とLaplace変∫(2) 過渡現dにつÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．Laplace変∫j用Öz過渡現d問ò]m≥につÖて説ÒすU

Laplace変∫]演習と分布定数回路]定常現d Laplace変∫j用Öz過渡現d]m≥につÖてÛえられz課ò演習]説ÒjÙう．分布定数回路]定常現dにつÖて説Òす
U．

M
考

後期中間試験およÎ後期定期試験j実¢すU．
本科目]修�にQ，30 時間]ì業]受講と 60 時間]事前・事後自己学習が必要であU．事前学習としてQ本科電気回路で学習しzことj復習しておlこと，事後学習としてQ
ì業内™で理m不�と�われUところj整理し，必要に応じて質問してm し，指"されz演習に$%り&åこと．
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科　目

担当教員 小矢 美晴 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(40%), A4-AE4(60%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 基本的事��理�できていること"中間試&で評(する．

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー.講義（必345じてプリン."配;する）

参考書

関連科目

5用数?@内B"修Dしていること"前Gとする．

神戸市立工業高等専門?校 2026年Uシラバス

ディジタ^信号処理 (Digital Signal Processing)

電気電子工?専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

ディジタ^信号処理は}現�@IT社É"Ñえるきわめて重3â基盤技åである．本科èでは離散時間信号@ìえ方}z変
換}離散フーリô変換}ディジタ^フィ^タâöディジタ^信号処理@基礎的âìえ方"理�させる．

【A1】離散時間信号}インパ^ス5答}たたみこみ}標本化定理âö@基本
的事��理�できている．

【A1】フーリô変換}フーリô級数}ラプラス変換}z変換@意®と用©�理
�できている．

フーリô変換}フーリô級数}ラプラス変換}z変換@意®と用©�理�できて
いること"レポー.¨≠中間試&で評(する．

【A4-AE4】高Æフーリô変換@理Øと意義�理�できている． 高Æフーリô変換@理Øと意義�理�できていること"レポー.と中間試&
で評(する．

【A4-AE4】z変換"用いて離散時間システ±@安定≥@判µ∂周波数5
答@導∫�できる．

z変換"用いて離散時間システ±@安定≥@判µ∂周波数5答@導∫�で
きること"定期試&で評(する．

【A4-AE4】IIRディジタ^フィ^タ}FIRディジタ^フィ^タ@基本的â設
計手¿�理�できている．

IIRディジタ^フィ^タ}FIRディジタ^フィ^タ@基本的â設計手¿�理�で
きていること"レポー.と定期試&で評(する．

成¬は}試&70%　レポー.30%　として評(する．âお}試&成¬は中間試&と定期試&@平«とする．100点満点で
60点以À"合Õとする．

「ディジタ^信号処理（À）」Oppenheim}伊達玄（コロŸ社）
「ディジタ^信号処理（下）」Oppenheim}伊達玄（コロŸ社）

E3「電気数?II」}D3「電気数?」}E4「5用数?」}D4「5用数?I」}E4「制御工?」}D4「制御工?I」}D5「画像処理」「
制御工?II」

履修:�
注意事項
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授4計画AディジタF信号処理）

テーマ 内容A目標・準Pなど）

1 ディジタ^信号処理@意義と概3

2 離散時間信号とシステ±}標本化定理

3 離散時間システ±と信号@周波数領‚で@表現 システ±@周波数特≥はインパ^ス5答"フーリô変換すること4よÊÁめること�できる．

4 正規直交基底

5

6 ^ジャンド^多�4よる関数近似 サンプリンıされた信号は}べき乗�"無限個加˝したも@で表現すること�できる．

7 高Æフーリô変換

8 中間試&

9

10 システ±関数

11 ディジタ^フィ^タ}アŸロıフィ^タ概Ø

12

13 直線位相特≥

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

従来}アŸロı信号はアŸロı回�でアŸロı的4}ディジタ^信号はディジタ^回�でディジタ^的4処理されること�多かっ
た．ディジタ^信号処理はアŸロı信号"ディジタ^的4処理する技åである．ディジタ^信号処理4はさまざまâ利点�ある．

線�でシフ.不変âシステ±"ìえること4する．こ@場合}システ±@∫�は}そ@システ±@インパ^ス5答とそ@システ±へ
@入�@たたみ�み�とâる．時間‚で標本化された信号か��@信号"復�するため4は�@信号4�まれる最大周波数@
2倍以À@周波数で標本化しâければâ�âい．これ"標本化定理と�ぶ．

正規直交基底とは}大きさ�1であÊ} い4直交するベク.^@#まÊ"$す．また}正規直交基底"用いることで}関数近似"行
うこと�できる．

連続時間信号@フーリô�析}フーリô級数4よる関数近似}周期的â
数*@表現（離散フーリô級数）

周期的â連続時間信号@フーリô表現はフーリô級数と�ばれる．サンプリンıされた信号は}フーリô変換した三角関数"無
限個加˝したも@で表現すること�できる．周期的â離散時間信号@フーリô表現は離散フーリô級数(DFS)と�ばれ}DFS@
1周期4だけ着èすると離散フーリô変換(DFT)�D�れる．

DFTはサンプ^数N@2乗@オーダー@計˝2�必3である．しかし}係数行*@規則≥"うま5利用すること4よÊこれ"
NlogN@オーダー4削7すること�できる．これ"高Æフーリô変換(FFT)と�ぶ．

1週è～7週è@内B4ついて中間試&"実<する．

中間試&@返却¨≠z変換}z変換@収@と物理的実現≥と逆z変換 中間試&@�C"行う．連続時間信号4Dするフーリô変換@全複素平Hへ@拡J�ラプラス変換である@4Dし}離散時間
信号4Dするフーリô変換@全複素平Hへ@拡J�z変換である．また}z変換"離散時間信号4変換する逆z変換�ある．

インパ^ス5答@z変換"システ±関数または伝達関数と�ぶ．システ±関数とそ@システ±@周波数特≥}安定≥}回�方程
等4は密Nâ関係�ある．

ディジタ^フィ^タはIIRフィ^タとFIRフィ^タ4大µされる．また}�表的âアŸロıフィ^タ4はバタワースフィ^タ}チェビシェ
フフィ^タ}楕Tフィ^タ�ある．

IIRディジタ^フィ^タ@設計 IIRディジタ^フィ^タ@�表的â設計¿4はインパ^ス不変変換}双一次変換�ある．

フィ^タ@設計"するX4}直≥位相特≥�必3とâる．IIR@フィ^タではこ@特≥�困Zである�}FIR@フィ^タでは直線位
相特≥�実現できる．

FIRディジタ^フィ^タ@設計(1) FIRディジタ^フィ^タ@�表的â設計¿4は時間["用いる方¿}周波数サンプリンı¿�ある．

FIRディジタ^フィ^タ@設計(2) FIRディジタ^フィ^タ@�表的â設計¿"用いて}具体的â設計"行う．

P
考

前期中間試&およ≠前期定期試&"実<する．
本科è@修D4は}30 時間@授業@受講と 60 時間@事前・事後自己?b�必3である．事前?bでは}次回@授業範d4ついて}関連する教科(5用数?∂制御工?)@テ
キス."見直し}各自で基礎的â知i"確kしてお5こと．また}事後?bでは}授業で行った内B"シミュレーション波�"用いて確kするととも4}∫された課p4Dして}$定期
qまで4レポー.G∫"行うこと．
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科　目

担当教員 尾山 匡浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(50%), A4-AE4(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年)シラバス

アルゴリズ23デー6構造 (Algorithms and Data Structures)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

アルゴリズ2Z[す]知_`問bご3Z個別fなものでありmno統一fな原sがあってそれですべてが解{す]3いう
もので`ない．しoしm代表fなÇれÉアルゴリズ2Ñs解す]こ3Zよりmアルゴリズ2設àのoんどころ3いうものが習得
でき]`ずであ]．この科ëで`m特ìの応用分óZ限ìされない一般fなアルゴリズ2ZついてmそれÑ実ùす]Éめの
デー6構造33もZ解üしmプログラ2演習Ñ§り•れ]こ3でそのs解Ñ¶め]．

【A3】基本fなデー6構造（配列m線¨リストm2分≠など）Zついてs解で
き]．

基本fなデー6構造Zついてs解できてい]om中間試験mì期試験m演習課
bZより評µす]．

【A3】代表fな探∑アルゴリズ2Zついてs解でき]． 探∑アルゴリズ2Zついてs解できてい]om中間試験mì期試験m演習課b
Zより評µす]．

【A3】代表fな整列アルゴリズ2Zついてs解でき]． 整列アルゴリズ2Zついてs解できてい]om中間試験mì期試験m演習課b
Zより評µす]．

【A3】代表fなグラフアルゴリズ2Zついてs解でき]． グラフアルゴリズ2Zついてs解できてい]omì期試験m演習課bZより評
µす]．

【A3】代表fな文字列処sアルゴリズ2Zついてs解でき]． 文字列処sアルゴリズ2Zついてs解できてい]omì期試験m演習課bZよ
り評µす]．

【A4-AE4】アルゴリズ2Zついてプログラ2Ñ作æしmà算¿などの考察
ができ]．

各ƒアルゴリズ2のà算¿Zついてs解できてい]om中間試験mì期試験m
プログラミングZ[す]演習課bZより評µす]．

æ«`m試験70%　演習課b30%　3して評µす]．試験æ«`m中間試験およ ì期試験の平均Õ3す]．100Õ満Õ
で60Õ以–Ñ合“3す]．

「Pascalプログラミングの基’」◊真ó芳久（サイエンス社）
「Pascalプログラミング増訂·」◊米田信夫m疋田輝雄m桜井貴文（サイエンス社）
「新訂新C言語•門シニア編」◊林晴比古（ソフトバンク）
「アルゴリズ23デー6構造」◊石畑清（岩波書店）

プログラミングImプログラミングIImソフトウェア工学

履修:�
注意事項

本授業で`mプログラミングZ[す]演習課bÑ�して内�のs解Ñ¶め]．そのÉめm手�き型言語でのプログラミング
経験がありm配列m[数mポイン6等の基’`s解できてい]こ3が�ましい．
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授4計画AアルゴリズG�デーJ構造）

テーマ 内容A目標・準Qなど）

1 アルゴリズ23à算¿ 授業の�め�Ñü�す]．その後m基本fなデー6構造Zついて解üおよ 演習Ñ�う．

2

3

4

5 ハッシ��Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

6 選択�・挿•�・シェルソートZついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

7 クイックソートZついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

8 中間試験

9 中間試験の解üÑ�う．まÉmヒープソートおよ マージソートZついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

10 グラフの表ù3探∑Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

11 グラフの各ƒ連結�の判ìZついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

12 最短!の問bZついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

13 文字列のアルゴリズ2 文字列の照合Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

14 #しい問b バックトラック�・à算¿のs$Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

15 アルゴリズ2の設à�� 問bZ%してどのようZアプロー&していくomその解�Ñìめ]Éめの設àの��Zついて紹)す]．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

探∑1 線¨探∑32分探∑Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

探∑2 2分探∑≠Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

探∑3 平衡≠3B≠Zついて学 m演習Ñ�じてs解Ñ¶め]．

探∑4

整列1

整列2

1～7週ëの授業内�Zついて試験Ñ�う．

整列3

グラフのアルゴリズ21

グラフのアルゴリズ22

グラフのアルゴリズ23

Q
考

後期中間試験およ 後期ì期試験Ñ実.す]．
本科ëの修得Z`m30 時間の授業の受講3 60 時間の事前・事後自己学習が必7であ]．事前学習で`m次9の授業内�Z%応す]配�資;Ñ<みm各自でs解できなoっÉ
こ3Ñ整sしておくこ3．まÉm事後学習で`m課bレポート?プログラミング演習課bÑ課すÉめm指ìの期AまでZ完æさせて提Eす]こ3.
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(30%), A4-AE4(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年$シラバス

コンピュータグラフィクス (Computer Graphic@)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

最RSコンピュータS発UによりY様[\分^_コンピュータ画像処cS技ef高まっているl本科o_はYマルチメディア
wコンピュータビジョン_必|とされる画像処cS基礎ÇÉコンピュータグラフィクスS基礎について講義ÖÜうlまたY各
種物c法çSシミュレーションwオリジナル\CG作îÖ制作することÖoòとするl

【A4-AE4】コンピュータ画像処cS基礎Öcô_きる. ディジタル画像Súい方Y階調変換Y各種画像変換フィルタについてcô_き
ている¢定期試•_評ßするl

【A4-AE4】CGS基本_ある3次元幾何変換fcô_きるl 3次元S平Ü移動Y拡大縮小Y回転移動ÖÜう幾何変換wCGS基礎Öcô
_きている¢定期試•_評ßするl

【A3】アニメーションwテクスチャマッピングSよう\CG技法Öcô_きる
l

陰影処cY隠面処cYアニメーションYテクスチャマッピング等S代表ò\CG
S技法Öプログラミングにおいて実ƒ_きる¢Ö定期試•およÉ課∆_評ß
するl

【A3】物c法çÖCGSAPI_あるOpenGLÖÃいてシミュレーションする
ことf_きるl

放物運動w自由落下運動Sよう\簡単\物c法çÖCGS技eÖÃいてシミ
ュレーション_きる¢Ö定期試•およÉ課∆Ö‘して評ßするl

【A4-AE4】オリジナリティーSあるCG作îÖ制作することf_きるl オリジナリティーSあるCG作îÖ制作しYそれÖうま◊発表_きる¢どう¢Öプ
レゼンテーションおよÉ自由課∆_評ßするl

成€はY試•70%　プレゼンテーション10%　課∆10%　自由課∆10%　として評ßするl100点満点_60点以flÖ合
·とするl

「OpenGLによる3次元CGプログラミング」‰林武文Y加藤清敬共著(コロナ社)
プリント

「Computer Graphic@ 技e編CG標Úテキストブック」‰(CG-ARTS協会)
「コンピュータ画像処c入門」‰田村秀Ü(日本工業技eセンター)
「コンピュータグラフィクスcˇと実�」‰Jame@ D Doley etYal.Y 佐藤義雄監修(オー
社)

【電子工学科】プログラミングIYプログラミングIIYソフトウェア工学Y【電気工学科】情報処cIY情報処cII

履修:�
注意事項

演�_はYC言�によるプログラミングÖÜうS_Y基本ò\C言�Sプログラミング手法Ö�に�けてお◊必|fあるl
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授4計画Aコンピュータグラフィクス）

テーマ 内容A目標・準Qなど）

1 イントロダクション

2 ディジタル画像S�りúい方Yディジタル画像S種類Y階調画像Yカラー画像Y疑似階調画像について講義するl

3

4

5

6 隠面処cとレンダリング 歴史ò\背"Ö基にY隠面処cS種類Ö講義するlまたYこれに基づいた各種レンダリング手法について$côÖ%めるl

7 各種技法

8

9

10 ダブルバッフ'ÖÃいたアニメーションS仕)みÖ+るl

11 簡単\物c法çÖシミュレートするプログラミングÖÜうl

12 テクスチャマッピングÖÜうプログラミングÖÜうlまたY実,にティーポットにテクスチャÖ.り�けるl

13

14

15 作î発表会 オリジナリティーY工/した点Y苦1した点Y課∆等S観点¢らY各自S作îÖプレゼンテーション形5_発表するl

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

本講義S6め方YCGY画像処cS歴史Y産業応Ãについて講義するl

画像処cS基礎1

画像処cS基礎2 階調変換Y1次微分フィルタY2次微分フィルタY鮮影;フィルタY平滑;フィルタについて講義するl

2次元CG 逐次ò\ディジタル直?S生成S仕方YAw正弦波等S曲?S生成S仕方YベジG曲?wB-@pline曲?ÖÃいたパラメトリッ
ク\曲?表Jについて講義するl

3次元CG ワールL座標系Y平Ü移動・拡大縮小・回転移動¢ら\るアフィン変換についてS講義ÖÜいYグラフィクス|OS基礎変換につ
いてScôÖ%めるl

CG_よ◊使Ãされる技法_あるアニメーションwテクスチャマッピング等について講義するlまたYそSQS技法について$cô
Ö%めるl

計算機演�1 CGS代表ò\API_あるOpenGLÖÃいたC言�プログラミングS方法とY基礎ò\描画方法について学ぶl

計算機演�2 多角形|OÖÃいた図形S描画Y3次元空[S�úいY隠面処cについてScôÖ%めるl

計算機演�3

計算機演�4

計算機演�5

計算機演�6 各自オリジナル\CG作îS制作ÖÜうl

計算機演�7 各自オリジナル\CG作îS制作ÖÜうl

Q
考

後期定期試•Ö実]するl
本科oS修^にはY30 時[S授業S受講と 60 時[S事前・事後自己学�f必|_あるl事前学�_はYúう内eにfする予�ÖÜってお◊ことl事後学�_はYfhする内e
S復�Yあるいはプログラミング等各自_問∆設定して�り)むことl
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科　目

担当教員 糀 芳信 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE5(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 現 !課#$メリッ(など+理-しているか+レポー(6評8する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 資料配付

参考書

関連科目 パワーエレク(ロニクスG制御工学G電気回路G半導体工学G応用数学

神戸市立工業高等専門学校 2026年cシラバス

応用パワーエレク(ロニクス (Advanced Power Electronict)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義・演習】

授4�
概6�方針

パワーエレク(ロニクスはG制御工学G電力工学Gデバイス工学!3領á!複合領áä位ãする分ç6ありGす6ä産業ë6
は重ìな基盤技óとなっている．本講義6はG電力変換装ã$電力用デバイス!基ûäついて学習するとともäG講義Gレ
ポー(G実°とそ!発§+中¶としß講義+®なう．

【A4-AE5】各種Gパワーエレク(ロニクス機≠!動Ø$特±+理-すると
ともä電力G実効値G平均電圧G周波数分πなど!諸ª+算Ωすることが6
きる．

各種回路äおける平均電圧$周波数分π等!算Ωが6きるか+レポー(äよ
り評8する．

【A4-AE5】DCDCコンバータGインバータä…して設À6きG動Ø確Õ!ß
め!シミュレーションしてG そ!結”+評8するとともä考’してまとめる
ことが6きる.

提Ωしßレポー($プレゼンテーションäおいて‹質疑応fl+‡む）G設Àしß
DCDCコンバータ$インバータ!動Ø-„が®なわれているかなどGそ!理
-c+評8する．

【A4-AE5】パワーエレク(ロニクス分ç!最新動Ë+ÈるとともäGそ!利
Îと問#Îäついて説Óすることが6きる．

成はGレポー(75%　プレゼンテーション25%　として評8する．レポー(75Îとプレゼンテーション25Î!合À100Î
満Î660Î以Ù+合ıとする．レポー(は75Î満Î6採Îしßも!+平均しG 四捨五˙する. プレゼンテーションは2回実
˚しG 内容10ÎG 発§10ÎG 質疑応fl5Î!25Î満Î6それぞれ採Îする.

「基ûパワーエレク(ロニクス」：河村篤男G松井景樹 他 コロ�社
「パワーエレク(ロニクス回路」：電気学会半導体電力変換システ�調査専門委員会　オー�社
「DC/DCコンバータ!基ûか�応用ま6」：平地 克也G 電気学会
「パワーエレク(ロニクスäおけるコンバーター!基ûと設À法 -小型化・高効率化!実現- (設À技óシリーズ)」：鵜ç 将年G 科学情
報Ω版

履修:�
注意事項

本科目はパワーエレク(ロニクス+応用しß実°%な内容+&り'う．そ!ßめ設Àとそれ+検)するßめ!シミュレーショ
ン+実˚しレポー(6評8する．関連科目としてこれま6äGパワーエレク(ロニクスG電気回路‹三相回路）G電気機≠G応用
数学ä関する科目+修/していることが0ましいがG修/していなくても興3+4って&り5め6理-6きるような授業À
8äはしている．
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授4計画（応Cパワーエレクトロニクス）

テーマ 内容（目標・準Pなど）

1 パワーエレク(ロニクス!概ì パワーエレク(ロニクス!概ìG現 !課#など+理-する．

2 使用されるデバイス

3

4

5

6 ソフ(スイッチン?!基本動Ø+説ÓしG種類・動Ø等äついて説Óする．

7 高周波(ランス!コAとコイル パワー半導体とともäパワーエレク(ロニクス!キーパーD6ある高周波(ランスäついて説Óする．

8 プレゼンテーション ここま6!内容äついてレポー(äまとめGプレゼンテーション+®う．

9 制御回路設À パワーエレク(ロニクス機≠!設Àä必ìな制御回路設À方法äついて説ÓしG伝達関数!導Ω手法äついて学ぶ．

10 インバータ!基û ハーフブリッジインバータGフルブリッジインバータ等!回路構成G特±G動Ø原理等äついて説Óする．

11 単相方形波インバータäついて-説する．

12

13 三相方形波インバータ!動Øäついて説Óする．

14

15 電動機制御 Qßる応用分ç6ある電動機制御äついて瞬時空Uベク(ル理W$座標変換+用いßベク(ル制御等äついて説Óする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

パワーエレク(ロニクス!回路äスイッチン?素子として使用されるデバイス+紹\する.

DCDCコンバータ(1)　概ì DCDCコンバータ!種類$特±等G概ìäついて説Óする．

DCDCコンバータ(2)　非絶縁形 非絶縁形DCDCコンバータ(降圧チョッパ$昇圧チョッパ)!理W動Øäついて説ÓしGシミュレーション+実˚する．

DCDCコンバータ(3)　絶縁形 絶縁形DCDCコンバータ(フライバックGフォワーb等）!理W動Øäついて説ÓしGシミュレーション+実˚する．

DCDCコンバータ(4)　共振形

インバータ(1)　単相インバータ

インバータ(2)　単相PWMインバータ 単相インバータ!パルス幅変調‹PWM）法äついて説Óしシミュレーション+実˚する．

インバータ(3)　三相インバータ

インバータ(4)　三相PWMインバータ回路hマルチレベルインバータ 三相インバータ!パルス幅変調‹PWM）法äついて説Óしシミュレーション+実˚する．

P
考

中U試験およk定期試験は実˚しない．
本科目!修/äはG30 時U!授業!受講と 60 時U!事前・事後自己学習が必ì6ある．本科目!修/äはG30時U!授業!受講と60時U!事前・事後自己学習が必ìあ
る．
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), C4(30%), D1(10%), D2(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 実習報告#$実習証明#$実習報告'(評*する．

2 実習報告#$実習証明#$実習報告'(評*する．

3 実習報告#$実習証明#$実習報告'(評*する．

4 実習報告#$実習証明#$実習報告'(評*する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 実習先企12必456じ8準:する．

参考書 実習先企12必456じ8準:する．

関連科目 実習;<=企1>5関@するすべ8B教科

CB履修科目B授1$重GしなJ場LBM実習先へB派P;Qめる．

神戸市立工1高>専門学校 2026年_シラバス

専攻科特別実習 (Practical Training in Factory for Advanced Course)

電気電子工学専攻・1年・通年・選択・2単位【実験実習】

授4�
概6�方針

学Ñ5$っ8卒1á5àâ企1>äるこ$å社';äりè学習5êする意í;高めるこ$など2期ïされる．本実習(åè
学Ñ2興öBある企1またå公的機関;選択しè実°5就1体験;<=．

【C2】実習機関B1務内•;理ßする．

【C4】実習先(B到達目™;達´する．

【D2】実習先B指導担当者$円Øな意∞B疎通;<=$$も5協¥し8
目™;達´する．

【D1】実習先B指導担当者$円Øな意∞B疎通;<=$$も5協¥し8
目™;達´する．

´µåè実習証明#50%　実習報告#30%　実習報告'20%　$し8評*する．100点満点(60点以π;単位Q∫す
る．ただし実習届è実習証明#è実習報告#èおよø実習日¡2未提ƒB場Lèならø5実習報告'2未実∆B場Lå単
位Q∫しなJ．

履修:�
注意事項
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授4計画（専攻科特�実習）

内容（テーマK目標K準Lなど）

＜実習先B決∫＞
実習先B候À;案内資Œおよø担当教œ$B面—Bπ(決∫する．
実習先2決∫したáè実習届;事務室学Ñ‘へ提ƒする．

＜安全管理＞
実習開Ÿま(5傷害保険>5加flする．

＜実習期間＞
実習å4·から1·„ま($する．実習時間å国内外Áわず70時間;必4$する．こB実習時間å企1研究è#類作´èおよø
実習報告'（準:;む）など学内B活Ù;10時間ま(Qめる．実習先21かıB場Lè原則連続10日以π（60時間以π）B
実習期間;必4$する．実習先22かıB場Lè同˚B実習先(B実習期間å原則連続5日以π（1かıあたり30時間以π）
$する．実習期間¸5学'発˛など2重Gしè実習;¸ˇする場LèそB�;実習報告#5記�するこ$．なお年_;�え8B
実習åQめなJ．

＜実習終了áB提ƒ物＞
実習終了áè
ち5�5
げる#類;提ƒする．
（1）特別実習証明#
（2）特別実習報告#
（3）特別実習日¡

＜報告'B実∆＞
実習終了áè実習報告'5おJ8実習内•;報告する．なお実習報告'å1·„ま(5実∆する．

L
考

¸間試験およø∫期試験å実∆しなJ．
事前学習(åè実習前5è実習届;提ƒする．ビジネスマナ��実習5あたっ8B心�えなど;�め¥べる．事á学習(åè実習終了áè実習報告#;
作´しè実習証明#およø実習日¡$$も5提ƒする．実習報告'58実習内•;報告する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 �えられ�テー�	
す�基礎知��レポー��評�す�．

2

3

4 �テー�ごと�レポー��内��評�す�．

5

6 �テー�ごと�レポー��内��評�す�．

7

8 �テー�ごと�レポー��提出状"�評�す�．

9 安$	作&�'めてい�かどうか�.�テー��/01み�評�す�．

10 　 　

総合評価

テキスト �テー��準5され�プリン�.器;��ニュアル．

参考書 �テー�	@して指導教EFGす参考書

関連科目 提Kされ�テー�	@す�基礎.専門科目

神戸市立工&高等専門学校 2026年^シラバス

エンジニアリングデザイン演習 kExercise of Engineering Design)

西田 真之 特任教授, 熊野 智之 教授, 津吉 彰 特任教授, 尾山 匡浩 教授, 増田 興司 准教授, 高科 豊 特任准教授 【
実務経験者担当科目】

$専攻・2年・後期・必修・1単位【実験実習】

A2k20%), B1k10%), B2k10%), C1k30%), C2k10%), 
C4k10%), D1k10%) JABEE基準

kb),kc),kd)1,kd)2-a,kd)2-b,kd)2-c,kd)2-d,ke),kf),
kg),kh),ki)

授4�
概6�方針

構想力.専門的知�±技≥�統µして必ずし∑正π�ない問º	/01み.専門分野Fæな�少人¡�グループ�チー
ムワー≈力±協調»�…うとと∑	.実現可Ãな π�Õつœ出してい–Ã力�…う．テー�	
して.グ ループ内�学生同
”±担当教‘と適÷ディスカッション�しなFらπ決‹�模fiす�．'行状"	@す�報告書�提出し.中間報告‰±成
果発表‰�È�Íごと	Îられ�成果�発表す�こととす�．本実験�一ÔÈ.企&�実務経験教EF担当し.∑�づ–0
	ついて∑指導します．

【A2】�えられ�課º�十分理πし�ˆ�作&�'め.π�導˜出す�	
必¯な原理.方‹.技≥�習Îす�．

【A2】作&�˚してÎられ�結果�整理し.考˛�展�してレポー�として
まとめ�ことF�˜�．

�えられ�テー�へ�理π^.結果�適�な処理およ�考˛�内��レポー
�	よ0評�す�．必¯	よ0面	�理π^�確�す�．

【A2】他分野�工学	@
���専門技≥	@す�知���	つœ�．
�えられ�テー��π決��理π^とそ�経験�自分�専門分野	反�さ
せ�複µ的視野FÎられ�か�レポー�	よ0評�す�．必¯	よ0.面	�理
π^�確�す�．

【B1】Îられ�結果�適�	表す図・表F書œ�．

【B2】グループ内�建設的な議��行い.共同して作&�遂行し. い発
表F出!�．

グループ内�積極的かつ建設的な議��行っ�かどうか�実験中ま�È面
		よ0評�し. い発表F出!�かどうか�成果発表‰�評�す�．

【C1】Îられ�結果から適当な処理�し.レポー�	まとめ�ことF�˜�．

【C2】他分野�工学	@
���.複µ的視野��つ． 当てられ�テー��π決�	
す�理π^と.そ�経験�自分�専門分野へ
反�させ�複µ的視野FÎられ�かどうか�レポー�	よ0評�す�．

【C4】期限内	レポー��提出�˜�．

【D1】器;�/0&い	注(し.安$	作&	/01むことF�˜�．

成*È.レポー�40%.作&�遂行状"40%.成果発表20%として評�す�．�テー�	おいて遂行状".理π^.技≥�
習Î.考˛力.コミュニケーションÃ力�総µして100点‹�担当指導教EF評�し.そ�平1�総µ評�とす�．100点
満点�60点以ˆ�µ4とす�．

履修:�
注意事項

�えられ�テー�	@5す�他分野�工学	ついてそ�基礎知��十分予習してお–こと．ま�.出7してグループ内�共
同して作&�行うこと�前提として評��行う．
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授4計画Aエンジニアリングデザイン演習）

内容AテーマR目標R準Sなど）

1週目:ガイダンス
　　　グループ分œ.テー�決定等�行う．

2週目:発表‰資料作成
　　　テー�設定発表‰	@œてグループごと	発表資料作成�行う．

3週目:テー�設定発表‰
　　　�グループ�設定し�テー�	ついてグループ単位�発表�行う．
　　　参加者$E�質C�行い.設定し�テー�	/01むˆ��課º�明確Eす�．

4～8週目:デザイン演習
　　　設定し�テー�	
して演習計I�作成し.グループごと	作&�'め�．
　　　予JÈ�グループ1万円程^とし.週ごと	そ�N	行っ�作&内��レポー��提出す�．

9週目:中間報告‰
　　　報告‰	先立�.外Ô講S	よ�講義（製品�発�体験	など）�Zœ�．
　　　グループ単位�中間報告�行い.そ�後	参加者$E�質C�行うこと�問º点�[い出す．
　　　予J使用状"・使用計I	ついて∑報告す�．

10～14週目:デザイン演習
　　　中間報告‰�明らかとなっ�問º点�^まえて.グループごと	作&�'め�．

15週目:成果発表‰
　　　半年間�活b�˚してÎられ�成果�グループ単位�発表す�．
　　　参加者$E�質C�行い.課º等�Õいだす．

S
考

中間試験およ�定期試験È実eしない．
本科目�修Î	È.45 時間�授&�Z講F必¯�あ�．事前学習:参考書.学≥�iおよ�ネッ�ˆ�情報など�用いて./01むテー�	@lす
�理�±現m�予習す�．事後学習:課ºレポー��作成およ�作&記o�整理�実eす�．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B4(60%), C2(40%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 担当��学��発表内�をもと�評�する．

2 担当��学��発表内�� する質疑応答%か'評�する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各担当教+�必-�応じ/準1する．

参考書 各担当教+�必-�応じ/準1する．

関連科目 英語，工業英語7これ'�内�をさ'�研<�=>内��発?させたも�である．

事E�資G�配Iされる場K�ある�で，各教+と連MをNっ/おくこと．

神戸市立工業高%専門学校 2026年[シラバス

専攻aゼミナーfⅡ (Advanced Course Seminar II)

橋本 好幸 教授, 髙田 崚介 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 田原 熙昻 講師 【実務経験�担当a目】

電気電子工学専攻・2年・E期・必修・2単位【演習】

授4�
概6�方針

専門工学� 連する外国語文¢を輪§する．担当部¶�つ>/，そ�内�を説™´考≠をÆべるととも�討±をゼミナー
f形≥で¥う．幅∑>工学¶∏�π´>学∫をªるととも�， 連する文¢を調Ωすること�よø最π技¬√研<�手法
�つ>/実践«�学ぶ．

【B4】電気電子工学 連�英語�文¢を，必-最小 �辞Ã�活Œ�よ
ø§œ´，そ�内�を把—´«“�説™すること�できる．

【C2】英語�±文か'有Œ’情◊をÿきŸ´研<��かす方法を€�付
ける．

成flは，担当��評�100%　と´/評�する．担当�ごと�各学��発表，提Ÿ資G，質疑%をもと評�項目�応じ/
100点満点で評�´，5Ë�平均点（100点満点Ïで評�する．60点以ÓをKÔとする．

履修:�
注意事項
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授4計画（専攻科ゼミナーHⅡ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

2 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

3 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

4 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

5 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

6 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

7 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

8 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

9 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

10 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

11 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

12 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

13 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

14 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

15 電気電子工学�応Œ� する英文 英文を輪§´，内�� ´/質疑応答する．当まで�担当する範ÛをÙ´/おく．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

N
考

中間試験およ¯定期試験は実˙´’>．
本a目�修ª�は，60 時間�授業�受講と 30 時間�事E・事˛�自己学習�必-である．事E学習では，事E�配Iされた資GをŒ>/予習´/おくこと．事˛学習では，英
文和Ù´た◊告Ã%を作成すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(15%), B2(15%), B4(5%), C2(65%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 研�テー�ごと�指�される．

参考書 研�テー�ごと�指�される．

関連科目 研��展��は 本"およ%専攻"()ん+幅-.知01ベー3となる．

神戸市立工業高等専門)校 2026年Aシラバ3

専攻"特別研�Ⅱ (Graduation Thesis for Advanced Course II)

津吉 彰 特任教授, 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 教授, 中村 佳敬 教授, 酒井 昌彦 准教
授, 河合 孝太郎 准教授, 西 敬生 教授, 小矢 美晴 教授, 藤本 健司 教授, 尾山 匡浩 教授, 木場 隼介 准教授, 髙田 崚
介 准教授, 田原 熙昻 講師

電気電子工)専攻・2年・通年・必修・8単位【研�】

授4�
概6�方針

専攻"特別研�Iü継°する．専門知0�総合§�よ•研��¶およ%デザイ™能¨ü高める．研�課Ø�おける問Øü
)生≤≥¶¥し -.視∑üもっ∫理論的・体系的�問Ø解¡する能¨ü¬う．研�テー��設��あたっ∫は研��新
規性 有用性 理論的検Õü重視する．研��内–—進捗状’ü確◊し プレゼ™テーショ™能¨�向›üfiるため¶表会
ü実‚する．研�成‰ü報告Á�まとめ提Íする．

【C2】設�した研�テー��つ.∫ 指導教Ì�Ó(基礎知0—専門知
0ü総合し∫研�ü遂Úする能¨ü¬う．

研�課Ø�探�¨ 実験計画¨ 研�遂Ú¨ü日¯�研�活動実績 およ%
最終報告Á�充実Aか≥評�する．到達目標4と合わせ∫70
とする．

【B1】研�成‰ü報告Áとし∫まとめ 簡��研�内–ü¶表する能¨ü

��ける．

研�成‰ü最終報告Á�充実A(評�する．研�¶表会30
（内–と構成
10
 ¶表10
 質疑応答10
�とし∫評�する．

【B2】研�内–��する質問��し∫的確�回答(きる． 研�¶表会30
（内–と構成10
 ¶表10
 質疑応答10
�とし∫評�
する．

【B4】研����した英��文�ü参!し また研�内–�概#ü的確な
英文($すこと1(きる．

研�テー����した英�論文ü≤≥�研��役立∫∫.るかは 日¯�活
動状’—¶表会(�参!状’か≥評�する．研�概#ü英�(的確�Áけ
∫.るかは最終報告Á(評�する．

成績は研�課Ø�探求・実験計画・研�実績およ%最終報告Á�充実A(70% 特別研�¶表会�充実A(30%とし
∫評�し 100
満
(60
以›ü合*とする.

履修:�
注意事項

本"目内–��し∫I II�期間中� 最低1回�)外¶表（��)協会�おける口2またはポ3ター¶表�ü義務�ける．
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授4計画（専攻科特�研FⅡ）

内容（テーマM目標M準Nなど）

研�はÓ7か≥1テー�ü8%担当教Ì�指導�もと(Úうことü原;とする．（具体的なテー�・内–は担当教Ìと相>�›
(¡�する�

1) エネルギー�有効利用��する研� (津吉 彰 特任教授)
2) ICT技Fü応用したグローバル技F者教Jシ3テK�¶��する研� (佐藤 徹哉 教授)
3) 高周波電¨変換装Q��する研� (道平 雅一 教授)
4) 高周波電¨変換装Q1生じる高調波解T��する研� (道平 雅一 教授)
5) 大気Vプラズ��生成と応用��する研� (赤松 浩 教授)
6) 低コ3ト・高信頼性ü有する駆動シ3テKおよ%¶電シ3テK��する研� (加藤 真嗣 教授)
7) 半導体—磁性体等�結`およ%デバイ3作bとそ�性能評� (西 敬生 教授 木場 隼介 准教授)
8) 医用画eü用.た診断支iツール��¶��する研� (小矢 美晴 教授)
9)生体信号処理とそ�応用��する研� (尾山 匡浩 教授)
10)コ™ピュータビジョ™��する研� (尾山 匡浩 教授)
11)リモートセ™シ™グ技Fと応用��する研� (中村 佳敬 教授)
12)信号処理・画e処理��する研� (小矢 美晴 教授)
13)アクチュエータおよ%そ�応用シ3テK��する研� (加藤 真嗣 教授)
14)ヒュー�™コ™ピュータイ™タラクショ™��する研� (尾山 匡浩 教授 髙田 崚介 准教授)
15)電磁アクチュエータü活用したロボットおよ%機電シ3テK��する研� (酒井 昌彦 准教授)
16)光計}とそ�応用��する研� (河合 孝太郎 准教授)
17)機械)�ü用.た応用研�(藤本 健司 教授)
18)半導体デバイ3�性能評�・性能予}(木場 隼介 准教授)

N
考

中間試験およ%�期試験は実‚しな.．
本"目�修Ç�は 240 時間�授業�受講と 120 時間�事前・事á�≤己)�1必#(ある．特別研�¶表会üÚ. 複ä�教Ì(評�する．
事前)�：研�テー���åする幅-.#素技Fü事前�調べ∫≤己)�する．事á)�：最新論文等�調è(Çた知0も活かし∫考ëüÚう．
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科　目

担当教員 橋本 好幸 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(30%), A4-AE2(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 プラズ�と��か�説�できるか"中間試&によ)評+する．

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「プラズ�エレクトロニクス」8菅井秀郎著>オーA社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年Rシラバス

プラズ�工学 (Plasma Engineering)

電気電子工学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

プラズ��n物pq第4q状t』と定義され"荷電粒子>イオ|と電子）�混~する高温・高エネルギーÉ状tÑÖす．現代
社àにおいãプラズ��"半導体製êë表面処理技術"さらに�エネルギー開öにõるまで"工学q基盤技術としã不可
¢É存~である．本講義で�"プラズ�q基礎特ßÑ理論©に解説するとともに"ö¨メカニズA"計測手法"およ≥広µÉ
産業応∏についã詳ªする．

【A2】プラズ�と��か�説�できる．

【A2】プラズ�中でq粒子運Ω�説�できる． プラズ�中q粒子運Ωについã理解し"それらqΩきÑøで説�できるかÑ"
中間試&およ≥レポートによ)評+する．

【A2】プラズ�中でq粒子衝¬についã説�できる． プラズ�中q粒子衝¬についã説�できるか"また"衝¬断面≈ë平均自由
行ÀÑ計ÃできるかÑ中間試&およ≥レポートによ)評+する．

【A4-AE2】速R分布関—Ñ理解し"温Rq概”�説�できる． 速R分布関—についã理解しãいるかどうか"øで表現できるかÑ中間試&
によ)評+する．

【A4-AE2】シースおよ≥デバイ◊へいと��か説�できる． シース�形⁄される原理Ñ説�できるか"また"デバイ◊へいと��か�説�
できるかÑ定期試&によ)評+する．

【A4-AE2】両極ß拡flと�どqようÉ状tÑ意·するか説�できる． 両極ß拡fl�どqようにしã‚こるかについã説�できるかÑ定期試&によ
)評+する．

【A4-AE2】プラズ�振Ωについã説�できる． プラズ�振Ωと��か"また"プラズ�振Ω�‚こる原理�説�できるかÑ定
期試&によ)評+する．

【A4-AE2】プラズ�q¨⁄方法�説�できる． プラズ�q¨⁄方法についã概Ê�説�できるかÑ定期試&によ)評+する
．

⁄Á�"試&90%　レポート10%　としã評+する．Éお"試&⁄Á�中間試&と定期試&q平均Íとする．100Í満Í
で60Í以ÌÑ合Ôとする．

「プラズ�とビーAq�Éし」8八井 浄"江 偉華共著>日刊工業新聞社）
「プラズ�工学q基礎」8赤正則"岡村克紀"渡辺征夫"蛯原健治共著>産業図書）
「プラズ�物理入門」8内田岱二郎訳>丸善）

物理"電気磁気学I" 電気磁気学II" 高電圧工学

履修:�
注意事項

本科�q履�に�"電気電子�q専門知��必�としÉい�"運Ω方ÀøÉどq力学ë微分方Àøq解法Ñ理解しã
おくこと�必�である．
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授4計画AプラズE工学）

テーE 内容A目標・準Kなど）

1 プラズ�工学q概� プラズ�と��か"どqようÉ状tにあるqかÑ説�する．

2 プラズ�応∏q現状 様$É分%でqプラズ�応∏についã&Ñ'げÉ�ら解説し"プラズ�工学q必�ßについã説�する．

3 静電*およ≥静磁*中でq単一粒子q運Ωについã解説する．

4 直交電磁*中でq単一粒子q運Ωについã解説する．

5 プラズ�中における粒子q衝¬

6 速R分布関—と温Rq概”

7 プラズ�基礎方Àø プラズ�Ñ流体としã0え"プラズ�q運Ω方ÀøÑ導2する．

8 中間試& プラズ�と��か"プラズ�q集団運Ω"温Rq概”等についã設6する．

9 電気©中ßÑ7つプラズ�>試&返9およ≥解説Ñ:む）

10 プラズ�振Ω プラズ�q集団運Ωq結=としã¨じるプラズ�振Ωについã解説する．

11 プラズ�q分布と流れ プラズ��電?ë圧力によっã"拡flしãいく．こq概”についã解説する．

12 固体とBするプラズ� プラズ��固体とBすると"シース�形⁄される．こqシース�形⁄される条Dについã解説する．

13 プラズ�q計測方法 ラ|グミュアプローIÑ∏いã"プラズ�中q電子密Rë電子温RÑ評+する方法についã解説する．

14 プラズ�q¨⁄方法 プラズ�q様$É¨⁄方法についã"概ÊÑ解説する．

15 プラズ�q最新技術Ω向 様$É科学技術分%におけるプラズ�q最新応∏についã解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

プラズ�中q単一粒子q運Ω>1）

プラズ�中q単一粒子q運Ω>2）

粒子�衝¬することによっã‚こるエネルギーq授Mによっã¨じる励‚ë電Oについã解説する．また"プラズ�中でq粒子間
q衝¬についã"衝¬断面≈ë平均自由行ÀÑ∏いã解説する．

プラズ�Ñ�クロに0らえ"集団としãqßpについã解説しãいく．そq最Pとしã"速R分布関—と温Rq概”についã学Qす
る．

プラズ��電気©中ßÑ7つためqデバイ◊Sについã解説する．また"プラズ�パラメーUÑ∏いãプラズ�とVばれるためq
条Dについã解説する．>最Pに中間試&q返9と簡単É解説Ñ行う．)

K
考

前期中間試&およ≥前期定期試&Ñ実Zする．
本科�q�[に�"30 時間q授業qM講と 60 時間q事前・事後自己学Q�必�である．事前学Qで�"次aq授業µbについã教科書Ñcみ"各自で理解できÉいところÑ
整理しãおくこと．事後学Qで�"当日q授業q復QÑ行い"理解RÑ確kすること．また"適宜"課oÑ配qするqで"Ö定期日までにレポート提2すること．
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科　目

担当教員 津吉 彰 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AE5(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年#シラバス

エネルギ,工学 (Energy Engineering)

電気電子工学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

本科DではG現IJエネルギ,変LJ基本をなP熱力学についV基WかY学ばせる]内燃機aやG発変電工学で学んだ
熱サイクルを学びGプレゼンテ,ションさせる]最rに太陽光発電G地熱発電G風力発電といっz自|エネルギ,利用発電
やMHD発電G燃料電池G熱電発電などといっzこれまでとはàなる発電方äJ基本的原çについV解èしG各自にまとめ
させる

【A4-AE5】熱力学で使用Pる物ç量G単位ñをç解し自óに使用できる]
熱力学で使用Pる物ç量G単位ñにaPる問öによりGùテストGレポ,ト各
50%J†°¢けにより評•Pる]60%以ßを合©とPる]評•™J合計値
60%以ßを合©とPる]

【A4-AE5】熱力学J第一法則G第二法則をç解しè≤できる]
熱力学J第一法則G第二法則Jç解にa≥しz問öによりùテストGレポ,ト
各50%J†°¢けにより評•Pる]60%以ßを合©とPる]60%以ßを合©と
Pる]

【A4-AE5】エントロピ,Gエンタルピ,J計∑ができる] 簡単な問öでGエントロピ,Gエンタルピ,J計∑にaPる∫をGùテストGレポ
,ト各50%J†°¢けにより評•Pる]60%以ßを合©とPる]

【A4-AE5】ランキンサイクルなど熱サイクルをç解しè≤できる]
ランキンサイクルなど熱サイクルにaPる問öによりGùテストGレポ,ト各
30%Gプレゼンテ,ション40%J†°¢けにより評•Pる]60%以ßを合©と
Pる]]60%以ßを合©とPる]

【A4-AE5】Ωっzæしい発電方äをç解しGè≤Pることができる]
Ωっzæしい発電方äをç解しGè≤Pることができる∫をGùテストGレポ,ト
各30%Gプレゼンテ,ション40%J†°¢けにより評•Pる]60%以ßを合©
とPる]

成¿はGレポ,ト40%　ùテスト40%　プレゼンテ,ション20%　としV評•Pる]100™満™で60™以ßJ評•で合©
とPる]電気工学科と電子工学科では学習内√がƒうzめG評•を試«だけで評•Pる∫が困…である]そこでGレポ,トG
ùテストGプレゼンテ,ションで各自J専門にaÃPる分ŒでJ習熟#を†–し]評•Pる∫としz

「図解　演習熱力学」：北山　直方Ÿオ,€社）
改定æ版　エネルギ,工学:a井　康雄G脇本　隆之(電気書院)

電力工学IGIIなど

履修:�
注意事項
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授4計画AエネルギF工学）

テFマ 内容A目標・準Lなど）

1

2 水力発電J基WG水力発電J計∑G火力発電J基W 水力発電J基WG水力発電J計∑G火力発電J基Wを学ばせる

3 水力発電J基WG水力発電J計∑G火力発電J基W 水力発電J基WG水力発電J計∑G火力発電J基WについV担当学ÔがプレゼンしGaÃ内√をùテストで確ÒPる]

4

5

6 熱サイクルJ計∑ 熱サイクルJ計∑についV学ばせる

7 熱サイクルJ計∑ 熱サイクルJ計∑についV担当学ÔがプレゼンしGaÃ内√をùテストで確ÒPる]

8 原子力発電についV 原子力発電についV学ばせる

9 原子力発電についV 原子力発電についV担当学ÔがプレゼンしGaÃ内√をùテストで確ÒPる]

10 再Ô可Ùエネルギ, 再Ô可Ùエネルギ,についV学ばせる

11 再Ô可Ùエネルギ, 再Ô可Ùエネルギ,についV担当学ÔがプレゼンしGaÃ内√をùテストで確ÒPる]

12

13 電力輸ˆシステ€G電力ñ˜J安定化 ˆ電力輸ˆシステ€G電力ñ˜J安定化についV学ばせる

14 電力輸ˆシステ€G電力ñ˜J安定化 電力輸ˆシステ€G電力ñ˜J安定化担当学ÔがプレゼンしGaÃ内√をùテストで確ÒPる]

15 総括 今rJエネルギ,開発がどJようにPPめYれるかG地˛J環境保�とJaÃ��め考�させる

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

エネルギ,J概念Ÿ1章） わが国G世�Jエネルギ,∫�についV学ぶ]エネルギ,消�が環境に�える影�についV学ぶ∫にaÃしGKEMSについV解
èPる]エネルギ,J変LJ原çを学ばせる]演習を解く]

熱力学J法則とエントロピ,GT-s 線図 熱力学J法則とエントロピ,GT-s 線図についV学ばせる

熱力学J法則とエントロピ,GT-s 線図 熱力学J法則とエントロピ,GT-s 線図についV担当学ÔがプレゼンしGaÃ内√をùテストで確ÒPる]

æしいエネルギ,変LŸ燃料電池G熱電発電GMHD 発電） æしいエネルギ,変LŸ燃料電池G熱電発電GMHD 発電）についV学ばせる]

L
考

中間試«および定期試«は実!しない]
本科DJ修#にはG30 時間J授業J受講と 60 時間J∫前・∫r自己学習が必(である]∫前学習としVGClassroomを.じV授業資料を∫前に配2PるJで確ÒしVおく∫]
プレゼンテ,ションJ講義に3えG各自プレゼン内√を∫前に準3Pること]まzG∫r学習としV定期的に課öを課PJで∫r学習としV6い提8J∫]
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